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凡 例 

本書における一般会計並びに特別会計の「歳入歳出決算額総括表」内の数値

の取り扱いについては、以下のとおりである。 

１ 表中の各決算額は、千円未満を四捨五入して千円単位で表示した。このた

め、内訳の決算額の計が「合計」の数値と一致しない場合がある。 

２ 表中の各構成比は、小数第２位を四捨五入して第１位まで表示した。この

ため、内訳の構成比の計が「合計」の数値と一致しない場合がある。 
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Ⅰ 一般会計 
 
１． 決算額の概要 

令和 5 年度一般会計の決算額は、歳入総額 268 億 8,768 万 9 千円で前年度決算額と

比較すると 4 億 291 万 4千円（1.5％）の減、歳出総額は、255 億 6,336 万 1 千円で

前年度決算額と比較すると、3 億 7,469 万 7 千円（1.4％）の減となった。 

 

（１）歳入について 

   歳入を科目別にみると、地方交付税は前年度とほぼ同額の 94 億 6,425 万 6 千円

で歳入総額の 35.2％を占め、前年度と比較して 7,848 万 5 千円（0.8％）の減、市

税は 54 億 1,601 万 1 千円で 20.1％を占め、前年度と比較して 1 億 811 万 6 千円

(2.0％)の増となった。国庫支出金は 35 億 6,222 万 8 千円で 13.2％を占め、前年

度と比較して 7 億 3,869 万 9 千円(17.2％)の減となった。市債は 15 億 6,936 万 1

千円で 5.8％を占め、前年度と比較して 3,906 万 1 千円（2.6％）の増、県支出金は

15 億 975 万 7 千円で 5.6％を占め、前年度と比較して 1,831 万 9 千円（1.2％）の

増となった。 

 

（２）歳出について 

   歳出を目的別でみると、民生費は 83 億 3,368 万円で歳出総額の 32.6％を占め、

前年度と比較して 4 億 2,973 万 1千円（5.4％）の増となった。総務費は 40億 6,195

万 5 千円で 15.9％を占め、前年度と比較して 2億 1,160 万円（5.5％）の増、土木

費は 31億 2,004 万 8 千円で 12.2％を占め、前年度と比較して 5億 6,392 万 2 千円

（15.3％）の減となった。教育費は 25 億 8,347 万 1 千円で 10.1％を占め、前年度

と比較して 1 億 1,108 万 9 千円（4.5％）の増となった。公債費は 23億 5,136 万 6

千円で 9.2％を占め、前年度と比較して 4,655 万 5 千円（1.9％）の減、衛生費につ

いては、19 億 2,948 万 1千円で 7.5％を占め、前年度と比較して 3 億 752 万 3 千円

（13.7％）の減となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 ２．歳入歳出決算額総括表
（単位:千円）

決算額(A) 構成比 決算額（B) 構成比

1. 市 税 5,416,011 20.1% 5,307,895 19.4% 2.0%

2. 地 方 譲 与 税 382,569 1.4% 375,490 1.4% 1.9%

3. 利 子 割 交 付 金 1,777 0.0% 2,022 0.0% -12.1%

4. 配 当 割 交 付 金 33,675 0.1% 29,311 0.1% 14.9%

5. 株式等譲渡所得割交付金 37,487 0.1% 23,164 0.1% 61.8%

6. 法 人 事 業 税 交 付 金 87,900 0.3% 71,702 0.3% 22.6%

7. 地 方 消 費 税 交 付 金 1,098,566 4.1% 1,114,209 4.1% -1.4%

8. ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 61,367 0.2% 61,711 0.2% -0.6%

9. 環 境 性 能 割 交 付 金 36,321 0.1% 32,007 0.1% 13.5%

10. 地 方 特 例 交 付 金 36,196 0.1% 35,439 0.1% 2.1%

11. 地 方 交 付 税 9,464,256 35.2% 9,542,741 35.0% -0.8%

12. 交通安全対策特別交付金 4,020 0.0% 4,165 0.0% -3.5%

13. 分 担 金 及 び 負 担 金 43,098 0.2% 49,022 0.2% -12.1%

14. 使 用 料 及 び 手 数 料 408,100 1.5% 415,774 1.5% -1.8%

15. 国 庫 支 出 金 3,562,228 13.2% 4,300,918 15.8% -17.2%

16. 県 支 出 金 1,509,757 5.6% 1,491,438 5.5% 1.2%

17. 財 産 収 入 95,235 0.4% 114,065 0.4% -16.5%

18. 寄 附 金 213,904 0.8% 50,085 0.2% 327.1%

19. 繰 入 金 1,007,333 3.7% 562,124 2.1% 79.2%

20. 繰 越 金 1,352,545 5.0% 1,686,031 6.2% -19.8%

21. 諸 収 入 465,983 1.7% 490,991 1.8% -5.1%

22. 市 債 1,569,361 5.8% 1,530,300 5.6% 2.6%

26,887,689 100.0% 27,290,603 100.0% -1.5%

（単位:千円）

決算額（A) 構成比 決算額（B) 構成比

1. 議 会 費 189,768 0.7% 194,845 0.8% -2.6%

2. 総 務 費 4,061,955 15.9% 3,850,355 14.8% 5.5%

3. 民 生 費 8,333,680 32.6% 7,903,949 30.5% 5.4%

4. 衛 生 費 1,929,481 7.5% 2,237,004 8.6% -13.7%

5. 農 林 水 産 業 費 791,592 3.1% 728,346 2.8% 8.7%

6. 商 工 費 715,098 2.8% 1,030,945 4.0% -30.6%

7. 土 木 費 3,120,048 12.2% 3,683,970 14.2% -15.3%

8. 消 防 費 1,455,768 5.7% 1,438,342 5.5% 1.2%

9. 教 育 費 2,583,471 10.1% 2,472,382 9.5% 4.5%

10. 災 害 復 旧 費 31,135 0.1% 0 0.0% 皆増

11. 公 債 費 2,351,366 9.2% 2,397,921 9.2% -1.9%

12. 予 備 費 0 0.0% 0 0.0%

25,563,361 100.0% 25,938,058 100.0% -1.4%歳　　出　　合　　計

対前年度増減率
（A-B)/B

令和５年度 令和４年度
款

歳　　　　　　　　　　　　入

歳　　　　　　　　　　　　出

令和５年度 令和４年度 対前年度増減率
（A-B)/B

款

歳　　入　　合　　計
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３．一般会計主要施策

（款）　１．議会費

　（項）　１．議会費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

1 1 1 議会費 1,664 1,357 1,357 307 〇議会及び市政への理解、関心を図るため、委員会の活動状況等について議会だよりを発行した。

2 1 1 一般管理費 12,907 12,658 12,658 249

○実務・教養研修

○派遣研修

112 111 111 1 ○優良事業者表彰
　建設工事、建設コンサルタント業務等において、受注者及び技術者の意欲の高揚を図り、もって
将来にわたる建設業界の維持・発展と公共事業の品質確保を図ることを目的に優れた成績を修めた
受注者及び技術者を表彰した。
・優良建設工事表彰（１，０００万円以上の部） ３件
・優良技術者表彰 ２名

 受講者数（人）研修内容

 派遣者数（人）研修内容

　・関東経済産業局、市町村課、東京渉外局行政課、常陸太田工事事務所　各1名
2．民間への派遣　　1,878

【目的】民間企業での実務を経験することで、効率的な業務遂行の手法や、市の課
題に的確に対応するために必要な知識及び能力を有する人材の育成を図る。

　・IBARAKI sense 　 　前期、後期　各1名　

8

24

188

10

【目的】常陸太田市、高萩市、北茨城市の係長前の職員を対象に、フォロアーシップ
及びコミュニケーション等について研修を実施し、中堅職員としての自覚を促し資質
の向上を図る。2講座

【目的】職場の中心となる係長及び新任課長補佐を対象に、リスクマネジメント、長
期ビジョンの策定等について研修を実施し、活力ある組織づくりを図る。合計5講座

【目的】職員を講師とした新規採用職員研修を実施し、新規採用職員としての基礎知
識の習得を図るとともに、外部講師による各種研修を実施し、職員の知識習得や能力
開発を図る。

４８講座（研修）　延べ３１２人受講

　・新規採用職員研修（前期、後期）、メンタルヘルス研修、ワーキンググループ
　　研修、ハラスメント研修、同和問題研修会、OJT研修他、合計10講座

　行政を取り巻く環境や多様化する市民ニーズ等、地方自治を取り巻く情勢は刻々と変化している中、
それらの状況に対応し、効率的な行政運営を進めるため、職員一人ひとりが期待される役割を理解し、
必要な能力を習得することを目的に職責の階層毎及び職務毎に研修を実施した。

1．茨城県自治研修所派遣　　266
【目的】各所属及び各階層（新規採用職員～新任部長）において必要な知識の習得
及び能力開発を図る。

〇議会だより　４回発行（年間５０ページ　平均１２．５ページ）

内　　容　（成　　果　　等）
不用額
A-B

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳

5．通信教育研修　　421

32
50

2

4

【目的】職員が主体的に取り組む自主研修（通信教育）を通し、職員の能力の開発
を図る。

　・マネジメント基本、Excel時短テクニック他　　合計14講座

3．市町村職員中央研修所（市町村アカデミー）派遣　　220

4．庁内研修　　3,303

1．国・茨城県への派遣　　3,560
【目的】実務研修を通じて、国や県における施策や、推進手法等を学び、幅広い知
識及び技術を習得し、職員の資質及び能力の向上を図る。

　・特別研修　　　　　11講座（政策法務講座、法制執務講座、クレーム対応講座他）
　・階層別研修　　　　 6講座（新任部長、新任課長、新任課長補佐、新任係長、
　　　　　　　　　　　　　　 新規採用職員課程、主事主任研修）
2．県北自治体職員研修協議会派遣　　100

　・中堅職員研修（主幹クラス）

1.広報活動事
業

1.職員研修事
業

2.優良事業者
表彰事業
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（款）　2．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 1 一般管理費 2,236 1,199 1,199 1,037 〇姉妹都市交流事業
・秋田市、仙北市、牛久市及び臼杵市との交流事業を実施した。

※観光客は除く

2 1 2 文書広報費 29,040 29,040 60 951 28,029

・広報ひたちおおた　毎月１０日発行
【特集記事】

・ひたちおおたお知らせ版　毎月２５日発行
241 238 238 3 ○市民相談事業

5,853 5,777 3,614 2,163 76

・一般相談事業等　　５７８件　前年度比９７％

○広報紙の作成及び発行に当たっては、令和５年度「広報ひたちおおおた」年間計画に基づき、庁内課長級
職員で構成する「広報委員会」において掲載内容を決定、編集及び印刷製本業務については専門事業者に委
託し、広報編集作業の効率化を図るとともに、広報ＰＲ内容の充実に努めた。

・無料法律相談事業　　年６回（偶数月開催）５１件　前年度比１２１％

臼杵市特産品フェア 1月20日（土） 2
道の駅ひたちおおたにおいて、臼杵市職員
による臼杵市特産品の販売及び観光PRを実
施した。

実施日
参加人数
（人）

内容

角館の桜まつりへ出店
4月21日（金）～

　　4月23日（日）
3

仙北市の角館の桜祭りに参加し、市の特産
品の販売及び観光ＰＲを実施した。

事業名

　相談内容の傾向としては、相談、要望、苦情などが増加し、意見等は減少。
○令和５年度広報計画に基づき、最重要ＰＲテーマとして位置づける「少子化･人口減少対策」･「観光誘
客・産業振興」について、社会情勢や情報発信媒体の多様化を踏まえ戦略的な広報ＰＲを実施。

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

うしくかっぱ祭りに参加 7月29日（土） 32
河童ばやし踊りパレードに参加し、牛久市
民との交流を図った。

三市連携交流市民交流団
派遣事業（角館のお祭
り）

４月：施政方針・当初予算概要、５月：子育て上手常陸太田、６月：防災ガイド、
７月：水戸ホーリーホックホームタウン加入、カーボンニュートラル、８月：デジ
タルプレミアム付商品券、９月：結婚推進事業、１０月：長生き上手常陸太田、１
１月：空き家の利活用、１２月：市制施行７０周年・合併２０周年写真募集企画、
１月：新春あいさつ、２月：二十歳のつどい、３月：起業支援

台風接近により事業中止
9月8日（金）～
9月9日（土）

0

うしくWaiワイまつりへ出
店

11月3日（金） 17
牛久市のうしくWaiワイまつりに参加し、市
の特産品の販売及び観光ＰＲを実施した。

うすき竹宵まつりへ出店
11月3日（金）～
11月5日（日）

2
うすき竹宵まつりに参加し、市の特産品の
販売及び観光ＰＲを実施した。

（相談１７１件、要望９９件、苦情８０件、意見６３件、照会８６件、その他７９件）

・政策広報　首都圏における新聞広告の掲載
　【秋のイベント誘客（竜神峡紅葉まつり、里美かかし祭、金砂郷けんちん村まつり）】
 　 １０月１５日 読売新聞朝刊 都内版 紙面半５段モノクロ 発行部数６４万部
  　１０月２４日 読売新聞朝刊 １都８県版 紙面半５段モノクロ 発行部数３８５万部
　【ふるさと納税促進】
　　１２月　２日 読売新聞夕刊 １都８県版 紙面全５段１／４カラー 発行部数１０３万部
　【移住・定住促進】
　　　３月１０日 読売新聞朝刊 都内版 紙面半５段モノクロ 発行部数６０万部
　【春のイベント誘客及びふるさと納税促進】
　　　３月２３日 読売新聞夕刊 １都８県版 紙面全３段カラー 発行部数１０３万部
・茨城放送(IBS)広報番組「WE LOVE ひたちおおた」　月２回／５分間（１年間）
・常磐道自動車SAにおける屋外プロモーション　３回／友部SA（下り線）
　　　４月２３日 イベントチラシ・観光パンフレット・ノベルティ配布
　　　８月　５日 ぶどう・梨試食配布、観光パンフレット・ノベルティ配布
　　　９月　２日 ぶどう・梨試食配布、観光パンフレット・ノベルティ配布
・県庁舎広告掲出（ポスター掲示）　エレベーター内２か所／年間６種類
・配信サービスを活用したプレスリリース　６回
・看板作成委託料   常陸太田駅前及び道の駅ひたちおおた掲示　３枚
　「茨城ロボッツフレンドリータウンＰＲ看板」　道の駅ひたちおた掲示
　「市制施行７０周年・合併２０周年ＰＲ看板」　常陸太田駅前、道の駅ひたちおおた掲示

　生活上のトラブルを抱えた住民に対し、専門家への相談機会を提供するため、無料法律相談を開催。
　事前予約制　１件当たり１５分　１回当たり１０件まで
４月１０日（月）：９件、６月５日（月）：９件、８月７日（月）：１０件、１０月２日（月）：６件、
１２月４日（月）：８件、２月５日（月）：９件

3.姉妹都市交
流事業

1.広報広聴事
業

2.市民相談事
業

3.広報戦略事
業
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（款）　2．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 2 文書広報費 660 660 660

2 1 5 475 475 475 ○ＥＶスタンドの運用
急速充電器保守管理委託料等　４７５
令和３年４月２３日に設置したＥＶスタンドを運用することにより、電気自動車利用者の利便性を向上し

普及促進に寄与する。

ＥＶスタンド利用台数（本庁舎２基　公用車利用含む） （台）

71,334 71,260 71,260 74 ○本庁舎１階改修工事
不特定の方々が来庁する市役所窓口として、動線の確保とフロアを見渡せる視認性を確保し、案内表示を

ピクトサインにすることにより、わかりやすいフロア構成により市民サービスを向上に寄与した。
・本庁舎１階改修工事　　　　　　　　　　６２，０４０
・待合スペース椅子、出納室発券機ほか 　   ６，２５０

＜カーボンニュートラルの取組み＞
○本庁舎南駐車場植栽工事
　本庁舎南駐車場における緑化・景観改善に努めCO2排出量削減に寄与した。
・本庁舎南駐車場植栽工事　　　 　　　　　２，９７０

2 1 6 企画費 92 3 3 89 ○「第２期常陸太田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の検証

・令和６年３月２２日

16,832 11,682 11,682 5,150 ○地域公共交通の維持・確保及び利便性の向上を図るため、｢常陸太田市地域公共交通活性化協議会｣に
おいて、計画の見直し、地域公共交通の効果検証及び利用促進事業を実施
①常陸太田市地域公共交通計画及び常陸太田市地域公共交通利便増進実施計画の見直し

②運転免許証自主返納支援事業の実施
・対象者:平成２８年１０月１日以降に全ての運転免許を自主返納した市民
・支援期間:３年間

③運転免許証自主返納支援額

④運転免許証自主返納支援申請者数

⑤運転免許証自主返納支援内容別選択割合

⑥運転免許証自主返納支援新規申請者の申請時における平均年齢

2.庁舎管理事
業（政策的経
費）

1,703
1,654
1,365

135
142
189

137
137

174人 181人 -7人
更新申請者 250人 253人 -3人

6,270 3,199

区分 ①R5実績 ②R4実績 ①-②増減

109 183

　外部有識者で構成する「まち・ひと・しごと創生有識者会議」において、書面にて「第２期常陸太田市
まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げた事業の評価・検討

令和５年

・支援内容(１年分):市内路線バスＩＣカード１万円分(満７５歳以上は５千円分)又は市内タクシー等利
用券１万円分

R5見込 R5実績 R4実績

新規申請者

2,917

令和４年
令和３年

123
145
24

10月9月8月 合計3月

149
189

138
123
156

160
141
173

タクシー等利用券 91.3% 92.6%

R5 R4

区分 R5 R4
路線バスICカード 8.7% 7.4%

130119 175 135159

81.8歳 82.2歳

167
8

147
78

148
62

143
106

107
121

105
86

7月6月5月4月年度 11月
173

○文書の収受、起案及び保存等の管理を電子化することにより、事務の効率化及びペーパーレス化による

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

※不用額が生じた理由については、地域公共交通活性化協議会の主な収入は、市からの負担金及び国庫補助
金であり、市の負担金は年度末の事業完了後の国庫補助金が交付された後に清算を行うため、年度末まで市
の負担金額を確定することが困難となっているため。令和５年度については、年度当初に市から負担金とし
て１６，８３２，０００円が交付され、年度末の事業完了後、国庫補助金が１，１４１，２５０円交付され
たとともに、歳出において運転免許証自主返納支援事業の利用実績が見込みより少なかったことから、歳入
歳出差引額の５，１４９，８６６円を清算により市に返還をしたため、多くの不用額が生じた。

1.まち・ひ
と・しごと創
生総合戦略管
理事業

経費削減を図るため、文書管理システムの導入を実施した。

2月1月12月

・文書管理システム構築等業務委託　 ６６０

2.地域公共交
通再編推進事
業

4.文書管理シ
ステム導入事
業

1.庁舎管理事
業

財産管理事
業
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（款）　2．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 6 企画費 58,330 57,152 57,152 1,178

○個人版及び企業版寄附金額並びに件数の状況

○返礼品の状況

2 1 7 支所費 437 437 437 ○カーボンニュートラルの取組み
  急速充電器保守管理委託料等　 ４３７
令和３年度に公共施設に設置したEVスタンドの運用をすることにより、電気自動車の利便性の向上

及び普及促進に寄与した。
ＥＶスタンド利用台数（水府支所庁舎１機・公用車利用含む） （ 台 )

※水府支所庁舎　Ｒ３．４．２３供用開始

1,227 1,227 51 1,176 ○水府支所庁舎排煙窓の開閉時の不具合を解消するため、修繕工事を行った。
水府支所庁舎排煙窓修繕工事 １，２２７

7,920 7,920 177 7,743 ○常陸太田市里美支所外壁補修工事　　７，９２０
　里美支所外壁のタイル割れ補修、タイル目地取替、シール取替、外壁保護剤の塗布により庁舎の長寿
命化が図られた。
補修内容
　外壁タイル面積 601.4㎡
　外壁タイル補修面積 　4.4㎡
　外壁タイル目地取替 368.7ｍ
　サッシ廻りシール取替 338.6ｍ

2 1 9 7,950 5,917 1,021 4,896 2,033 ○年齢や地理的条件等によって生じる情報格差（デジタルデバイド）の解消を図った。
①固定型スマートフォン教室

1.デジタルデ
バイド対策事
業

R4実績 対前年比
寄 附 金 額

423 11163 71613108 10411令和3年

11 10 183

・生涯学習センター
・金砂郷支所
・交流センターふじ
・かなさ笑楽校
・水府総合センター
・高倉地域交流センター
・里美文化センター

開催場所参加者数実施回数実施月

29611月

1521月

266

16 16 7令和4年 14 11 8 11 9 12 11 10 136

12月 1月

- 3

27 18 16 12 9

12月

79810月

14922合計

11
令和5年 8 7 10 26 29

寄 附 金 額 - 101,200 300 +100,900
寄 附 件 数 +2

【個人版】

42,747 +64,924
寄 附 件 数 -

区　　分 目標（当初予算額） R5実績

POMポンジュース１０００ｍｌ 794

50,000 107,671
5,931 1,643 +4,288

【企業版】
区　　分 目標（当初予算額） R5実績 R4実績 対前年比

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

・返礼品数　２６４品目（特産品等：２５５品目、体験型：９品目）
・送付件数上位５品目
順位 返礼品 令和5年度件数

1

2月 3月 合計

1

5 茨城県産干し芋平干し２キログラム 246

3
(旧価格)ピジョン おしりナップ
やわらか厚手仕上げ純粋９９％

356

4 茨城県産干し芋平干し１キログラム 308

2
ピジョン おしりナップ

やわらか厚手仕上げ純粋９９％
591

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）
決算額
B

左の財源内訳

○寄附金額が５千円以上の市外在住の寄附者に対して市の特産認証品等を謝礼品として贈呈し、市内産業
の活性化を図るとともに財源確保に努めた。

1.庁舎管理事
業（水府）

情報通信管
理費

2.庁舎等施設
管理事業（水
府）
3.庁舎施設管
理事業(里美・
政策的経費)

3.ふるさと常
陸太田寄附推
進事業
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（款）　2．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 9 ②移動型スマートフォン教室

③スマホ助成金交付

29,677 28,739 12,589 16,150 938
①行政情報総合アプリケーション運用及び保守業務
②運用開始日
③ダウンロード数（令和６年３月３１日現在）

①デジタル通貨システム導入等業務
②運用開始日
③使用期間

7,241 7,178 7,178 63
①作成を行った会計年度任用職員（４名）報酬等
②「いばらき電子申請・届出サービス」等申請入力フォーム作成数

2 1 10 4,329 3,764 66 3,698 565

1.デジタルデ
バイド対策事
業

合　　計 964 844 5 200
一 般 930 828 5 200
中 学 生 以 下 34 16 0 0

加入状況及び見舞金支払状況

区　　分
加　入　状　況 見舞金支払状況

加入者数 加入金額 支払件数 支払決定額

合　　計 11 861
幼稚園・保育園・小学校の交通安全教室で、県交通安全教育講師・警察官・民間交通指導員
が交通安全教育を実施。

○県内全市町村で運営する県民交通災害共済の加入手続き及び見舞金の支払手続きを行った。

園 児 等 6 501
児 童 等 5 360

・立哨指導、パトロール等交通安全活動　延べ　１，０７３人
・交通安全啓発活動　延べ　３９人

○交通安全教室の開催
対　　象　　者 開　催　回　数（回） 受　講　者　数（人）

R5末目標 R5末実績
900 963

交通安全対
策費

1.交通安全対
策事業

○民間交通指導員を委嘱し、交通の安全保持のために必要な指導及び交通安全思想の普及を図った。
民間交通指導員　１２人

子育て応援券Ⅰ 10/2～3/31
子育て応援券Ⅱ 10/1～2/29

3.電子申請推
進事業

○行政手続きのオンライン化に係る申請入力フォームを作成・整備した。
７，１７８

旅行券（国内） 7/18～2/29
旅行券（インバウンド） 10/11～2/29
商品券 10/11～1/31

・フォレストモール常陸太田
・カインズ常陸太田店
・金砂郷支所
・下宮河内公民館
・水府支所
・高倉地域交流センター
・里美支所
・徳田コミュニティセンター

12月 22

47

○市内消費の喚起等を目的に、デジタル通貨アプリ（じょうづるさんPay）を導入し、旅行券や商品券
　事業等を実施した。

２２，８９７
７月１８日

区分 期間

2.行政情報ア
プリ運用事業

○市民等に対する情報発信等を行うため、行政情報アプリ（じょうづるさんナビ）の運用を開始した。
３，５６３

５月１日
３，８０５件

3月 合計
件数 3 20 11 16 11 14 3 14 30 163

11月 1月 2月
5 9 27

12月4月 5月 6月 7月

2月 23

× ３０，０００

開 催 場 所

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

情報通信管
理費

円 ４，８９０
（人）

月 8月 9月 10月

45

1月 19 33

合計 81

実施月 実施回数 参加者数

167

１６３ 人

11月 17 42
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（款）　2．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 10 214 151 151 63

・安全運転支援装置の購入及び取付に要する費用の２分の１（上限３万円）

2 1 11 市民活動費 23,761 22,463 22,463 1,298

4,954 4,901 4,901 53

○常陸太田市空家等実態調査業務委託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３，４６５
　新市空家等対策計画（計画年度：令和６年度～１０年度）の策定支援業務を委託した。

6,045 6,044 6,044 1 ○地域集会所の整備補助状況

・補助額：新築：工事費の５分の３（千円未満切捨）・上限８，０００
　　　　：解体：工事費の２分の１（千円未満切捨）・上限１，０００
　　　　：改修：工事費の２分の１（千円未満切捨）・上限２，５００

340 333 333 7 ○市民提案型まちづくり補助事業の状況
市民団体が自主的、主体的に企画実施するまちづくり事業に対し補助金を交付した。

※補助額：

※令和５年度をもって事業終了

交通安全対
策費

2.高齢者安全
運転支援装置
設置促進事業

はじめの一歩事業 上限１００

合　　計

区分 補助金額

6,044

300

市民提案事業
1

1 1

市民提案事業 上限３００

当初予算 300

1
決算 1 1 300

決算 300
当初予算

区　　　分 申請数（件）

合　　計
改　　修 4 6,044

1.防犯灯設置
管理事業

○夜間における犯罪及び交通事故等の発生を未然に防止するため、町会からの申請に基づく防犯灯の設置及
び維持管理を行った。

○防犯灯の管理状況
管理灯数【LED灯再掲】（基）

合　　計 5,311 【 3,213 】 14,164

○防犯灯の新設・修繕等状況

地　　区　　名
新　規（基） 老朽木柱交換（基）

水 府 1 0 58

常 陸 太 田 26 2 269

　　　　　　　　　空き地３４件　うち改善件数２８件

3.地域集会所
整備事業

金井町・大森町・真弓ヶ丘団地・下利員町

採択数（件）

4

修　繕（基）
当初予算 当初予算実績 実績

金 砂 郷 7 0

里 美 2 0

1,925里 美 680 【 467 】

59

指導・助言等件数　空き家４９件　うち改善件数２８件

60 8

合　　計 36 2 410

○地域等から苦情や相談のあった管理不全状態の空き家及び空き地の所有者に対し、適正管理に関する指
導・助言等を行った。

24

区　分 件数（件） 補助金額 町　　名　　等

585 】 1,853
金 砂 郷 1,096 【 544 】

電　気　料
常 陸 太 田 2,742 【 1,617 】 7,308

地　　区　　名

水 府 793 【
3,078

補 助 金 額 450 90 -360
補 助 件 数 15 4 -11

○高齢者の運転による自動車事故の防止を図るため、高齢者が新たに安全運転支援装置を購入、設置に要す
る費用に対して補助金を交付した。

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②-①）

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

4.市民提案型
まちづくり補
助事業

2.空き地・空
き家適正管理
事業

10



（款）　2．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 11 市民活動費 90,120 89,395 51,500 37,895 725

運営交付金

〇山田地域交流センター建設工事
施設の老朽化に伴い、山田地域交流センターを新築した。
・建築工事（繰越）
・電気設備工事（繰越）
・機械設備工事（繰越）

2 1 12 76 64 64 12 ○男女共同参画審議会
・内　容 第３次男女共同参画推進施策の実施状況について（実績・進捗状況を報告）
・期　日：１０月２４日（火）
・参加者：７名

○パネル展示など

6月23日（金） 男女共同参画週間 市役所本庁舎ロビー
　～6月29日（木） 　・関連データ、用語等の解説展示

　・男女共同参画関連図書の紹介
11月1日（水） パープル・オレンジリボンキャンペーン 市役所本庁舎ロビー
　～11月30日（木） （女性に対する暴力根絶、児童虐待防止の推進） 道の駅ひたちおおた

　・パープル・オレンジリボンツリーの展示
　・啓発品（ピンバッジ、リボン等）の配布

11月12日（日） パープルライトアップ 道の駅ひたちおおた
　～11月25日（土） 　・女性に対する暴力根絶運動の周知・啓発

2 1 13 地域振興費 3,189 3,050 3,050 139  ○地域おこし協力隊の活動（少子化・人口減少対策課受入：移住・定住促進枠１名）

― 1,995
住 宅 借 上 料 1 50 7 350

7 1,540

○地域コミュニティ

290
男の料理教室、環境美化作業、安全・防犯講話会、広報紙発行
等

天下野地区

４４，１６０
３，０７５

期　　間 内　　　容 場　　所

・移住に関する情報発信や当市の暮らしに関するＰＲ（ラジオ番組、広報紙、イベント参加など）、
　空き家バンク制度の周知

種別 人数(人) 月額 月数(月) 支出額 備考

50千円×7月分
計 ― ―

724
グラウンド・ゴルフ大会、町会対抗球技大会、生き生き健康
ウォーキング大会、久米の郷ふれあい文化まつり・菊花展、広
報紙発行等

金郷地区

2,866 646
花いっぱい運動、天下野地区グラウンド・ゴルフ大会、総合防
災訓練、高齢者訪問、スポレク大会、広報紙発行等

高倉地区 2,627 638
外出支援サービス、敬老事業、グラウンド・ゴルフ大会、しめ
縄づくり教室、そば打ち教室、広報紙発行等

山田地区 2,723 673
ふるさと祭り、敬老事業、自主防災訓練、出前講座、三世代交
流事業、G・G大会、GB大会、ゴルフ大会、吹矢大会、そば打ち
教室、しめ縄教室、広報紙発行等

 染和田地区 2,835

史跡めぐり、グラウンド・ゴルフ大会、健康増進ハイキング、
小里サロン会、防災研修会、広報紙発行等

2,759 656
地域特産品づくり（エゴマ油）、グラウンド・ゴルフ大会、敬
老事業、旧賀美小学校グランド除草作業、防犯研修会、広報紙
発行等

653
敬老事業、ゲートボール大会、親善ゴルフコンペ、グラウン
ド・ゴルフ大会、しめ縄づくり教室、料理教室、広報紙発行等

太田地区
※R5.10設

立
95

地域コミュニティに対して運営交付金及び活動補助金を交付した。

地区名 活動補助金 活動内容

2,759 486
グラウンドゴルフ交流会・防犯パトロール・料理教室・歴史教
室（現地研修会）・健康体操教室・花壇整備・そば打ち教室・
総合防災訓練・交流フェステバル・広報紙発行等

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

６，９３０

男女共同参
画推進費

1.男女共同参
画推進事業

２７

３７

3年目220千円×7月分
自 動 車 借 上 料 1 15 7 105 15千円×7月分
報 償 費 1 220

小里地区 2,778 680

賀美地区

久米地区 3,141

5.新たな地域
コミュニティ
づくり推進事
業

1.地域おこし
事業（少子
化・人口減少
対策課）

11



（款）　2．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 13 地域振興費 ○地域おこし協力隊活動補助金（最大８０万円／１人）
　活動期間Ｒ５.４月～Ｒ６. ３月

○地域おこし協力隊の紹介・周知 　　　５０
・活動報告展示会

３月４日（月）～３月２２日（金）
　市役所本庁舎ロビーにおいて、市委嘱隊員２名・県委嘱隊員６名の活動を紹介

・地域おこし協力隊広報紙「おかげさま」の発行
発行部数：６００部

6,448 6,343 6,343 105 ○地域おこし協力隊の活用　隊員２人：梨栽培枠２人（Ｒ５.４.１～Ｒ６.３.３１）
・果樹産地の維持を目的に独立就農を目指した担い手育成
・うち１名Ｒ６.３.３１任期満了

○おためし地域おこし協力隊の活用　参加者２人（ぶどう栽培枠）
2 1 14 交通対策費 166,184 166,184 78,600 87,584 ○市民の日常生活に必要な交通手段の維持・確保及び福祉の向上のため、路線バス運行に対して補助。

①県バス運行対策事業費負担金

②地方バス路線維持費補助金

③路線バス利用者数

1,447 1,447 1,447
①路線バス次世代決済システム整備事業補助金

27,928 27,528 14,800 12,728 400
①運行日
令和５年９月まで 令和５年１０月以降

・利用料金:１回３００円（未就学児及び介助者は無料）
②補償金

③予約型乗合タクシーの利用者等

12,121 11,868 11,868 253 ○学生の路線バス利用を促進し、公共交通の維持・活性化を図るため、通学用定期券購入費用の一定額
を超える部分に対し、助成金を交付。令和５年度より市外通学者まで対象を拡充。
①助成対象者
・市内に住所を有し、市内の停留所又は東河内（日立）停留所を発着地として市外の中学校又は
市内外の高等学校に通学する者。

・３か月間以上の期間の定期券を購入し、１か月当たりの購入金額が往復定期券については５千円、
片道定期券については２千５百円を超える中学生（市外の中学校）。

・３か月間以上の期間の定期券を購入し、１か月当たりの購入金額が往復定期券については１万円、
片道定期券については５千円を超える高校生。

②助成額
・往復定期券：購入定期券の１か月当たりの金額が中学生は５千円、高校生は１万円を超える部分。
・片道定期券：購入定期券の１か月当たりの金額が中学生は２千５百円、高校生は５千円を超える
部分。

2.地域おこし
事業(販売流通
対策課)

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

1.地方バス路
線維持費補助
事業

6,484 6,144 5,917

159,991 160,040 126,179

449,046人 412,933人 36,113人

区　　分

4.路線バス利
用学生定期券
購入助成事業

区　分 ①R5実績 ②R4実績 ①-②増減
延利用者 9,920人 7,212人 2,708人

回線等経費 50 104 44
2,247 1,850

稼働日数 205日 206日 △1日

合　　計 23,667 27,528 20,927

運行経費 21,702 25,177 19,033
オペレーター経費 1,915

2.路線バス次
世代決済シス
テム整備費補
助事業

１，４４７

3.予約型乗合
タクシー運行
事業

○路線バス等を補完する交通手段として、予約型乗合タクシーを運行。

①R5実績 ②R4実績 ①-②増減

R5見込 R5実績 R4実績

地　区 運行日
常陸太田地区 火・木曜日
金砂郷地区 水・金曜日

地　区 運行日

常陸太田市内
（里美地区を除く）

火～金曜日
水府地区 水・金曜日

R5見込 R5実績 R4実績

R5見込 R5実績 R4実績

計 3 986

種別 人数(人) 補助額 補助内容
移 住 ・ 定 住 促 進 1 230 ネット通信料、拠点運営用品（楽器、扇風機など）

梨 栽 培 2 756 ネット通信料、刈払機、衣類、書籍など

○路線バスの利便性向上等を図るため、路線バス事業者のバス料金ICカード決済システム整備に対して補助。

1.地域おこし
事業（少子
化・人口減少
対策課）
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（款）　2．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 14 交通対策費 ③助成金額

④助成者数

○中学生の路線バス利用を促進し、公共交通の維持・活性化を図るため、市内の路線バスを無料で利用
できる中学生フリー定期券を交付。
①交付対象者
・市内に住所を有する市内中学校及び常陸太田特別支援学校中学部に通学する生徒。

②交付者数

1,596 1,537 1,537 59

①助成対象者

②助成対象路線
・高速バスを除く全ての市内路線バス

③助成金額

④登録者数等

⑤利用率

○高齢者の移動手段の確保と路線バスの利用促進等を図るため、助成対象路線を利用する高齢者に対して
路線バス運賃の半額を助成。

4人 2人 2人

24人 △8人

利用者数(延) 19,609人

高
校
生

計

内
訳

里美地区 16人

太田地区 21人 21人

1,967 1,537 1,646

利用者数(延) 2,207人 2,265人

9人

※ 登録者数は前年度と比較して増加しているが、利用者数、登録者の利用率ともに減少傾向にある。

9人

・満７５歳以上の市民で、茨城交通(株)及び旧日立電鉄交通サービス(株)の記名式ＩＣカードを購入
した者

区分 R5実績

3人
金砂郷地区

R5見込 R5実績 R4実績

交付者数 805人

全登録者数 813人 794人 19人
区　分 ①R5実績 ②R4実績 ①-②増減

水府地区 4人 1人

50人

△58人

22.9% 24.0%

水府地区 1人

①R5実績 ②R4実績

中
学
生

計

内
訳

里美地区

太田地区 3人

内 中学生 660

1人 △1人

488

1人

①-②増減

決算額
B

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）

4.路線バス利
用学生定期券
購入助成事業

41

R5見込 R5実績 R4実績
2,610 5034,686

区　分

訳 高校生 4,026 2,122 462

3人

25人 25人

科目コード

目 の 名 称 事 業 名

5.高齢者バス
利用促進事業

 予算額A

R5実績 R4実績
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（款）　2．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 14 交通対策費 179,327 179,270 138,062 41,208 57

①AI運行システム
予約型乗合タクシーAI運行システム導入業務
・令和５年１０月からAI運行システムを本格導入

②自動運転導入調査業務
自動運転EVバス運行及びMaaS×eコマース・貨客混載導入調査業務
・宅配事業者と路線バスとの貨客混載実証実験

・自動運転EVバスと路線バスとの貨客混載実証実験

・自動運転EVバス運行

③自動運転EVバス車両購入
④自動運転EVバス車両用車庫新築工事

2 1 15 諸費 87,819 81,114 43,564 37,550 6,705 ○風力発電設備が設計寿命を迎えたことにより解体工事を実施した。

里美風力発電展示室解体工事
木造平屋　床面積88.47㎡　1棟

里美風力発電設備解体工事
風車本体解体　　　　　一式
受変電設備解体　　　　一式
埋設ケーブル解体　　　一式
風車本体基礎解体　　　一式

プラトーさとみ高圧引込み改修工事
　高圧引込み線等改修　　　一式

○里美風力発電設備解体基金を繰入れた。
基金の額

9,716 9,501 2,379 1,136 5,986 215 ○結婚相談センター「ＹＯＵ愛ネット」の運営 ３，３０８
・利 用 日：火、水、木、金、土、第４日曜日（水、金曜日については相談予約の受付のみ）
・利用時間：午前１１時～午後５時
・登録者数：３５３名（男性２６３名　女性９０名）　※令和６年３月３１日現在
・成 婚 数：１５組（延べ１８５組）

○ＡＩマッチングシステムの運営 　　２８１

・AIマッチング利用登録者　３７名（男性３０名　女性７名）　※令和６年３月３１日現在

１,１１１

20,141 0 20,141
R3

時代のニーズに合わせた効率的なAIマッチングシステムを導入し、会員個人のタブレットやスマホか
らでも相手検索やお見合いの申し込みが容易にできるようにしている。

4,105 解体工事設計業務委託に一部充当8,010 3,905
計 47,469 3,905 43,564

利用者数 714人（16.4人/日）

３７,７３０

年度 基金積立額 取崩し額 計 備考

７９,０３９

５９,０００

７７,６１６

〇多様な移動ニーズに応じた効率的な運行や環境に配慮した交通システムの構築、東部地区への導入による
次世代技術と融合した魅力あるまちづくりを実現するため、AI運行システムや自動運転車両等の次世代技術
の導入を実施

6.公共交通次
世代技術導入
事業

３,５０１

実証実験期間

1.風力発電事
業(政策的経
費）

市役所～東部地区商業施設～市役所
運行 往復4便

配送実績 69個

19,318 0 19,318
R4

東部地区商業施設～市役所～水府支所
路線バス運行 14:49市役所発　東染明神行

路線バス運行

R2

期間 令和6年2月16日(金)～3月31日(日)

14:21道の駅ひたちおおた発　東染明神行
配送実績 101個

ルート

実証実験期間

２,３８７

令和6年1月22日(月)～26日(金)(5日間)
ルート 道の駅ひたちおおた～水府支所～各戸

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A

2.結婚推進事
業（少子化対
策事業）

決算額
B

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）

令和6年2月5日(月)～9日(金)(5日間)
ルート
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（款）　2．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 15 諸費 ○結婚推進事業 ５，２５７
・結婚推進事業業務委託　　　　 ５，１４７

　・結婚推進ネットワーク事業 　　１１０

46,163 41,891 5,445 6,260 30,186 4,272 ○住宅取得促進助成 １３，５００

  　・子育て世帯等と同居のための増改築　　　 ２００
増改築費用１００万円以上：１件、１００万円未満：０件

〇定住促進住宅等借上事業（ファミーユくじらヶ丘）

・入居世帯数：１７世帯
・住宅借上料：２１，７２０（１０万円/月×１２月×１７世帯、１１万円/月×１２月）
・住宅賃料　　９，６６３（入居者からの賃料（歳入））

〇白幡台団地定住促進事業 １，０４５

・実績件数　１件

 うち男性実施内容 実施日  うち女性参加者(人)

カップル成立数(組) うち女性

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

 うち男性参加者(人)実施日実施内容

4 4
基本額

新 築 住 宅 （ 築 1 年 以 内 ） 30万円 28 11,100 7
0 0

築 後 10 年 以 上 の 住 宅

民間活力を活用して整備した賃貸住宅を借上げ、子育て世帯に魅力ある住宅を提供し、定住の促進を
図った。

白幡台団地の分譲地に住宅を建築し定住した者に１００万円及び里美温泉保養センターぬく森の湯の無
料入浴券を贈呈。

1136 13,500

新婚世帯等入居率50％以上　固定資産税、都市計画税の50％相当額
新婚世帯等入居率50％未満　固定資産税、都市計画税の30％相当額

13
助成件数(件) 助成額助成内容

24
　※同居もしくは近居、他市からの転入時に１０万円を加算

○民間賃貸住宅建築促進助成
　　市内に建築された民間賃貸住宅の新婚世帯等入居率に応じた割合で助成金を交付した。

計

 うち女性

　　　１２月１５日(金)「選ばれる人になるコミュニケーション力」１９名参加

 うち男性参加者(人)実施日

20万円 8 2,400

実施内容
宿泊型婚活

計 67

3.定住促進助
成事業 ・結婚５年以内の夫婦または中学生以下の子どもがいる世帯等が、市内で住宅を取得した場合に助成

金を交付した。

区分
同居・近居
加算(件)

2,42715計

明るい未来の見つけ方 3月2日(土) 9 6 3

セミナー

縁結びバスツアーinTOKYO
10月28日(土)
～29日(日)

581018

20
築後1年以上10年未満の住宅 25万円 0 0

助成額

　　　参画団体　３１団体（官公庁、一般企業、経済・福祉・医療関係団体等）
　　参画団体向けセミナー＆情報交換会の開催

2,214
2 213

39 28
ボウリング＆スイーツコン 1月27日(土) 16 9 7
アクアリウム・ナイトパーティー 12月2日(土) 33 18 15
グランピングBBQ交流会 9月16日(土) 18 12 6

交流型婚活（マッチングなし）

住宅の築年数
転入加算

(件)
助成額

2.結婚推進事
業（少子化対
策事業）

助成件数
(件)

15



（款）　2．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 15 諸費 36,009 35,969 1,969 34,000 40   ○空き家バンク　　　

○ＵＩＪターン促進事業委託料　　
・移住・定住デジタルパンフレット制作 ２，８９５

・委託業者：株式会社ランズ
・ページ数：全２８ページ

・オンライン移住イベント ２９７

・委託業者：一般社団法人「いまぼくらと」　
・実 施 日：１月２０日（土）
・参加人数：７名

・移住情報専門サイトへの記事の掲載 １,２１０
・サイト名：『ＴＵＲＮＳ』（第一プログレス社）
・アクセス件数：１，４９９件（９月～３月）

・お試し居住事業 ４，９８３

実施状況

○空き家改修等助成
・空き家リフォーム工事助成 １６，２９１
空き家の利活用により定住を促進するため、空き家のリフォームに要する費用の一部を助成した。
・助成金額：対象経費の総額に２分の１を乗じた額（上限１００万円）

※地域材使用の場合、木材費を加算（上限１０万円）
・実績件数　：１７件　

・空き家家財道具等処分費用助成 ２，２０３

・助成金額　：上限２０万円
・実績件数　：１４件

・空き家・空き地見守り等助成 ９１
空き家・空き地の適正な維持のため、その維持管理及び見守りに要する費用の一部を助成した。
・助成金額：維持管理　上限５万円（対象経費の１／２、年度内２回まで）

見守り　　上限２千円（年度内２回まで）
・実績件数：維持管理  ５件、見守り ０件　

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

Ｍａｃｈｉｙａ 町屋町 6 86
勉知庵 久米町 7 112

27 17

平成30年度 24

33 27 令和 3年度 11

5
成約件数(件)申請件数(件)【空き地】成約件数(件)申請件数(件)【空き家】

令和 4年度

16
令和元年度 29

令和 4年度 6 5
令和 5年度 27 25 令和 5年度 6

移住・定住を検討する者を募集し、本市の移住者を講師としてライフスタイルをオンラインで
紹介した。

地域の暮らしを体験できる住居の貸出と、現地でのフォローアップ、体験プログラム等を提供
した。

利用日数
(日)

利用件数
(件)

所在地名称

平成28年度 8 5
平成29年度 38 11

ＪＩＮＢＡ 85
計 24 283

空き家の利活用により定住を促進するため、空き家の家財道具等を処分に要する費用の一部を助
成した。

計 214 142 39 19
平成27年度 10 3

小菅町 11

20

　実施状況

7
令和 2年度 18 18 令和 2年度 16 2
令和 3年度

空き家の利活用と人口の転入促進・転出抑制を目的に、居住可能な空き家の情報収集、調査、登録を
行った。

市が持つ様々な魅力や取組を移住検討者等に対してアピールし、市への移住・定住促進を図る
ためのガイドブックを作成、公開した。

4.ひたちおお
た暮らし促進
事業
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（款）　２．総務費

　（項）　１．総務管理費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 1 15 諸費 ○移住支援金、奨励金の交付
・わくわく茨城生活実現事業移住支援金 ２，６００
東京圏から本市への移住を促進するため、県と共同して移住支援金を交付した。
・交付金額　：　世帯１００万円、単身６０万円（１８歳未満の子１人につき１００万円を加算）
・交付実績　：　世帯移住　１件、単身移住　１件

・テレワーク移住奨励金 ３００

・交付金額　：　子育て世帯　３０万円、子育て世帯以外　２０万円
・交付実績　：　子育て世帯　１件

29,672 29,241 13,046 8,407 7,788 431 ○新婚家庭家賃助成　　　　２９，１４３

・助成金額　　１世帯当たり月額１万５千円
・助成期間　　最初の申請日の翌月から４８か月間

実績件数
令和５年度新規申請 　５９件
過年度からの継続 １２６件

計 １８５件　

15,550 15,550 15,550 ○民間集合賃貸住宅建築助成
市内に建築された民間集合賃貸住宅に建築費の助成を実施。
・助成内容　
①集合賃貸住宅建設費　 …　対象経費１０％（上限６，０００／棟（７５０／戸））
②建設予定地内空家の解体費 …対象経費３０％（上限 戸建解体 ３００／棟 集合住宅 ８００／棟）
③住環境向上等を目的とした提案の費用 …　対象経費３０％ (上限 ２００／件）
④ＺＥＨ－Ｍの仕様としてかかる費用 …１，０００／棟

・実施数
①集合賃貸住宅建設費　 ２件（集合 ２棟 １６戸　 １２，０００）
②住環境向上等を目的とした提案の費用 ８件(事業提案  ８件　１，５５０）　
③ＺＥＨ－Ｍの仕様としてかかる費用 ２件（集合 ２棟 ２，０００）

2 2 1 税務総務費 4,934 4,934 4,934

2 2 2 賦課徴収費 205 204 204 1

・キャッシュレス決済状況
※実績値は４／１～３／３１

227 59 59 168

 

1.窓口の
キャッシュレ
ス化事業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名

○困難な滞納案件について、徴収事務を移管した。
　・移管件数及び金額　　　　　　　　　　　１７件　１３，８０１
　（前年度からの継続移管分を含めた累計　　３１件　３２，４３５）
　・茨城租税債権管理機構徴収金　　　　　　１９件　　６，４２０

〇証明書発行の手数料支払いにおいて、キャッシュレス決済サービス（クレジットカード・電子マネーＱＲ
コード決済）を導入したことによる利用者の利便性向上、自動精算としたことによる職員の会計事務の効率
化を図った。
・運用開始日　　令和４年９月１日

テレワークを行うために本市に移住した者に対し移住奨励金を交付した。

合 計 1,355 1,457 1,143
Web口座振替受付件数の割合（％） 17% 0% 0%

決算額
B

左の財源内訳 不用額
A-B

Web 口 座 振 替 受 付 件 数 231
金融機関窓口受付件数 1,124 1,457 1,143

・Ｗｅｂ口座振替受付サービスの利用状況
区 分 R5実績 R4実績 R3実績

内　　容　（成　　果　　等）

〇金融機関窓口での市税等の口座振替申込方法に加え、Ｗｅｂ（スマホやＰＣ）を利用し、インターネット
経由で口座振替申込みを行うことができるＷｅｂ口座振替受付サービスを導入し、市民の利便性向上を図っ
た。
・運用開始日　　令和５年４月１日

現 金 決 済 件 数 4,241 5,570 6,030
合 計 4,667 5,749 6,030

区 分 R5実績 R4実績 R3実績
キャッシュレス決済件数 426 179

キャッシュレス決済の割合（％） 9% 3% 0%

市内の民間賃貸住宅に居住し、住所を有する新婚家庭（結婚３年以内の夫婦）に対し、家賃の一部を
助成した。

2.Web口座振替
受付サービス
事業

6.まちなか定
住促進事業

 予算額A

5.新婚家庭家
賃助成事業
（少子化対策
事業）

1.茨城租税債
権管理機構負
担金

4.ひたちおお
た暮らし促進
事業
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（款）　２．総務費

　（項）　３．戸籍住民基本台帳費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

2 3 1 5,251 5,250 5,250 1

・コンビニ交付利用状況

・証明書窓口申請受付サービスの利用状況（本庁及び支所分を含む）

1,448 1,421 1,421 27

・キャッシュレス決済状況

13,563 13,417 8,402 5,015 146
・マイナンバーカード申請・交付状況

・拠点別交付状況

3 1 1 2,188 2,188 2,188

149,270 149,267 149,267 3

348,182 336,505 336,435 70 11,677

戸籍住民基
本台帳費

1.コンビニ交
付事業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時給付金の「低所得者世帯支援枠」が拡大されたことに伴い、住民
税非課税世帯に対し、１世帯当たり７万円を支給した。
・支給件数　４，７５２世帯
・支給総額　３３２，６４０

128 38 437 131

2.キャッシュ
レス推進事業

〇証明書発行の手数料支払いにおいて、キャッシュレス決済サービス（クレジットカード・電子マネーＱＲ
コード決済）を導入し、市民の利便性の向上と現金収受による接触機会の低減を図った。

5 2 26 8
合 計 434 130 1,036 311

37 11

14

国の物価・賃金・生活総合対策として、電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計
への影響が大きい住民税非課税世帯等に対し、１世帯当たり３万円を支給した。
・支給件数　４，８１４世帯
・支給総額　１４４，４２０

里美支所水府支所金砂郷支所市民課

4,98539,723合 計 49,2412,2832,250

合計

164
里 美 支 所 8 2

本 庁 367 110 799 240

里 美 支 所 361件 792件 -431件
合 計 6,367件 12,858件 -6,491件

〇ボランティア育成事業委託
　・ボランティア登録数　　　　　　　　１２８団体（４，３６３人）個人ボランティア７９人
　・ボランティア研修会　　　　　　　　　３８人（実数）
　・教職員セミナー　　　　　　　　　　　１６人（実数）
　・福祉チャレンジスクール　　　　　　　５３人（実数）
　・災害ボランティア研修会　　　　　　　７４人（実数）
　・おうちでボランティア　　　　　　　２６１人（実数）
　・おもちゃ図書館事業　　　　　　　　開館数１１回／参加者延べ２３８人／ボランティア延べ５２人
  ・おもちゃ図書館事業（じょうづるハウス）開館数１０回／参加者延べ１５８人／ボランティア延べ３７人　

金砂郷支所 1,349件 2,362件 -1,013件
水 府 支 所 507件 1,128件 -621件

区分 令和５年度① 令和４年度② 差引(①-②)
本 庁 4,150件 8,576件 -4,426件

3.マイナン
バーカード交
付支援事業

〇マイナンバーカードの普及促進により、交付率が向上した。

区   分 令和５年度① 令和４年度② 差引(①-②)

申請件数に占める交付割合 c/b 90.9% 79.4% 11.5%
人口に占める交付割合     c/a 77.7% 63.2% 14.5%

人口に占める申請割合     b/a 85.5% 79.5% 6.0%
交付件数    　　　　       c 37,463 件 31,096 件 6,367 件

住基人口(1月1日現在)       a 48,222 人 49,236 人 -1,014 人
申請受付件数　　　　       b 41,209 件 39,155 件 2,054 件

545

2,244
6

0.3%

2,164
119

4 1 26 8
金砂郷支所 40 12 146 44 4 56 17
水 府 支 所 19 6 54 16

953

6 1
課 税 証 明 134 40 78 23 56 17
所 得 証 明 108 32 102 31

151 45

2,028 608

区分
令和５年度 令和４年度

住 民 票 印 鑑 証 明 住 民 票 印 鑑 証 明
件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

947 284
印 鑑 証 明 2,504 751 1,485 445 1,019 306
住 民 票 2,459 738 1,512 454

○マイナンバーカードの普及及び利用促進を図るため、各種証明書のコンビニ交付、証明書窓口申請受付
サービスを行った。マイナンバーカードの普及とともに利用状況が向上した。

区分
令和５年度① 令和４年度② 差引(①-②)

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

金 額 件 数

合 計 5,205 1,561 3,177

9.5%

44,542
4,699

区分
キャッシュレス決済件数
現 金 決 済 件 数

キャッシュレス決済の割合（％） 10.8%

35,430
4,293

5.6%

4,704
281

5.2%

1.ボランティ
ア育成事業委
託料

社会福祉総
務費

2.電力・ガ
ス・食料品等
価格高騰重点
支援給付金
3.物価高騰対
応重点支援臨
時給付事業
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（款）　３．民生費

　（項）　１．社会福祉費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

3 1 1 7,609 7,036 5,153 1,883 573

・相談実人数　１１１人、　相談回数　延べ９４７回
・就労支援達成件数　１８件
・家計改善支援事業に繋いだ件数　１件
・生活保護に繋いだ件数　６件
※制度の広報・周知等について

3,501 3,491 2,964 527 10

・登録者数　２５人　※うち受験生１２名は全員高校に進学した。
・参加者数　延べ１，１８０人
・事業実施会場及び日時
南部会場（生涯学習センター）毎週水曜日　午後７時３０分～午後９時３０分まで

毎週土曜日　午後６時～午後８時まで
北部会場（里美文化センター）　毎週火曜日　午後７時～午後９時まで

毎週土曜日　午後３時～午後５時まで
3 1 2 老人福祉費 171,545 168,219 366 19,059 148,794 3,326

広報誌、市ホームページ等への制度の概要掲載。公共施設等へのチラシの配布。民生委員協議会での制度説明等。

○生活保護受給世帯や準要保護世帯の子ども（中学生）に対し、学習支援のみならず、悩みや進学に関す
る助言等を行い、学習習慣、生活習慣の確立や学習意欲の向上を図ることを目的とした支援のほか、保護
者に対する子育てや家庭学習に関する相談等の支援も含め、事業を実施した。
 業務委託により、直営でのデメリットであった、支援員の確保や教科の偏りが解消され、安定した事業
運営ができた。また、希望者には送迎支援を実施し、交通の便や親の送迎の都合に関係なく、学習意欲の
ある児童の参加が可能となった。

1.老人福祉事
業 事　業　種　別

敬老祝金支給事業 583人 7,220

軽度生活援助事業

ふれあい給食サービス

高齢者ニーズフォローアップ事業

高齢者ふれあい活動事業 77クラブ

15,143人

151人

179人

シルバー人材センター補助

26件

1,825

2,710

11,892

24,814

3,016

17,843

3,763

60,528

34

88歳440人　99歳54人　100歳以上89人

成果説明等実績値 実績額

○生活保護に至る前の段階の自立支援策の強化を図るため、相談支援員（２名）を雇用し、生活困窮者
に対し、自立のための相談等を行った。また、生活保護が必要な世帯には速やかに生活保護に繋いだ。

5.子どもの学
習・生活支援
事業

高齢者日常生活用具給付

1,996

1,192

770

480
老人福祉車 21件、電磁調理器 2台、ガ
スコンロ 1台、火災警報器 1台、電話機
1台

4.生活困窮者
自立支援事業

市老人クラブ連合会補助

緊急通報体制等整備事業

在宅介護支援センター運営事業

外出支援サービス事業

在宅重度要介護高齢者介護慰労金

生活管理指導短期宿泊事業

老人ホーム入所者措置

宅配・買物代行サービス事業

高齢者住宅リフォーム助成

はり、きゅう、マッサージ施術費助成

9人

293件

32人

39人

50人

618人

6,579件

76世帯

1団体

1団体

299人

装置設置世帯総数983世帯

介護老人保健施設　1施設
特別養護老人ホーム　3施設

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

5,951

1,377

12,880

地域ふれあい活動に取り組んだ老人クラブ

延利用時間　3,298時間

養護老人ホーム　3施設　29人
盲老人ホーム　1施設　3人

延利用回数　343回

介護保険の住宅改修が優先

延利用人数　2,386人

民生委員による高齢者訪問等

延利用人数　14,968人

利用回数　1,377回

会員数281人

会員数2,811人

要介護3・4・5

養護老人ホーム　1施設　7人
盲老人ホーム　1施設　2人

社会福祉総
務費
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（款）　３．民生費

　（項）　１．社会福祉費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

3 1 2 老人福祉費 11,357 11,357 1,028 2,315 8,014

196 172 172 24

1,635 1,556 1,556 79 〇令和６年度から令和８年度を計画期間とした「第９期常陸太田市高齢者福祉計画」を策定
・策定委員会の開催に係る外部委員報償費（３回）　　６９
・第９期高齢者福祉計画策定業務委託料　　　　１，３２０

5,665 5,665 5,665 〇高齢者等ごみ出し支援に係る報償費（１班あたり５千円）
・町会に属する班の数　１，１３３班　　　　　５，６６５

3 1 4 454,444 35,667

2.老人福祉補
助事業(団体事
業費補助)

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

1,570,597 1,080,4861,534,930

特 別 障 害 者 等 福 祉 手 当 49人 13,421

15,000円/人

障害福祉サービス自己負担助成金 1,515件 8,091 自己負担額の50％を助成

重度心身障害者通院通所交通費助成 59人 1,084 1件660円→450円（運賃改定） 1,926件

事　業　種　別 実績値 実績額 成果説明等

延利用人数　86人

0
身体障害者自動車運転免許取得
費・自動車改造補助　交付者　0人

扶 養 共 済 年 金 297件 6,910 受給者数24人

自 立 支 援 給 付 費 1,455,028

延551人

難 病 患 者 福 祉 手 当 252人 3,780

補 装 具 支 給 費 延71人 7,256
車いす、補聴器、義足等の交付・
修理、軽度中度難聴時補聴器購入

障 害 児 通 所 給 付 費 延2,372人 194,438
放課後等デイサービス、児童発達
支援等

障 害 児 計 画 相 談 給 付 費 9,301 障害児福祉サービス利用計画作成

自 立 支 援 医 療 費 延145人 17,428
更生医療47件、育成医療0件、療養
介護医療98件

社 会 参 加 促 進 費 0

内
　
　
訳

介 護 給 付 費 延10,114人 1,204,886
居宅介護、生活介護、就労移行支
援等

老人クラブ活動補助

事　業　種　別

計 画 相 談 支 援 給 付 費 延1,392人 21,718

障害福祉費 1.障害福祉事
業

3.訪問理美容
助成事業

3.高齢者福祉
計画策定事業

4.高齢者等ご
み出し支援事
業

地区敬老会補助

実績値

補助人数
10,490人

79クラブ

実績額

7,343

4,014

成果説明等

敬老会実施団体数64

各地区クラブ数　常陸太田37　金砂郷20
　　　　　　　　水府　　17　里美　 5

訪問理美容助成事業 62人 172人

障害福祉サービス利用計画作成

特別障害者　35人
障害児      13人
経過的　     1人

在 宅 心 身 障 害 児 福 祉 手 当 33人 1,201 年2回支給

事　業　種　別 対象数 支出額 備　　　考
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（款）　３．民生費

　（項）　１．社会福祉費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

3 1 4   【自立支援給付費の増加の要因】　

○令和３年度介護給付費　　支出額　１，０８６，６５４　
→令和４年度介護給付費　　支出額　１，１１０，７４４　
→令和５年度介護給付費　　支出額　１，２０４，８８６　

○令和３年度障害児通所給付費　支出額　１４５，７９５　
→令和４年度障害児通所給付費　支出額　１６７，０２８　
→令和５年度障害児通所給付費　支出額　１９４，４３８　

3 1 5 764,259 762,598 13,298 749,300 1,661

障害福祉サービス等の扶助費は年々増加している。障害者については、グループホーム入居者や就労
系通所サービス、短期入所の利用者が増加傾向である。障害児通所給付費については、未就学児を対
象とする「児童発達支援」と就学児が利用する「放課後等デイサービス」の利用者が増加した。

老人医療給
付費

1.後期高齢者
医療対策事業

決算額
B

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A

事　業　種　別 対象数

一式 290 障害福祉用HP作成委託

地域活動支援センター機能強化事
業

298件 2,435 登録者4人

2件

97人

日 常 生 活 用 具 等 給 付 費

11,791

①　目　　標

障 害 程 度 区 分 判 定 審 査 会 事 業 133件 1,453 年12回実施

巡 回 支 援 専 門 員 整 備

448 後見人報酬助成

意 思 疎 通 支 援 事 業 費 7件 79 手話通訳5件 要約筆記2件

手 話 奉 仕 員 養 成 研 修 事 業 34回 408 入門講座13人 基礎講座10人

延利用6,226時間

日 中 一 時 支 援 費 等

支出額 備　　　考

地 域 生 活 支 援 費 54,411

内
　
　
訳

理 解 促 進 ・ 啓 発 事 業

720

訪 問 入 浴 サ ー ビ ス 2人 238 延21回

101人 26,426 延利用22,099時間

健 診 受 診 率 （％） 25.6 21.9 △ 3.7
集団健診受診者数（人） 1,425 1,301 △ 124

〇被保険者を対象とし、後期高齢者健康診査において基本健診と併せて、市独自の追加検査項目として尿
酸値及びクレアチニン検査を行い、生活習慣病の早期発見及び重症化予防に努めた。

区　　分 ②　実　　績 差（②－①）

※受診日時点で後期高齢者医療制度被保険者である者

医療機関健診受診者数（人） 475 339 △ 136
計 1,900 1,640 △ 260

常陸太田市障害者自立支援協議会 3回 80 全体会

1287件 11,576 ストーマ装具、紙おむつ等

成 年 後 見 制 度 利 用 支 援 事 業

発達障害児相談等

移 動 支 援 費 71人

【地域生活支援事業費の実績】
　地域生活支援費実績については、各事業とも前年度と比較して概ね横ばい傾向。ただし、「日中一
時支援事業」の利用者数及び利用時間数は減少した。日中一時支援は、保護者の冠婚葬祭や休息目的
のため利用する福祉サービス。そのほか、放課後等デイサービス等の利用後に保護者が帰宅するまで
の間当事業を利用するなど、それぞれの家庭の事情に合わせ利用している。
○令和３年度日中一時支援事業費　支出額　３０，８６０
→令和４年度日中一時支援事業費　支出額　２７，７６０
→令和５年度日中一時支援事業費　支出額　２６，４２６

障害福祉費 1.障害福祉事
業
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（款）　３．民生費

　（項）　１．社会福祉費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

3 1 5

3 1 6 医療福祉費 284,857 279,081 122,901 31,382 124,798 5,776

47,288 44,896 44,896 2,392

3 1 7 193,396 18,676 18,676 174,720

不要額１７４，７２０千円は、令和６年度へ事業繰越。

3 1 8 104,167 104,164 19,500 84,664 3 ○温泉浴場施設入場者数

○指定管理者　　株式会社　暁恒産

6,212 5,912 5,912 300

3 2 1 10,048 9,160 9,160 888

2.医療福祉事
業（市単独
分）

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

計 40,914 43,330 2,416

〇高齢者施設の改修事業を支援することにより、在宅生活が困難となった高齢者に対し、住み慣れた地域の
施設で生活できる環境を整備した。

区　　分 施設数 支出額 内容
施 設 改 修 1 15,610 内装工事、電気工事等

2.高齢者生産
活動センター
運営費(里美)

○高齢者の経験や技術、知識を生かした生産活動を通して、社会的文化活動への参加を促進し、高齢者の就
業機会の場を提供。
　指定管理者：常陸太田市シルバー人材センター（指定管理料５，８９９）
　・利用日数２８５日　・利用延人数４，２１３人

児童福祉総
務費

1.児童福祉総
務費 事業種別 対象数 支出額 備考

ひとり親家庭等
小学校入学祝金

8人 40 児童1人当たり5,000円

34,415 317 786 1,103

社会福祉施
設費

1.総合福祉会
館管理事業 大　人（人） 合計（人） 小　人（人） 合計（人）

昼　間 夜　間 昼　間 夜　間
21,295 13,120

開 設 準 備 経 費 3,066

小　　　児　　　特　　　例 39,810 42,339 2,529
養　　　育　　　医　　　療 60 35 △ 25

区　　分 ①支給額（目標）②支給額（実績） 差（②－①）
妊　　産　　婦　　特　　例 1,044 956 △ 88

7,560 6,996

養　　　育　　　医　　　療 10 16 6
計 25,390 23,662 △ 1,728

妊　　産　　婦　　特　　例 1,740 1,253 △ 487
小　　　児　　　特　　　例 23,640 22,393 △ 1,247

〇給付状況（市単独分）
　医療保険で病院等にかかった場合の一部負担金を公費で助成し、医療費の負担を軽減する制度。県制度
に該当とならない妊産婦及び小児を市独自に助成。

区　　分 ①延人数（目標）②延人数（実績） 差（②－①）

重　度　心　身　障　害　者 155,701 145,159 △ 10,542
計 264,733 270,030 5,297

ひ　　　と　　　り　　　親 23,553 25,302 1,749

区　　分 ①支給額（目標）②支給額（実績） 差（②－①）
妊　　　　　産　　　　　婦 11,499 10,116 △ 1,383

重　度　心　身　障　害　者 13,680 12,161 △ 1,519
計 82,920 76,218 △ 6,702

414

差（②－①）

計 645 535 △ 110

〇給付状況（県制度分）
　医療保険で病院等にかかった場合の一部負担金を公費で助成し、医療費の負担を軽減する制度。

145

介護施設整
備事業

△ 86
脳ドック受診者数（人） 121 △ 24

区　　分 ①　目　　標 ②　実　　績 差（②－①）

55,858

1 エアコン設置（14箇所）

人間ドック受診者数（人） 500

小　　　　　　　　　　　児 60,000 △ 4,142
妊　　　　　産　　　　　婦 1,680 1,203 △ 477

△ 564

区　　分 ①延人数（目標）②延人数（実績）

小　　　　　　　　　　　児 73,980 89,453 15,473

ひ　　　と　　　り　　　親

1.地域医療介
護総合確保基
金事業

1.医療福祉事
業

〇人間ドック等受診者へ補助を行うことにより、疾病の早期発見及び重症化予防に努めた。老人医療給
付費

1.後期高齢者
医療対策事業
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（款）　３．民生費

　（項）　２．児童福祉費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

3 2 1 4,343 4,043 1,993 2,050 300 ○出生祝品贈呈事業（令和４年度出生児までを対象）

予算計上時　：５６件
実績贈呈件数：１９件

○おむつ購入費助成事業
おむつ購入費の一部を助成し、乳児を養育する保護者の経済的負担の軽減を図った。
予算計上時　：２３０件
実績助成件数：１９２件
助成金額：３，８１６

2,111 2,108 2,108 3 〇第３期子ども・子育て支援事業計画策定に伴うニーズ調査を実施。

調査の対象者：就学前保護者及び小学生児童の保護者
調査期間：令和５年１２月１日から１２月２２日
回答状況

16,905 16,886 6,619 10,267 19 ○子育て支援施設「じょうづるはうす」の運営を指定管理者に委託し、子育て支援を図った。

14,453 13,810 2,290 11,520 643 ○家庭児童相談室にて相談指導業務を行った。

○児童発達相談事業を実施し、児童の発達支援を図った。

○その他業務

○じょうづるアプリ
子育て情報発信、成長記録、予防接種のスケジュール管理等の機能がついたアプリ

※令和６年３月末

○助産師なんでも相談　　　相談件数：延４３件　　

○ファミリーサポートセンター

2.児童福祉補
助金（すくす
く子育て支援
事業）

就学前保護者 694 424（209） 61.10%
小学生保護者 512 338（226） 66.00%

新生児として本市に住民登録した保護者を対象として児童一人当たり１０千円相当の祝品を贈呈し
た。（祝品：抱っこひも、食器セット、マザーバッグ等　）

3.子ども・子
育て支援事業
計画策定事業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

55人 130人 673件 2,104

妊娠中から生後２歳未満の間で、助産師による沐浴指導や乳房マッサージ等の専門的なケアが受けら
れる。

提供会員 依頼会員 活動件数 支出額

親の登録数 子どもの登録数
757人 825人

発 達 支 援 相 談 8人 3回 実8件
子 育 て 相 談 139人 86回 延176件
乳 児 家 庭 全 戸 訪 問 事 業 151人 随時 延173件
母 子 手 帳 交 付 数 随時 129件

事　　業　　名 対象者数(人) 回数（回） 件数

臨 床 心 理 士 に よ る 専 門 相 談 延97件
計 延484件

電 話 相 談 延295件
来 所 に よ る 面 接 ・ 相 談 延52件
訪 問 延40件

計 延778件

相 談 種 類 件    数

関 係 機 関 か ら の 相 談 ・ 情 報 共 有 延520件
来 所 に よ る 面 接 ・ 相 談 延74件
訪 問 延85件

・指定管理料：１２，７００千円、指定管理者は特定非営利活動法人　結

5.子育てサ
ポート事業 相 談 種 類 件　　数

電 話 相 談 延99件

R5.4.1～R6.3.31 306日 21,562人 17,756人 39,318人

4.子育て支援
施設（じょう
づるはうす）
運営事業

利用者数　Ｒ４年度:３７，７３６人に対し、１，５８２人の増(前年度から４％増加)。
開設日数 児童 保護者等 計

対象 配布数 回答数（うちWeb回答） 有効回答率

児童福祉総
務費
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（款）　３．民生費

　（項）　２．児童福祉費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

3 2 2 保育所費 1.保育所費 92,907 88,896 4,003 7,173 77,720 4,011 ○保育所利用状況

11,415 10,516 3,746 6,770 899 ○地域子育て支援センター利用状況

14,694 14,068 7,336 531 6,201 626 ○特別保育事業利用状況

261,407 252,286 560 13,100 195 238,431 9,121 ○認定こども園利用状況

○認定こども園通園バス利用状況

3,275 3,265 3,265 10 ○保育所整備状況

○常陸太田市公立保育所整備検討委員会
老朽化した２施設（木崎保育園、宮ノ脇保育園）の在り方や建て替え等について検討
・第１回　１０/２７、第２回　１２/２２、第３回　２/２２
・委員報酬　７２，０００円（３，０００円×８名×３回）

5.保育所整備
事業

3.特別保育事
業

目 の 名 称 事 業 名
決算額
B

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）

科目コード

内　容 支出額

さとみこども園 8

287

114
すいふこども園 65 40 2 0

利用人数（人） 実施保育園，こども園
一時預かり保育 84 木崎、うぐいす、すいふ、さとみ

障害児保育 73 木崎、宮ノ脇、のぞみ、うぐいす、すいふ、さとみ

世代間交流 1,373

0

103 11 0

さとみこども園 80 25 2 27
42

3月末入園者数(人)

のぞみこども園 115 100 5 1 104
うぐいすこども園 185

途中入園者数(人) 途中退所者数(人)

園　名 乗車数(人)
うぐいすこども園 7
すいふこども園 14

園　名 定員数(人)

計 445 268 20 1

103

支援センター名 利用組数（組） 利用者数（人）
のぞみこども園支援センター 384 854

うぐいすこども園支援センター 802 1,686
すいふこども園支援センター 48 99
さとみこども園支援センター 54

計 120 92 13 2

113

57
宮 ノ 脇 60 41 5 0 46
木 崎 60 51 8 2
園　　名 定員数(人) 当初入所者数(人) 途中入所者数(人) 途中退所者数(人) 3月末入園者数(人)

4.認定こども
園事業

木崎、宮ノ脇、のぞみ、うぐいす、すいふ、さとみ

当初入園者数(人)

計 1,288

のぞみこども園LPガスバルク貯槽入替工事
のぞみこども園電話設備更新工事
うぐいすこども園遊戯室LED照明更新工事

3,193

計 29

区　分

施設整備工事・修繕

事業種別

2,752

2.地域子育て
支援センター
事業

 予算額A
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（款）　３．民生費

　（項）　２．児童福祉費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

3 2 3 児童措置費 588,355 587,091 435,014 152,077 1,264

内訳

669,616 652,426 440,059 12,047 200,320 17,190 ○保育児童措置事業

86,741 70,436 26,026 44,410 16,305 ○民間保育所補助・委託事業
多様化する市内の保育ニーズに対応するため、民間保育所で実施する事業等について補助を実施した。

はすみ保育園、太田さくら認定こども園

愛保育園、はすみ保育園、太田あすなろ保育園
らいらっく保育園、太田さくら認定こども園
外8園

愛保育園、らいらっく保育園外1園

1.児童福祉事
業

3.民間保育所
補助・委託事
業

非被用者0-3歳未満

特例給付

園　名

          10,000円（月額）

 3歳以上小学校終了前
 3歳未満　15,000円（月額）

民間保育・教育施設
利用者給食費補助

13施設 20,443

フッ化物洗口推進事業費 3施設

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

42

特別保育事業費補助 6施設 13,328

事業費別 対象数 支出額

2施設 6,102

民間保育所運営
管理費補助

7施設 10,029

地域子育て支援
センター事業委託

3施設 16,712

保育サービス支援
事業費補助

7施設 3,780

愛保育園、はすみ保育園
太田さくら認定こども園
愛保育園、はすみ保育園、太田あすなろ保育園
らいらっく保育園、太田さくら認定こども園外2園
愛保育園、はすみ保育園、らいらっく保育園
太田さくら認定こども園外2園
愛保育園、はすみ保育園
太田さくら認定こども園外4園

地域子育て支援
事業費補助

市外

民間保育園分

公立分

421,154

民間認定
こども園分

太田さくら認定こども園 1施設 189,428

施設型給付費

市内
民間保育園分

はすみ保育園
外3園

子育てのための
施設等利用給付費

認可外施設等利用給付費 2件 110

区　分 内　容 件　数 給付額

1施設 109

地域型保育
給付費

市内
家庭的保育
事業所分

ぽこ・あ・ぽこ
外1園

2施設 19,878

市外

事業種別

児 童 扶 養 手 当 延2,898件 117,085

被用者0-3歳未満

中学生被用者非被用者
非被用者3歳-小学終了前
被用者3歳-小学終了前

フロイデキンダーガルテン 1施設 1,619

 対象児童２人　月額54,560円

 対象児童１人　月額44,140円

全部支給

 特例給付　 5,000円（月額）

 中学生　　10,000円（月額）

 3子以降　 15,000円（月額）

10,237

民間認定
こども園分

瓜連認定こども園　外7園 8施設

 小学生以下　2,000円（月額）

備考

4施設

大宮みのり保育園
外7園

8施設

美和認定こども園

児 童 手 当

延1,030人 15,450
延21,643人 231,045

延42,703人 468,750

延4,813人 72,195

延1,145人 5,725

9,891

区　分 施設名 施設数 給付額

延4,488人

対象数 支出額

遺 児 手 当 延412件(26世帯) 1,256

48,495
延9,584人 95,840

 中学生　　　4,000円（月額）

事業所内保育
事業所分

2.保育児童措
置事業
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（款）　３．民生費

　（項）　２．児童福祉費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

3 2 3 児童措置費 4,130 4,129 3,096 1,033 1

30,119 29,948 19,966 9,982 171 ○民間児童クラブに対する補助実施状況

96,031 92,482 92,482 3,549 ○物価高騰の影響を受けている子育て世帯に対し、子育て応援券Ⅱ（じょうづるさんPAY）を支給。

35,785 35,022 35,022 763

3 2 4 97,865 92,308 31,726 25,028 35,554 5,557 ○放課後児童クラブ利用状況

694 693 693 1 ○児童クラブ環境整備

18,900
19,250

2.放課後児童
クラブ整備事
業

児童クラブ
費

1.放課後児童
クラブ運営事
業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B

公的年金等受給者
家計急変者

児童扶養手当受給者

支給件数

2人
2人

257人
261人

26人
149人
175人

44人
261人

定員 補助額

40人
30人
45人

40人
21人
41人

5,086
4,948
8,593

内　　容　（成　　果　　等）

305人
5人

整備内容 支出額
せや児童クラブ空調設備設置 693

計 535 455 406 431
さ と み 40 11 7 10
す い ふ 40 26 25 25
かなさごう 143 103 87 94
せ や 36 62 57 60
ほ ん だ 36 41 40 41
み ね や ま 110 93 85 87

クラブ名 定員数（人）
4月現在児童数

（人）
3月現在児童
数（人）

年平均児童数
（人）

は た そ め 60 46 42 45
お お た 70 73 63 69

児童一人当たり支給額：５０，０００円

令和4年度給付金受給者
令和5年度非課税者

ひとり親世帯以外

99%
児童一人当たり支給額：２０，０００円相当分

〇子育て応援券利用期間　　令和５年１０月１日から令和６年２月２９日

7.低所得の子
育て世帯に対
する生活応援
特別給付金事
業

○新型コロナウイルス感染症の影響を受けている低所得の子育て世帯に対し、生活支援を図った。

内訳

内訳

6.子育て世帯
生活支援特別
給付金事業
（市単独）

支給世帯数 支給対象児童数 給付金額 利用金額 未利用金額 利用率
2,546世帯 4,375人 87,500 86,581 919

ひとり親世帯
区分 支給額対象児童数

2人
378人
385人

2,200
13,050
15,250

250
100

学童クラブＫＯＭＯＲＥＢＩ 34人 26人 11,321

5.民間放課後
児童クラブ補
助事業

令和４年度から令和５年度 1,730
美容師 1人 令和５年度から令和８年度 353

○母子家庭の母や父子家庭の父が就職に有利となり、生活の安定に資する資格の取得を促進するた
め、給付金を支給することにより生活の負担の軽減を図った。

資格 対象者 修学期間 給付額
看護師 1人 令和５年度から令和７年度 846
看護師 1人 令和５年度から令和７年度 1,200
看護師 1人

給付月額：１００，０００円（非課税世帯）、７０，５００円（課税世帯）、１１０，５００円（修
学最終年度課税世帯）、１４０，０００円（修学最終年度非課税世帯）

太田さくら認定こども園学童クラブ

愛保育園学童クラブ
こどもの里学童クラブ

施設名 年平均児童数

4.ひとり親家
庭高等職業訓
練促進給付金
等事業
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（款）　３．民生費

　（項）　３．生活保護費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

3 3 2 扶助費 569,059 549,922 401,935 147,987 19,137 〇保護世帯　延べ　３，０４５世帯　　　保護人員　延べ　３，５３１名

・令和５年度中の状況　　保護開始　３２件　　保護廃止　４１件

4 1 1 4,095 4,094 4,094 1 ○休日等における医療機関の確保（市医師会へ委託）

8,041 7,272 7,272 769 〇高齢者の保健事業と介護予防事業の一体的な事業の実施
国の健康寿命延伸プランに基づき、後期高齢者を対象にきめ細かな保健事業（後期高齢者の保健事業と

　介護予防の一体的な実施事業）として疾病予防、重症化予防支援を行った。

①ハイリスクアプローチ
ア.糖尿病性腎症重症化予防
令和５年度対象者１０人（健診の結果、ＨＢＡ１ｃ６．５以上かつ尿蛋白±以上の結果が出た方）に

　対し受診勧奨、訪問指導を実施

イ.低栄養予防教室
BMIと体重減少の項目で該当した方に令和５年度低栄養予防教室を５回延３８人に実施

②ポピュレーションアプローチ等 （介護保険特別会計予算で実施）

ア．健康教育・健康相談 イ．らくらく健康塾

4 1 2 予防費 106,461 99,244 429 98,815 7,217 ○予防接種事業

健康教育

1.生活保護費
等支給事業

2.健康寿命延
伸プロジェク
ト

1.予防接種事
業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

風しん第5期（S37.4.2生～S54.4.1生の男性） 3,341
　抗体検査実施　102人
　予防接種　26人

高齢者肺炎球菌
（60～65歳未満の内部障害１級程度の者及び65歳以上の高齢者）

1,739 647 0 647

高 齢 者 イ ン フ ル エ ン ザ
（60～65歳未満の内部障害１級程度の者及び65歳以上の高齢者）

19,486 12,101 0 12,101

228
H9年度生まれ～H19年度生まれの女子 3,959 251 1 252

子 宮 頸 が ん
小学6年生～高校1年生相当の女子 1,717 228 0

Ｂ 型 肝 炎 （ 生 後 2 月 ～ 1 歳 未 満 ） 600 532 3 535
水 痘 （ 1 歳 以 上 ～ 3 歳 未 満 ） 420 359 0 359

644
第 2期 (9歳～13歳 )、特例：H7.4.2～ H19.4.1 650 430 0 430

日 本 脳 炎
第1期(3歳～7歳6か月)、特例：H7.4.2～H19.4.1 900 643 1

774
二 種 混 合 第 2 期 （ 11 歳 以 上 13 歳 未 満 ） 280 239 0 239
四 種 混 合 第 2 期 （ 生 後 3 月 ～ 90 月 未 満 ） 780 769 5

195
第2期（5歳以上7歳未満で小学校就学前の1年間） 270 247 0 247

麻 し ん ・
風 し ん 混 合

第 1 期 （ 1 歳 ～ 2 歳 未 満 ） 191 195 0
小 児 用 肺 炎 球 菌 （ 生 後 2 月 ～ 60 月 未 満 ） 780 706 4 710
ヒ ブ （ 生 後 2 月 ～ 60 月 未 満 ） 780 705 4 709
Ｂ Ｃ Ｇ （ 生 後 5 月 ～ 1 歳 未 満 ） 190 184 1 185
ロタ（1価：生後2月～生後24週、5価：生後2月～生後32週） 535 476 4 480

種　類（対　象） 対象者数個別接種 要注意 合計

合計 60 571 50 519

30 427 30 369
合計 117 1,678 198 3,063 北部 30 144 20 150

117 1,678 198 3,063 太田

令和4年度 令和5年度
回数 人数 回数 人数 回数 人数 回数 人数
令和4年度 令和5年度

保健衛生総
務費

1.在宅当番・
救急医療情報
提供実施事業

日数（日） 患者数（人）
患　　者　　数　　内　　訳　（人）

内科 小児科 外科 その他
74 2,793 2,020 609 110 54

介護扶助費 714 △ 66

生活扶助費 2,906 △ 144 144,705,177
住宅扶助費 2,038 △ 62 46,697,981
教育扶助費 75 9 601,628
医療扶助費 317,964,782
出産扶助費 0 0 0

施設事務費 116 △ 14 23,308,741
15,814,930

2,877

葬祭扶助費 2 1 524,908
生業扶助費 4 △ 21 304,271

事業種別 件数（延べ） 前年度対比 支出額

△ 204
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（款）　４．衛生費

　（項）　１．保健衛生費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

4 1 2 予防費 ○任意予防接種（個別接種）

173,769 164,547 164,547 9,222 〇新型コロナウイルスワクチン接種事業（令和３年４月からの積上）

※令和６年４月１日現在
↓上記のうち、オミクロン株対応ワクチン実施人員数

※令和６年４月１日現在

4 1 3 母子衛生費 587 486 486 101 ○不妊治療費助成件数 ５件（うち妊娠者　０件） ○不育症治療費助成件数 ０件
H３１．４月要項改正。治療開始時の母の年齢が４３歳未満。助成回数制限なし。

27,456 25,970 787 25,183 1,486 ○こども夜間診療 １９５日 １６１人

○２４時間健康相談 電話１，２５０件　Web０件

〇妊産婦等健康診査（市単独事業）

1.予防接種事
業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

妊 婦 健 診 （ 15 回 以 降 ） 随時 38

210 随時 151
生 後 1 か 月 健 診 210 随時 141

33.3% 11,756人 25.1%

1.不妊治療費
助成事業

事　　業　　名 対象者数 回数（回） 人数（人）
産 後 2 週 間 健 診 210 随時 138
産 後 1 か 月 健 診

2.安心子育て
応援事業

【内訳複数回答】病気・症状と治療に関すること４８９人、検査・健康診断に関すること２１人、ストレ
ス・メンタルヘルスに関すること５７６人、医療機関に関すること５２人、薬に関すること１７人、栄
養・食事に関すること８人、介護に関すること５４人、育児に関すること２１人、その他１２人

67.9% 10,658人 55.2%

合計 46,902人 28人 0.1% 30人 0.1% 938人 2.0% 8,953人 19.1% 21,905人 46.7% 15,602人

10.1% 1,098人 4.5%
65歳以上 19,325人 6人 0.0% 7人 0.0% 98人 0.5% 1,041人 5.4% 15,707人 81.3% 13,116人

0人 0.0% 対象外
12～64歳 24,651人 4人 0.0% 6人 0.0% 800人 3.2% 7,777人 31.5% 6,163人 25.0% 2,486人

5～11歳 2,007人 7人 0.3% 7人 0.3% 32人 1.6% 109人 5.4% 35人 1.7%

生後6か月～4歳 919人 11人 1.2% 10人 1.1% 8人 0.9% 26人 2.8% 対象外 対象外 対象外

25.1%

対象年齢 対象者
1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目

実施人員 (接種率) 実施人員 (接種率) 実施人員 (接種率) 実施人員

合計 46,902人 41,265人 88.0% 41,187人 87.8% 36,690人 78.2% 28,758人 61.3% 21,906人 46.7% 15,608人 33.3% 11,756人

4.5%
65歳以上 19,325人 18,455人 95.5% 18,436人 95.4% 18,099人 93.7% 17,036人 88.2% 15,707人 81.3% 13,119人 67.9% 10,658人

5～11歳 2,007人 673人 33.5% 668人 33.3% 364人 18.1% 109人 5.4% 35人 1.7% 0人 0.0% 対象外
8.1%生後6か月～4歳 919人 8.3% 74人

実施人員 (接種率) 実施人員 (接種率) 実施人員

2.新型コロナ
ウイルスワク
チン接種事業

対象年齢 対象者
1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目

2,489人 10.1%

7回目
実施人員 (接種率)

76人

1,098人89.3% 18,161人 73.7% 11,587人 47.0%12～64歳 24,651人 22,061人 89.5% 22,009人

対象外

(接種率)実施人員 (接種率) 実施人員 (接種率)

(接種率)(接種率) 実施人員 (接種率) 実施人員 (接種率) 実施人員

対象外 対象外66人 7.2% 26人 2.8%

6,164人 25.0%

55.2%

実施人員 (接種率)

おたふくかぜ（1歳以上～6歳未満） 220 195
高 齢 者 肺 炎 球 菌 （ 65 歳 以 上 ） 30 22

妊　婦　イ　ン　フ　ル　エ　ン　ザ 139 33
妊　婦　に　係　る　風　し　ん 40 15

小 児 イ ン フ ル エ ン ザ （ 1 歳 以 上 ～ 15 歳 未 満 ） 6,714 2,406
小 児 イ ン フ ル エ ン ザ （ 15 歳 以 上 ～ 19 歳 未 満 ） 1,059 265

種　　類　（　対　象　） 対象者数 実施者合計

常陸太田市医師会の８医療機関で平日の４日間１８：００～２１：３０まで小児の診療を延長して行う。
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（款）　４．衛生費

　（項）　１．保健衛生費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

4 1 3 母子衛生費 24,656 21,503 21,503 3,153

26,977 14,783 12,305 2,478 10,789
繰越明許費

1,405

4 1 4 64,845 64,187 973 7,787 55,427 658 ○保健事業

○食生活改善事業

5,671 5,055 667 4,388 616 ○歯周病健診受診者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６７人
○胃がんリスク層別化(ピロリ菌)検査受診者数　　　　　　　３６８人
○常陸太田市第２次健康増進計画　ワーキンググループ　健康部会・食育部会　１回   １０人
・基本理念：みんなでチャレンジ健康づくり　みんなでつかもう未来の健康
・計画期間：令和２年４月１日～令和７年３月３１日

4 1 5 精神衛生費 555 441 80 3 358 114

3.母子保健事
業

1.精神保健事
業

2.地域健康づ
くり推進事業

4.出産・子育
て応援給付金
事業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

精 神 メ ー ル 相 談 随時 延2

精 神 窓 口 相 談 随時 延36
精 神 電 話 相 談 随時 延418

デ イ サ ー ビ ス 30 延98
精 神 家 庭 訪 問 随時 延32

事　　業　　名 回　数（回） 人　数（人）
精 神 保 健 相 談 3 実3

事　　業　　名 回　数（回） 人　数（人）
生活習慣病予防教室（レシピ配布含）等 46 1,114

子宮がん検診体部（医療機関） 52 前 立 腺 が ん 検 診 899
肝 炎 ウ イ ル ス 検 診 116

子 宮 が ん 検 診 頸 部 （ 集 団 ） 1,227 骨 粗 し ょ う 症 検 診 182
子宮がん検診頸部（医療機関） 613 胸 部 Ｃ Ｔ 検 診 225

生 活 習 慣 病 予 防 健 康 診 査 135 大 腸 が ん 検 診 4,329
胃 が ん 検 診 1,546 喀 た ん 検 診 62

283
訪問指導(来所面接・電話含む） 延261 乳 が ん 検 診 （ 集 団 ） 3,046

人　数（人）
健 康 教 育 （ 27 回 ） 延359 肺 が ん 検 診 4,368

健康増進事
業費

1.健康増進事
業 事　　業　　名 人　数（人） 事　　業　　名

健 康 相 談 （ 66 回 ） 延1,269 乳 が ん 検 診 （ 医 療 機 関 ）

出産応援給付金 140件 7,000 妊婦1人につき50,000円
子育て応援給付金 167件 8,350 児童1人につき50,000円

○安心して出産・子育てができるように、妊娠届時から寄り添い、面談等しながら必要な支援につなぐ
「伴走型支援」と必要なサービスにつながりやすくする「経済的支援」をパッケージで実施した。

区分 支給件数 支給額 備　考

随 時 窓 口 相 談 随時 延170
電 話 相 談 随時 延268

マ マ と 赤 ち ゃ ん の 育 児 教 室 12 延198
訪 問 指 導 随時 延16

個 別 指 導 随時 47
集 団 指 導 1 8

33
食　育　教　室（レシピ配布含）等 25 1133

母子栄養管理事業

す こ や か 食 育 教 室 4 63
離 乳 食 指 導 12 92
妊 婦 栄 養 指 導 1 15
幼 児 食 指 導 12

育 児 不 安 対 策 事 業 ほ っ と タ イ ム 7 延12

2 歳 児 歯 科 健 診 (2 歳 6 か 月 フ ッ 素 塗 布 ) 211(179) 12 205(103)
5 歳 児 巡 回 相 談 15 251

1 歳 6 か 月 児 健 診 206 12 199
3 歳 児 健 診 205 12 207

乳  児  委  託  健  康  診  査（ 前 期 ・ 後 期 ） 360 随時 延328
乳 児 相 談 （ 3 ～ 5 か 月 児 ・ 7 ～ 9 か 月 児 ） 388 12 331

ウ エ ル カ ム 赤 ち ゃ ん 教 室 8 延75
妊  婦  委  託  健  康  診  査（ 1 ～ 14回まで ） 2,660 随時 延1748

事　　業　　名 対象者数 回数（回） 人数（人）
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（款）　４．衛生費

　（項）　１．保健衛生費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

4 1 5 精神衛生費
回数（回）

4 1 6 環境衛生費 15,105 12,217 800 11,417 2,888 ○太陽光発電設備等設置事業

1,679 1,675 1,675 4

4 1 7 公害対策費 242 242 242 ○河川水質の汚濁状況を把握するための調査を実施した。

891 891 891

4 1 8 斎場費 5,014 5,013 5,013 1
・火葬炉設備修繕

27,294 27,294 2,276 25,018 ○市営斎場の管理運営を指定管理により実施した。
・指定管理者　　（一財）里美ふるさと振興公社
・指定管理料

○市営斎場使用状況

2.カーボン
ニュートラル
推進事業

△ 37
補助額（目標） 0 500 105 200 15,105

比較 1 △ 8 △ 3 △ 1

287
交付件数（実績） 1 2

市　外 21 1 1
合　計 890 210 210

区　分
火葬場
（件）

告別式場
（件）

斎会室
（件）

市　内 869 209 209

○市営斎場維持補修
５，０１３

2.斎場管理事
業（指定管理
者） ２７，２９４

2.自動車騒音
常時監視調査
事業

○主要幹線道路における騒音及び交通条件等を調査した。
調　査　地　点 箇　所 調　　査　　項　　目

常磐自動車道（大森町）
一般国道293号線（大里町）

2か所
騒音・交通条件調査
昼間、夜間とも環境基準を満たしていた。

調　査　河　川 箇　所 調　　査　　項　　目
里川、亀作川、源氏川、山田川、

浅川、染川、茂宮川
12か所

水素イオン濃度・浮遊物質量・
大腸菌群数等　7項目

1.斎場管理事
業

1.河川水質測
定事業

活動部門
企業 3社 最優秀賞　1社 優秀賞　　2社
団体 応募なし

作品部門
（標語）

市内小学生 6校　298名 最優秀賞　1名 優秀賞　　2名
市内中学生 5校　161名 最優秀賞　1名 優秀賞　　2名

市民 2名 優秀賞　　2名

○常陸太田市カーボンニュートラル基金活用委員会の開催
・出席者　委員６名

○カーボンニュートラルの推進・意識啓発を図り、顕彰事業を実施した。

事　　業 対象者 応募者数 入　賞　者

12,217
比較 30 △ 434 △ 22 △ 36 △ 2,888

補助額（実績） 30 66 83 164

32 9 250
交付件数（目標） 0 10 35 10

△ 1,000 △ 150 100

区　分 電動バイク 普通充電設備及びV2H施設 生ごみ処理容器 電気式生ごみ減量器 合　計

比較 △ 806 300 △ 780 △ 90

2,000 2,700 700
補助額（実績） 2,694 1,650 3,120 60 1,000 2,550 800
補助額（目標） 3,500 1,350 3,900 150

5 17 8
比較 2 6 △ 26 △ 3 △ 5 △ 1 1

交付件数（実績） 37 33 104 2
130 5 10 18 7

合計 5 220

1.エコファミ
リィー支援事
業

区　分 太陽光発電 リチウムイオン蓄電池 電気給湯器 ハイブリッド給湯器 （普通）電気自動車 （軽）電気自動車 ＰＨＥＶ
交付件数（目標） 35 27

計画策定
実態調査

健康づくり推進協議会
ワーキング部会こころ

の健康対策部会

保健福祉教育警察
消防等関係者

1 16

普及啓発 心の健康づくり研修会 一般住民・保健推進員 1 30

人材育成
対象者別

ゲートキーパー研修

民生委員等 1 120
庁内部課長等 1 44
水府地区

保健福祉関係者等
1 10

事　　業　　名 対象者 人　数（人）

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

1.精神保健事
業
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（款）　４．衛生費

　（項）　２．清掃費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

4 2 1 清掃総務費 5,289 4,876 4,876 413

5,665 5,665 5,665
・１班あたり５×１，１３３班＝５，６６５

4 2 2 塵芥処理費 761,105 747,745 146,784 600,961 13,360 ○ごみ収集実績

　

　
　 　
　 　 　

　 　

４９７ｔ ５，１６１

４０ｔ ３，５５２

ダイオキシン類分析（ばい塵・土壌・水質）、ばい煙・浸出水測定　　１，６８４

排出量　４，７４０㎏　２，０３８，２００個　ポリオワクチン２，３７０人分
ＣＯ２削減量　１４，９３１㎏

4 2 3 し尿処理費 204,755 173,040 23,010 150,030 6,965
逓次繰越
24,750

内訳（常陸太田市分）
　　（大子町分）

内訳（常陸太田市分）
　　（大子町分）

内訳（常陸太田市分）
　　（大子町分）

〇太田クリーンセンター脱水機差速制御機更新工事　　２４，７５０
（うち２４，７５０は令和６年度へ継続費逓次繰越）

5 1 1 3,070 3,011 2,243 768 59 ○農地基本台帳の電算化システムにおいて、管理項目の入力や変更作業の電算入力や確認等の事務
補助員を雇用し、事業の円滑化を図った。
・農地基本台帳等調査及び管理項目変更に伴う補正等のデータ入力　　　　１１４，０２７件

5 1 3 農業振興費 9,055 8,813 6,023 2,790 242

○機構集積協力金　６，０２３

農業委員会
費

1.機構集積事
業費

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

1.農地中間管
理事業

○茨城県農林振興公社（機構）と農地中間管理事業に関する業務の委託を受け、農地の集積事業を推進した。
　・農地中間管理業務委託費   ２，７９０

工　　事　　名 施　　設　　名 工 事 費
施 設 定 期 整 備 工 事 太田クリーンセンター 48,070

5,825 14,551
530 1,590

○主たる工事

1,320 3,429
192 576

合　計 6,355 16,141

338 1,014
里美クリーンセンター 1,512 4,005

太田クリーンセンター 4,843 12,136
4,505 11,122

（2）廃棄物再資源化及び委託料

（3）廃棄物金属等処分量及び委託料

（4）環境関係測定業務

（5）エコキャップ回収事業

1.し尿処理事
業

○し尿処理実績
区 分 件数(件) 搬 入 量 ( ㎘ )

処 分 額 38,375 10,758 1,092 50,225

合 計
処 分 量 （ ｔ ） 1,207 306 35 1,548

（1）残灰等処分量
区 分 焼 却 灰 処 理 済 飛 灰 カ レ ッ ト く ず

工 事 名 工 事 費
焼 却 施 設 定 期 整 備 工 事 117,700

〇その他

直 接 搬 入 ご み 5,079
合 計 15,256

〇主たる工事

1.ごみ処理事
業 区 分 搬 入 量 ( ｔ )

収

集

一 般 ご み 8,450
粗 大 ご み 17
資 源 ご み 1,710

小 計 10,177

○不法投棄のパトロールと不法投棄廃棄物の除去を行った。
  ・処理量  　　１１.７ｔ
  ・処理委託  （公社）茨城県シルバー人材センター連合会　他

2.ごみ回収促
進事業

○ごみ集積所に対する維持管理への報償

1.不法投棄廃
棄物除去事業
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（款）　５．農林水産業費

　（項）　１．農業費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

5 1 3  農業振興費 21,014 20,966 15,698 5,268 48

39 細田東 6.3 506
合計 39集落協定 169.7 20,945

35 南鯨 2.1 446
36 過台 3.0 635

603
34 北鯨 1.7 361

30

里美
（10集落）

行石 1.9 394
31 田の沢 1.4 285
32 日光内 2.0 411
33 笠石 2.9

28 楠畑 1.4 114
29 御所内 2.2 466

37 森久保 3.2 663
38 大菅 8.7 1,322

1,178

368
17 和田 13.7 1,129

26 小田部 3.0 239
27 荒屋 1.1 240

24 中東Ⅱ 11.4 909
25 東染 14.2 2,354

22 西足 1.3 283
23 中東 3.2 671

14

水府
（16集落）

寺前 1.8 146
15 東連地大作 3.5 280
16 東連地山根 2.6

214
12 下宮河内Ｂ 1.2 98

20 高性地 5.6 521
21 西染 12.4 992

18 松平 4.8 1,002
19 国安 12.4

9

金砂郷
（5集落）

上宮河内Ａ 2.0 130
10 上宮河内Ｃ 2.4 189
11 下宮河内Ａ 2.7

6 下大門Ⅰ 5.3 991
7 町屋 14.7 1,174

13 赤土Ａ 4.2 339

決算額
B

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）

270
5 上大門Ⅲ 1.1 86

1

常陸太田
（8集落）

西河内中 1.4 298
2 西河内中Ⅱ 2.6 207
3 上大門Ⅰ 1.5 309
4 上大門Ⅱ 1.3

8 長谷 1.5 122

○生産条件の不利な中山間地域において、耕作放棄地の発生防止と農地の多面的機能の維持・増進を図るた
　め、交付金を交付した。

番号 地区名 集落協定名 協定面積（ha） 交付金額

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A

2.中山間地域
等直接支払推
進事業
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（款）　５．農林水産業費

　（項）　１．農業費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

5 1 3  農業振興費 2,596 2,555 1,916 639 41 ○地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動に取り組む農業者に対し支援した。
・交 付 者：　５団体 交付額　２,５５５
・取組面積：　３，１５２a

16,695 16,144 960 15,184 551

・

○有害鳥獣等被害防止対策助成事業
・

○鳥獣被害防止総合対策整備事業（イノシシ及びハクビシンの個体数調整に係る捕獲機材の購入）
・

○水稲病害虫航空防除事業
・

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

農業者が有害鳥獣から農作物を守るために購入する電気柵等の購入費に対し助成した。
　　助成件数　 ２４件　　助成金額　６６４

県内でイノシシ肉の出荷制限がされている中で、狩猟期の捕獲数が減少し農作物への被害が拡大す
ることを防止するため助成した。
　　捕獲頭数　２８９頭　　助成金額 ３，１６５

市有害鳥獣捕獲隊が個体数増加の抑制を図るために必要なくくり罠を購入するため、市鳥獣被害防
止対策協議会に対し補助した。
　　補助金額　１，２５５

良質米生産を図るため、各関係団体及び地区防除員等の協力を得て、無人ヘリコプターによる病害
虫防除を実施するために補助した。
　　補助金額　４，９５１（農薬散布費用　１６，５０４×３０％）　実施面積　１，１８７ｈａ

カルガモ 3 3 0

○有害鳥獣等被害防止対策事業費

0
カワウ 0 0 0

合　　計

イノシシ 127 7 120
ハクビシン

18 18

カワウ 0 0 0
カルガモ 0 0 0

19 0 19
アライグマ 5 0 5

カラス

0
カラス 0 0 0

カルガモ 0 0 0

里美

イノシシ 10 0 10
ハクビシン 0 0 0
アライグマ 0 0

0
カワウ 0 0 0

水府

イノシシ 22 1 21
ハクビシン 9 0 9
アライグマ 1 0 1

カラス 0 0

カワウ 0 0 0
カルガモ 3 3 0

0
カラス 2 2 0

カルガモ 0 0 0

金砂郷

イノシシ 37 0 37
ハクビシン 1 0 1
アライグマ 0 0

0
カワウ 0 0 0

常陸太田

イノシシ 58 6 52
ハクビシン 9 0 9
アライグマ 4 0 4

カラス 16 16

4.有害鳥獣・
病害虫等防止
対策事業

○常陸太田市有害鳥獣捕獲隊と委託契約をし、農作物の被害防止に努めた。
　・有害鳥獣捕獲実施委託料　　　　　５，７８０
　【有害鳥獣捕獲実績】

地　区　名 鳥獣種類 捕　獲　数（頭・羽）
銃　器 罠

5 奥久慈うまい米生産協議会常陸太田支部 372 82
合計 3,152 2,555

3 有機農業者の会 1,088 1,096
4 常陸農業協同組合太田地区水稲研究会 265 58

2 青龍クラブ 578 245

3.環境保全型
農業推進事業

番号 団体名 取組面積（ａ） 交付金額
1 農の会 849 1,074
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（款）　５．農林水産業費

　（項）　１．農業費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

5 1 3  農業振興費 104,130 68,748 66,638 2,110 1,115
繰越明許費 ・認定農業者数　１５６人（２人増）
34,267 ・集落営農組合数　　１組織

・農業経営基盤強化促進事業（利子助成金）　１件　　　　　　９７

35,940 35,818 35,818 122 ◯農業者支援金の支給
（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業）
・

支援金支給件数　　　９４８件　　支援金支給額　３３，９８０

6,093 5,824 5,824 269 ○常陸秋そば生産振興事業（常陸太田市常陸秋そば協議会への補助）
　・生産振興補助内訳　　
　　種子生産　　　　　３９人　　　　　　３１２．８ha（補助額　　　９７０）
　　コンバイン委託　２４３人　　　　　１０７．５９ha（補助額　２，６９０）
　　種子更新　　　　　４２人　　　　　　２，２８１　（補助額　１，７１０）
　　手刈り　　　　　　　５人　　　　　　１．０９６ha（補助額　　　　４４）
　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（補助額　５，４１４）

3,799 2,510 17 2,493 1,289 ○常陸太田市認証特産品：６５品目（Ｒ６.３.３１現在）
・常陸太田市特産品推進協議会の開催（幹事会１回・協議会１回）

・道の駅ひたちおおたにおけるＰＲ販売支援
・各種イベント等におけるＰＲ活動
常陸太田市認証特産品の販売実績

○果樹（ぶどう・梨・柿）の有利販売促進
・各種イベント等での販売促進・ＰＲ支援
・「ＩＢＡＲＡＫＩｓｅｎｓｅ」における巨峰・常陸青龍及び星霜柿のＰＲ販売
・都内百貨店の果実専門店における星霜柿販売
道の駅ひたちおおたにおける果樹販売実績

6.農業者等支
援事業

7.生産振興事
業（農政課
分）

事 業 名目 の 名 称
科目コード

コロナ禍において物価高騰の影響を受けている農業者等に対して、農業生産活動を支援するため、支
援金を支給

合計 40,692 48,458 7,766 119.1%

柿 8,184 9,514 1,330 116.3%

梨 14,210 14,418 208 101.5%

15品 15品

ぶどう 18,298 24,526 6,228 134.0%

区分 ①令和４年度 ②令和５年度 ③差（②-①） ④対前年比（②/①）

合計
802,528 834,725

32,197 104.0%
62品 62品

工芸品等
166,467 168,291

1,824 101.1%
4品 4品

加工食品
178,605 184,630

6,025 103.4%
43品 43品

・農業次世代人材投資資金　　　　　　　　　２件　　　３，７５０
・新規就農者育成総合対策経営開始資金　　　３件　　　５，２５０
・就農相談件数　　　　　　　　　　　　　２１件
・産地パワーアップ事業費補助金　　　　　　１件　　４２，６５１
・オーガニックステップアップ事業　　　　　１件　　１４，９２７

8.販路拡大促
進事業

・見本市等への出展支援　１事業者

区分 ①令和４年 ②令和５年 ③差（②-①） ④対前年比（②/①）

農産物
457,456 481,804

24,348 105.3%

・中古農機購入事業費補助金　　　　　　　　１件　　　　　１３２
・新規就農者家賃支援事業費助成金　　　　　３件　　　　　４４０
・ＵＩＪターン就農奨励金　　　　　　　　　５件　　　　　５００（半期分のみ）
・農耕用免許取得補助金　　　　　　　　　　１件　　　　　　４５
・軽貨物車両購入補助金　　　　　　　　　　２件　　　　　８６０

5.担い手支援
事業

○地域農業の将来を支える多様な担い手の確保を行い、就農者の育成及び支援を行った。

 予算額A 決算額
B

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）
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（款）　５．農林水産業費

　（項）　１．農業費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

5 1 3  農業振興費 ○観光果樹園誘客アプリによる販売促進
・観光果樹園誘客アプリ維持管理更新業務委託　２６４
・アプリ利用促進キャンペーン（Ｒ５．８．９～８．３１）

応募総数　４１９件 当選者数　２０人（ぶどう・梨各１０人）
○農産物加工品開発等支援事業補助

　補助実績 グレードアップ　１件 ４７０

22,768 21,942 21,942 826 ○「道の駅ひたちおおた」の施設維持管理運営
・指定管理者　常陸太田産業振興株式会社 指定管理料：１９，１４０
年間総売上額及び入込客数の状況

○公共交通を活用した貨客混載による農産物販路拡大事業
・「道の駅ひたちおおた」を拠点に、市内産農産物の集荷及び市内産の野菜等を高速バスで東京都内
に配送し、販売を実施（茨城交通株式会社と連携）
事業主体：常陸太田産業振興株式会社　毎週金曜日を基本に配送

配送実績の状況

6,698 6,676 6,676 22 ○「物産センターこめ工房」の施設維持管理運営
・指定管理者　常陸農業協同組合 指定管理料：５，４００
年間総売上額及び入込客数の状況

771 512 512 259 ○少量多品目生産高付加価値化生産支援
・少量多品目生産売れ筋野菜栽培講座の開催　６回
・農業用簡易ハウス整備事業補助金　１件　１２４
　作型分散による有利販売推進のための施設整備支援

道の駅ひたちおおたにおける地場産農産物の販売実績

○生産者団体等への支援
・果樹の多品種化等を促進し果樹産地の知名度向上を図るための苗木共同購入補助
　持続的な果樹等の産地形成を図るため、果樹等多品種化・新品種導入促進、病害虫まん延防止、
継承果樹園維持管理事業等への支援

科目コード

農産物総販売額 232,464 231,698

11.生産振興事
業

区分 ①令和４年度

―

②令和５年度 ③差（②-①）

入込客数 83,378人 70,692人 △12,686人 84.8%

④対前年比（②/①）

総売上額 122,677 105,942

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A

地場産率 80.8% 81.5% 0.7%

年間販売額 409 2,841 2,432 694.6%

④対前年比（②/①）

延べ配送回数 19回 52回 33回 273.7%

区分

うち生産者出荷分 187,852 188,795 943 100.5%

△ 766 99.7%

102.6%

・常陸太田市産の農林水産物を活用した加工品開発等（農林水産物の高付加価値化・既存商品のグ
レードアップ）への支援

9.道の駅推進
事業

区分 ①令和４年度 ②令和５年度 ③差（②-①） ④対前年比（②/①）

△ 16,735 86.4%

10.物産セン
ター推進事業

区分 ①令和４年度 ②令和５年度 ③差（②-①）

④対前年比（②/①）

1回当り平均販売額 22 55 33 ―

決算額
B

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）

①令和４年度 ②令和５年度 ③差（②-①）

入込客数 697千人 703千人 6千人 100.9%

総売上額 794,427 815,014 20,587

8.販路拡大促
進事業

35



（款）　５．農林水産業費

　（項）　１．農業費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

5 1 4 畜産業費 5,017 3,574 3,574 1,443

22,398 21,381 21,381 1,017 ○「常陸太田市農畜産物等加工施設」の施設管理運営
　・指定管理者　(一財)里美ふるさと振興公社　指定管理料：１７，９２０
　・年間総売上額

　・販売個数

　・体験交流室での加工体験　４件（Ｒ４:５件） 

○チーズ製造・商品化プロジェクト協議会運営費補助により、下記の事業を行った。

おける広報を行った。）

目 の 名 称
科目コード

事 業 名
 予算額A 決算額

B

　・協議会　会議開催　２回（うち書面１回）
　・第１４回ALL JAPANナチュラルチーズコンテストへの出品（モッツァレラ・カチョカヴァッロ）
　・PR活動・商品開発関連事業（各種イベント参加による商品PR及び販売会の実施、各種媒体に

合　計 36,691 個 37,680 個
さとやま（セミハード） 2,010 個 2,102 個

フロマージュブラン 2,488 個 2,776 個

　　　の向上を図った。
　　　　　凍結精液導入数：２８９本
　・耕畜連携促進事業　　　　 　　　 ５３５
　　　耕畜連携により、飼料稲を確保し、資源循環型農業を推進し、転作作物として奨励される飼料用
　　　稲の作付拡大と飼料稲の利用促進を図った。

　　　優良和牛導入事業　　　　　　　７４６
　　　　県内外から優れた素牛を導入し、育種価の改良による生産体制の整備を図った。
　　　　　素牛導入頭数：１６頭

ストリング（じょうづるさん） 15,991 個 18,932 個
ストリング 6,269 個 5,810 個

カチョカヴァッロ 3,604 個 2,763 個

商品名 R5売上数量 R4売上数量
モッツァレラ 6,329 個 5,297 個

R4 14,377 14,905 528 103.7%

④達成率（②/①％）

R5 14,780 15,559 779 105.3%

2.乳製品商品
化推進事業

①目標 ②実績 ③差（②-①）

　　　　　作付面積：１０３，６３３㎡　　生産ＷＣＳ数：１，１２６個（２３０，１９９㎏）
　　　　　参加畜産農家数：１４戸

　・共進会出品事業　　　　　　　  　１４０
　　　各種共進会に出品し、牛の能力と斉一性の向上を図った。
　　　県内共進会出品数：２９頭　　県外共進会出品数：８頭

　・優良精液導入事業　　　　　　１，５１８
　　　県内外から優良和牛種畜の凍結精液の積極的導入を推進し、地域における肉用牛の生産性と資質

        　預託頭数：１１頭　　採卵頭数：２頭　　受精卵購入：２卵　　
　　　乳用牛群改良検定事業　　　　　１００
　　　　県酪連の検定員に依頼し、生産乳量、乳質管理等を行う事業により、生産安定と経営改善を
　　　　図った。（月１回・年１２回）
          実施酪農農家：５戸

1.畜産振興事
業

○市内の酪農、肉用牛やその他畜産生産における高品質化や生産基盤の安定化を図るため、生産者に対し各
　種支援を行った。

　・優良種畜生産基地促進事業　　１，３８１
　　　乳牛受精卵移植促進事業　　　　５３５
　　　　乳牛の改良や受精卵移殖、牛の預託等の事業により、酪農経営の安定化を図った。

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）
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（款）　５．農林水産業費

　（項）　１．農業費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

5 1 5 農地費 20,455 20,455 13,475 6,980

・山急地帯型　負担率（県５５％＋市２０％）

・一般地帯型　負担率（市２０％）

8,746 8,573 8,300 273 173

　・県営小目地区土地改良事業
　・事業費　２３，６３０×６．５％（市負担率）＝１，５３６
　・事業内容：区画整理（排水路工、取水ゲート工、場内整備工）
　・県営久米地区土地改良事業調査費
　　事業費　７０，３７１×１０％（市負担率）＝７，０３７

9,450 9,450 9,450

　・事業費　３１，５００×３０％（市負担額）＝９，４５０
　・路盤工・舗装工　Ｌ=３００ｍ

81,070 81,065 60,809 20,256 5
・農地維持支払・資源向上支払（共同活動）

○農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、地域の共同活動に対し交付金を交付した。4.多面的機能
支払事業

2.県営土地改
良事業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名

地区計　20地区 1,325.49 119.37 1,444.86 42,019

721 2,200
小目地区の環境を守る会 20.70 1.10 21.80 643 427 1,070
三才町地域資源保全会 43.89 8.13 52.02 1,479

22,896 64,915

1,426 3,843
稲木地区環境保全会 18.01 1.48 19.49 570 279 849
大中農地保全会 67.11 20.16 87.27 2,417

874 2,331
小妻地区地域環境を守る会 24.39 0.87 25.26 749 369 1,118
薬谷地区農地・水・環境保全会 48.56 0.00 48.56 1,457

583 1,556
郡戸地域農地・水・環境保全管理協定運営委員会 265.58 40.64 306.22 8,758 4,278 13,036
竹合農地環境保全会 32.34 0.13 32.47 973

1,103 2,944
粟原農地・水保全組合 18.22 3.88 22.10 624 304 928
藤田環境保全会 60.48 1.33 61.81 1,841

1,182 3,153
天神林水田環境保全会 80.80 0.00 80.80 2,419 1,451 3,870
上河合農地・水保全管理組合 65.37 0.47 65.84 1,971

1,300 3,948
下河合町環境保全向上活動会 37.98 29.07 67.05 1,700 808 2,508
島農地・水保全管理組合 84.15 6.18 90.33 2,648

2,075 6,283
大里地区農地を守る環境保全会 51.24 0.00 51.24 1,537 922 2,459
中部みどり農地・水・環境保全会 139.45 1.22 140.67 4,208

1,513 4,035
久米地域農地・水・環境保全会 154.97 4.11 159.08 4,646 2,783 7,429
谷河原渋井資源保全向上活動会 84.06 0.00 84.06 2,522

75 226
大里地区農地・水・環境保全会 23.13 0.60 23.73 706 423 1,129
浅川地区の環境を守る会 5.06 0.00 5.06 151

活動組織名
協定農用地（ha） 農地維持支払 共同活動

事業費計
田 畑 計 事業費 事業費

○県営土地改良事業（基盤整備事業）により、地域の農業を維持していくための担い手の育成や、営農の省
　力化を図った。

3.県営農道整
備事業

○小目地区ふるさと農道整備の事業費負担を行い、農産物流通の合理化、地域の交通状況の改善を図った。

1,040
合　　計 10,400 2,080 2,080

小沢Ⅱ かんがい排水（用水）L＝213.0ｍ 5,200 1,040

 予算額A 決算額
B

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）

市負担
岡田Ⅱ かんがい排水（用水）L＝212.0ｍ 5,200 1,040 1,040

地区名 工種及び事業量 事業費 補助額
県支出金

1,060
合　　計 24,500 18,375 13,475 4,900

大森Ⅴ かんがい排水（排水）L＝205.0ｍ 5,300 3,975 2,915

840
幡北Ⅴ かんがい排水（排水）L＝104.0ｍ 3,000 2,250 1,650 600
田渡Ⅱ かんがい排水（排水）L＝192.0ｍ 4,200 3,150 2,310

1,340
大里池田 かんがい排水（排水）L＝108.0ｍ 1,600 1,200 880 320
釜田Ⅰ かんがい排水（排水）L＝100.0ｍ 6,700 5,025 3,685

市負担
薬谷Ⅴ かんがい排水（排水）L＝300.0ｍ 3,700 2,775 2,035 740

地区名 工種及び事業量 事業費 補助額
県支出金

1.県単土地改
良事業

○かんがい排水事業を実施する土地改良区への事業費の補助を行い、農業生産基盤の整備を図った。
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（款）　５．農林水産業費

　（項）　１．農業費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

5 1 5 農地費 ・資源向上支払（施設の長寿命化）

12,555 12,555 12,555
　・地区名：辰ノ口地区
　・工事内容：頭首工エプロン補修工事一式
　・事業費：１５０，０００×１０％（地元負担）×８３．７％（面積割）＝１２，５５５（市負担）

760 760 559 201 ○生産条件が不利な中山間地域における簡易な基盤整備事業へ補助を行い、生産拡大を図った。
・実施団体：暦ノ物語
・工事内容：暗渠排水工
・場所：徳田町地内
・事業費：８９５×８５％≒７６０
・補助率：８５％以内(内県：６２．５％+市：２２．５％）　

5 1 8 67,710 66,264 8,885 57,379 1,446 ○米の価格安定化を図るため、国及び市で補助金の交付を行い、農業経営の安定を図った。
　経営所得安定対策事業を推進する常陸太田地域農業再生協議会の事務費補助　８，９８５
・生産調整達成率

参考　経営所得安定対策交付金交付件数・金額　（国から農家への交付金）

(市から農家への交付金）

5 2 2 林業振興費 3,097 3,088 2,413 675 9 ○市内の民有林におけるスギ又はヒノキの間伐及び間伐作業道の整備に対し、補助金を交付した。
・林内作業車用間伐作業道開設事業　　事業費　１，７０６　作業道　１１，３７４ｍ　
・森林環境保全整備事業　　　　　　　事業費　　　８７７　搬出間伐　３８．１２ha 　

 予算額A
事 業 名

科目コード

目 の 名 称
決算額
B

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）

水田活用
産地交付金
県設定分

水田活用
産地交付金
追加配分

米・畑作物
の収入減少
影響緩和
交付金

竹合農地環境保全会 32.34 0.13 32.47 830
粟原農地・水保全組合 18.22 3.88 22.10 512
藤田環境保全会 60.48 1.33 61.81 1,164
天神林水田環境保全会 80.62 0.00 80.62 2,065
上河合農地・水保全管理組合 65.37 0.47 65.84 1,679
下河合町環境保全向上活動会 37.45 28.83 66.28 1,164
島農地・水保全管理組合 84.15 6.18 90.33 1,164
中部みどり農地・水・環境保全会 139.45 1.22 140.67 3,585
谷河原渋井資源保全向上活動会 84.06 0.00 84.06 2,153
大里地区農地・水環境保全会 23.13 0.60 23.73 599

畑 地 そ ば 146 11,733 2,933
地域集団転作交付金

1.林業振興事
業

合　計 479 57,530 57,156

40,417

20,306 17,866 12,082 430,101

○農地利活用推進費交付金　　５７，１５６

金額 30,187 11,584 316,230 21,846

3 5,290 13,806

件数（件） 面積（a） 交付金
地域農家交付 330 40,507

合計

件数 26件 41件 151件 309件 112件 71件 38件 748件

畑作物営農
継続支払

畑作物
数量払い

水田活用
戦略作物

助成

水田活用
産地交付金
地域設定分

生産調整 目標面積（ha） 生産調整 実施面積（ha） 達成率（%）
1,500.66 1,406.11 93.7

○県基幹水利ストックマネジメント事業費負担により、土地改良施設の長寿命化及び保全管理を図った。

6.中山間地域
農業基盤整備
事業

農地利活用
対策事業費

1.地域農業再
生協議会支援
事業

地区計　12地区 667.67 44.99 712.66 16,084
稲木地区環境保全会 18.01 1.48 19.49 478
小妻地区地域環境を守る会 24.39 0.87 25.26 691

5.土地改良施
設補修事業

事業費
活動組織名

協定農用地（ha） 施設の長寿命化
田 畑 計

4.多面的機能
支払事業
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（款）　５．農林水産業費

　（項）　２．林業費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

5 2 2 林業振興費 58,606 58,000 604 57,396 6
繰越明許費

600

5 2 3 林業施設費 30,036 30,033 33 30,000 3

25,963 25,897 13,750 12,147 66

6 1 2 商工振興費 2,500 2,500 2,500

7,000 7,000 7,000

3,000 472 472 2,528

※R5新規事業

19,651 18,971 18,971 6804.商工業振興
事業

○商工業の総合的発展を図るとともに市経済の健全な発展に寄与するため、商工会が行う経営改善普及事業
や地域総合振興事業に対して補助し、地域商工業の振興を図った。

補給金額 3,000 472
件数 65件 8件

3.自治金融等
利子補給事業

○自治金融等利子補給事業
　自治金融制度及び小規模事業者経営改善資金貸付制度の融資を利用した際の利子の一部を補給。（補給
額：前年に支払ったあっせん融資の返済金のうち利子に相当する額（利率が１％を超える場合にあって
は、１％に相当する額））

区　分 R5見込 R5実績

水戸信用金庫　太田支店 1,540
茨城県信用組合　常陸太田支店 1,225

合　計 7,000

常陽銀行　太田支店 1,330
筑波銀行　太田支店 2,030
東日本銀行　太田支店 875

合　計 38件 226,600 4,459

2.自治金融制
度預託事業

○自治金融、振興金融等市町村金融制度利用者の金利負担軽減のため、金融機関に対し資金を預託。
金 融 機 関 名 預託金額

自治金融 37件 221,190 4,351
振興金融 1件 5,410 108

1.中小企業事
業資金保証料
補給金交付事
業

○中小企業者に対する事業資金の融資をあっせんし、保証料補給金を交付することにより、中小企業の事業
資金調達の円滑化を図った。

金融の種類
令和5年度融資実績

令和5年度保証料補給金額
件数 金　額

　・武生線開設事業　本線分開設延長Ｌ=７０ｍ　　

2.林道整備事
業

○市道0139号線とのネットワーク道路として、林業専用道「茅根線」を整備事業が完了した。
・林業専用道茅根線路線開設工事（Ｒ４繰越）　　開設延長９００ｍ（総延長１，８０８ｍ） ２４，４０１
・国有林境界検測業務委託　　国有林境界杭６点の復元 　１，４９６

2.森林環境譲
与税活用森林
整備事業

○令和元年度から譲与となった森林環境譲与税を活用し、経営管理の行われていない森林整備の取組、
　森林・林業普及啓発のための取組を実施した。
  ・経営管理意向調査業務委託　事業費　３，６７４　意向調査面積　５６６．９４ha
　・森林現況調査事業　　事業費　２，０５７　調査面積　２３３．１０ha
　・森林整備業務委託　事業費　６６０　施行地面積　１．５２ha
　・木材普及啓発事業（学校机の天板作製事業）事業費　６，９３３　作製枚数　４９６枚
　・メープルリーフの森づくり事業
　　事業費４，７８６　植樹面積１，０００㎡（サトウカエデ１３３本、イタヤカエデ２１５本）
　　参加者１１８名
　・緑の少年団（隊）活動の支援　　事業費１９０　支援団体　市内小中学校１０校
  ・市産材建築住宅助成　　事業費４，４８１　助成件数　９件（うちＲ４繰越３件、Ｒ６繰越１件）
　・高性能林業機械導入費補助　事業費　２０，４００　補助件数３件（うちＲ４繰越１件）

1.林道整備推
進事業（水
府）

○奥久慈グリーンライン林道整備事業負担金　３０，０００
　・地域の森林、林業の活性化と生活環境基盤整備の充実を図るため、茨城県で実施する林道整備事業　
　　への市負担金

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）
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（款）　６．商工費

　（項）　１．商工費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

6 1 2 商工振興費 3,134 3,134 3,134

8,280 7,967 7,967 313 ○中小企業等販路拡大支援事業

○中小企業等技能訓練支援事業

○経営革新支援事業

〇中小企業等ⅮⅩ促進事業

〇中小企業等事業承継事業

※R5新規事業

〇空き店舗改修事業

※R5新規事業

〇BCP策定支援事業

※R5新規事業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

件数 3件 1件

　中小企業者が自然災害等の被害を最小限にとどめるとともに、主要業務の継続や早期復旧を可能とする
ＢＣＰ（事業継続計画）策定経費に対して補助し、地域経済の基盤強化及び市内中小企業者の信頼性増加
を図った。（補助率：１/２、上限：２０万円）

区　分 R5見込 R5実績
補助金額 600 200

補助金額 2,400 1,460
件数 2件 2件

件数 2件 1件

　市内の空き店舗を活用して営業をしようとする中小企業者に対して、空き店舗改修及びそれに伴う家財
道具等の処分に係る経費に対して補助し、市内産業の活性化とにぎわい創出を図った。（空き店舗改修工
事 補助率：１/２、上限：１００万円、 家財道具等処分費 補助率１０/１０・上限：２０万円）

区　分 R5見込 R5実績

　中小企業者の事業承継に係る経費に対して補助し、後継者問題等の課題を抱える市内中小企業者の事業
継続支援を図った。（補助率：１/２，上限：１００万円）

区　分 R5見込 R5実績
補助金額 2,000 1,000

補助金額 1,400 2,181 1,497
件数 7件 13件 11件

　中小企業者がデジタル技術を活用した販路開拓や生産性向上に新たに取り組む事業の経費に対して補助
し、市内中小企業者へのⅮⅩ促進の支援を図った。（補助率：２/３、上限：２０万円）

区　分 R5見込 R5実績 R4実績

補助金額 500 2,944 968
件数 2件 11件 4件

　中小企業者が取り組む新商品の開発・生産、新サービスの開発・提供等に係る経費に対して補助し、市
内中小企業者への経営力向上の支援を図った。（補助率：１/２、上限：チャレンジ枠２５万円、経営革
新枠５０万円）

区　分 R5見込 R5実績 R4実績

補助金額 100 182 68
件数 2件 8件 8件

　中小企業者の従業員が検定・講習等を受けるための経費に対して補助し、市内中小企業者の技術力向上
を図った。（補助率：１/２、上限：５万円）

区　分 R5見込 R5実績 R4実績

補助金額 600 0 190
件数 3件 0件 1件

　中小企業者の海外・国内に向けた販路拡大の取り組みを支援するため、３件の補助を見込んだが、利用
実績はなかった。（補助率：１/２、上限：海外５０万円、国内２０万円）

区　分 R5見込 R5実績 R4実績

5.そば店振興
事業

○常陸秋そばを活用した地域活性化及び地域振興を図るため、常陸太田のおそば屋さんの会（会員数２３
店）に対し、常陸太田市地域活性化まちづくり活動事業費補助金を交付。
（補助対象事業）スタンプラリー事業、研修事業、活動PR事業（夏けんちんフェア、新そばチャリティ
フェア、PRパンフレット更新作成）等

6.中小企業ビ
ジネスチャレ
ンジ応援事業
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（款）　６．商工費

　（項）　１．商工費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

6 1 2 商工振興費 9,007 7,660 7,660 1,347 ○合同就職面接会

○企業ガイドブック及びウェブサイト作成（更新）

・企業ガイドブック（８００部）
・ウェブサイトチラシ（３,０００部）

○起業創業支援事業

○人材確保支援事業

○市民雇用奨励金

30,213 29,129 41 29,088 1,084 ○高圧電力利用事業者電気料金支援金

7.UIJターン者
等起業・就職
支援事業

8.被災中小企
業支援事業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

参加求職者数 33名 5名 18名 56名
参加企業数 10社 4社 7社 21社

　市内に高圧電力利用施設を有する事業者に対し、令和４年１０月から令和５年３月のうち、任意に選択
した３ヶ月分の使用電力量の総量に１ｋｗｈ当たり５円を乗じた額の支援金を交付。（１事業者最大５０
万円）

区　分 R5見込 R5実績
支援金 28,970 28,970
件数 95件 95件

奨励金額 1,500 1,500 1,300
件数 20件 8件 9件

　転出抑制及び地元企業の人材確保の推進を目的として、新卒等の市民を雇用した市内企業に対し奨励金
を交付し、８社の市民雇用(新規採用８名、継続雇用７名）を図った。（採用企業に対し新規雇用１名あ
たり１０万円を３年間交付）

区　分 R5見込 R5実績 R4実績

補助金額 300 200 266
件数 3件 2件 3件

　中小企業者の人材確保、UIJターン希望者等の市内就職の促進を目的として、求人情報発信・働き方改
革推進のための経費に対して補助し、２社の人材確保（新規採用者３名）を図った。（補助率：求人情報
発信１/２、上限：１０万円（Web説明会・面接ツール導入は２０万円）/１回、働き方改革推進２/３、上
限２０万円/１回）

区　分 R5見込 R5実績 R4実績

補助金額 3,500 2,256 2,962
件数 7件 6件 6件

会場：市生涯学習センター（２回開催）、エクセルホール（水戸市、１回開催）

　市内立地企業の人材確保を支援するため、企業ガイドブックを作成（更新）し、若年者の就職支援
や職場定着の促進を図った。また、オンラインでも企業の情報収集ができるよう、ガイドブックの
ウェブサイトを作成（更新）し、掲載企業（５９社）の情報発信を図った。

　新規起業による産業の振興、雇用創出及び定住促進を目的として、起業・創業のための経費に対し
て補助し、起業者（新規起業２件、継続支援４件）への支援を行った。（補助率：１/２、上限：５０
万円/年 ３年まで）

区　分 R5見込 R5実績 R4実績

採用者数 8名 1名 2名 11名

R5.11.17 R6.2.2 合計

　市内事業所の人材確保及び求職者に対する就職活動支援のため、茨城労働局と締結した雇用対策協定に
基づき合同就職面接会を開催し、雇用のマッチング機会の場の創出に取り組み、１１名が採用。

開催日 R5.8.4
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（款）　６．商工費

　（項）　１．商工費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

6 1 2 商工振興費 12,477 10,524 10,524 1,953 ○新たな雇用の創出を図るため、東部土地区画整理事業地に企業誘致を行った。

・新規立地企業上下水道補助金の交付

・企業等立地奨励金の交付

・企業等立地雇用奨励金の交付

・新規立地企業誘致促進奨励金の交付

86,345 82,286 3,588 78,698 4,059 ○産業活性化支援事業

・企業支援実績７２件

○プレミアム付商品券事業 　

・加盟店舗数：２２９店舗

・プレミアム額　６８，７５８
・事務費　　　　１０，６０５

6 1 3 3,495 3,334 194 3,140 161

○消費者相談件数
　相談受付状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）

　苦情件数の内訳 （件）

 予算額A

10.産業活性化
支援事業

決算額
B

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

0 174

店舗購入 訪問販売 通信販売
マルチ商
法・マル
チまがい

電話勧誘
販売

ネガティ
ブオプ
ション

訪問購入

消費者行政
推進費

1.消費者行政
推進事業

購入者数

※不明・無関係のうち主なものは、不審なメール、郵便物、電話、請求及び還付金関係

173 1

○消費者意識の高揚を図るため、広報誌による啓発を行った。
・広報紙による啓発回数 １２回
・出前講座の開催   ２回

その他
無店舗

不明・
無関係

41 29 49 0 25 2 4 0 23

○消費生活におけるトラブル、悪徳商法等からの被害防止や安全確保のため、市消費生活センターに消
費生活相談員１名を配置し相談業務等を行った。

苦　情 問　合　せ 要　望 合　計

発行口数 8,608口 37,353口 45,961口
決済金額 55,824 242,156 297,980

申込者数 2,314人 9,610人 11,924人
2,220人 9,506人 11,726人

合計

15件 9件 8件

5,000
件数 1件 1件

２，９２４
　産業活性化コーディネーターによる市内事業者の販路開拓やビジネスマッチング等の支援を行った。
・委託先：ひたちなかテクノセンター

奨励金額 5,000

７９，３６３
　物価高騰の影響を受けている市民の負担軽減と市内商工業者の支援及びＤＸを促進するため、デジタル
通貨によるプレミアム付商品券を発行。

区　分 アプリ カード

区　分 R5見込 R5実績 ※Ｒ４実績なし

25件
人材確保 合　計その他技術・商品開発

72件8件7件
補助金支援 取引先紹介 経費削減

103
件数 1件 1件

9.企業誘致推
進事業 ・企業誘致数：８社

区　分 R5見込 R5実績 ※Ｒ４実績なし
奨励金額 3,629 2,308

件数 15件 14件

区　分 R5見込 R5実績 ※Ｒ４実績なし

件数 2件 2件 2件

区　分 R5見込 R5実績 R4実績
奨励金額 1,500 1,300 900

奨励金額 160
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（款）　６．商工費

　（項）　１．商工費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

6 1 4 観光費 38,644 37,840 12,105 25,735 804 ○かなさ笑楽校遊具コンビネーション部修繕工事　　 　９３５
○常陸太田駅観光案内センター業務委託　　　　　 ２，９７８

〇公園等管理委託　　　　　　　　　　　　　　　１０,６８２
西山公園等の除草・清掃を行い、観光施設の適正な管理を実施。

〇機械設備保守管理委託　　　　　　　　　　 　　　　４３７
電気自動車を使用する観光客の利便性向上を目的に設置したEVスタンドの適正な保守管理を実施。
EVスタンド利用台数（竜神大吊橋１基） （台）

〇草刈等業務委託　　　　　　　　　　　　　　　１１,１６９
竜神峡周辺及び西金砂山ハイキングコースの除草を実施し、利用者の安全を確保。

17,711 17,710 17,710 1 ○県北教育旅行推進事業委託　　　　　　　　　 １７，７００

・民泊受入協議会数　　１２組織
　・登録戸数　　　　　　１４７戸
【受入状況】

○県北教育旅行推進事業基金積立　　　　　　　       １０

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

8 16 29 10 3 13 5 131令和4年 8 9 10 8 12

0人 0泊 0軒

常陸太田市茨城県北地域の教育旅行推進事業基金の設置、管理及び処分に関する条例第４条に基づき、基
金積立を実施。

1.観光施設管
理事業

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

106人 0人 0泊 0軒

合　　計 341人 164人 96人 1泊 28軒

令和5年 6 13 9 8 16 18 19 29 20 12 7 7 164

学校以外の教育
団体

228人 51人

2.教育旅行推
進事業

区分 受入人数 うち農家等民泊受入
児童生徒 大人（引率） 児童生徒 泊数 受入軒数

小中学校等の学
校団体

96人 7人 96人 1泊 28軒

教育旅行以外 17人

ＪＲ常陸太田駅構内の観光案内センターにおいて、観光情報の一元化による観光客等へのタイムリーな観
光情報を提供。

区      分 R5実績 R4実績
観光案内センター利用者数 7,911人 7,439人
レンタサイクル利用者数 265人 285人

観光交流人口の拡大を図るため、市観光物産協会に委託し、関係市町（日立市、常陸太田市、高萩市、北
茨城市、常陸大宮市、大子町）との広域的な連携のもとで、地域資源を活かした教育旅行推進事業の受け
入れを実施。
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（款）　６．商工費

　（項）　１．商工費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

6 1 4 観光費 27,125 27,125 13,700 3,075 10,350 ○各種イベント開催事業　　　　　　    　　　 ２７，１２５

市観光物産協会の実施する次の各種イベントに対し補助金を交付。

常陸秋そばフェ
スティバル里山
フェア～じょう
づるさんからの
挑戦状　常陸秋
そばにまつわる
お宝探しとおそ
ばマイスターへ
の道～

1月12日～
3月20日

市内全域
〇市内そば店をめぐるスタンプラ
リー
〇謎解き、宝探し

里美ふれあい
館イベント広
場

46,778人
(渡橋者数)

219人
(スタンプラリー
参加者数)

協力店　44店舗
そば店　31店舗

4,903人
(スタンプラリー
参加者数)

○飲食販売等
○ステージイベント
　・北原ミレイ、秋の芸能発表会 等
　・第35回里美かかし祭表彰式

さとみ秋の味覚
祭

11月4日、
5日

3.各種イベン
ト開催事業

イベント名 開催日 場所 内容

金砂郷のけんち
ん村まつり

11月26日

参加店数29店舗

来場者数

さくらまつり
3月27日～
4月7日

西山公園
○桜の鑑賞
○夜間ライトアップ(18:00～20:00)

4,020人

第32回竜神峡鯉
のぼりまつり

4月29日～
5月14日

竜神大吊橋

○約1,000匹の鯉のぼり群泳
○特産品物産市
○鯉のぼり絵描き体験
○水府コイノボリプロジェクトによ
るワークショップ　等

　26,718人
(渡橋者数)

ひたちおおた里
山祭～フォレス
トエコーin里美
～

5月27日
里美ふれあい
館イベント広
場

○そばコーナー
○特産物即売会
○木工体験
○ステージイベント　等

2,000人

竜神峡風鈴まつ
り

8月5日～
8月20日

竜神大吊橋
○約1,000個の風鈴の飾り付け
○風鈴絵描き体験

13,912人
(渡橋者数)

太田まつり 8月11日 鯨ヶ丘商店街

○神輿、天神ばやし、子ども神輿の
パレード
○久自楽舞・みなサンバ等
○子ども縁日
○地元飲食店・市観光物産協会会員
などによる飲食・物販　等

15,000人

第36回里美かか
し祭

10月28日～
11月25日

かかしの展示：67体
（作品募集：8/31～10/20、表彰式：
11/4）

31,900人
里美案山子音楽
祭

10月28日、
29日

○飲食販売等
○ステージイベント

第34回竜神峡紅
葉まつり

11月1日～
11月30日

竜神大吊橋
〇新そばフェア、竜神峡もみじ周遊
促進スタンプラリー、インスタグラ
ム投稿キャンペーン　等

第26回常陸太田
そばまつり～冬
のけんちんフェ
ア～

2月1日～
3月20日

市内協賛店 協賛店によるけんちんそば提供

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

交流センター
ふじ

〇けんちん汁8店舗、物販21店舗 2,000人
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（款）　６．商工費

　（項）　１．商工費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

6 1 4 観光費 3,879 3,797 3,797 82 ○里まち連携交流事業(東京都中野区)
東京都中野区との里まち連携交流事業の推進を図った。

○第１３回ОＳＪ奥久慈トレイルレース
開催日　５月２８日
距離５０Ｋｍ:参加者:４９２人、完走者:１７７人、完走率３６．０％
距離３０Ｋｍ:参加者:４０９人、完走者:３８２人、完走率９３．４％

31,099 23,730 1,278 22,452 7,369 ○道の駅ひたちおおた観光案内業務委託　　　　　　　　４，１６４

○竜神峡アウトドアフィールド事業委託　　　　　　　　　　４６２
新たな誘客と来訪者の滞在時間の増を図るため、カヌー体験イベントを実施。

○インバウンド推進事業委託　　 　 　　　　　　　　　　　７２９
茨城空港国際線の就航再開における誘客促進業務委託

・委託期間　　令和５年５月１２日から令和６年３月３１日まで
・委託内容
(1)款特護照（おもてなしパスポート）換金業務
(2)その他　茨城空港国際線の就航再開等に係る誘客促進業務
①訪日外国人向けプレミアム付旅行券販売促進
　・茨城空港での引き換え、現地販売の実施　
　・タイガーエアホームページバナー広告の掲載（１/１０～２/９）
②誘客促進ノベルティ制作（３種類）
　・オリジナルコインケース　　　　　２００個
　・オリジナル缶クージー　英語版　　２００個
　　　　　　　　　　　　　繁体字版　２００個
　・オリジナルコースター　　　　　　２００個

物産展＆事業者交流会

事業名 開催日 内容

自治体訪問

R4実績
カヌー

9月5日

なかの里・まち連携１５周年記
念事業「なかの里・まち大物産
展」

11月11日

なかの里・まち新米フェア
11月13日～
11月29日

宝仙寺前通商店会クリスマスイ
ベント

12月23日

4.交流人口拡
大推進事業
（観光キャン
ペーン関係）

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

R4実績

なかの里・まちマルシェ

252人 369人
ボート 311人 240人

令和５年２月に茨城県が台湾台北市内で開催した「いばらき大見本市」や現地旅行会社訪問でのＰＲを活
かすとともに、茨城空港国際線の就航再開等に合わせて、本市へのインバウンド観光客の誘客を促進する
ため、市観光物産協会へ誘客促進事業を委託して実施。

5.おもてなし
推進事業 道の駅ひたちおおた内の観光案内所において、観光情報の一元化による観光客へのタイムリーな観光

情報を提供。

区分 R5実績

案内件数 11,238人 21,576人

3月13日
物産展会場にて、酒・壺焼き芋の特産品販売、連携自治体
より参加の各事業者及び中野区酒販組合等との交流を実
施。

区分 R5実績

梨・チーズ・野菜（ねぎ・なす・きゅうり）の特産品販売
及び観光ＰＲを実施。

米・チーズ・野菜（干し芋・ねぎ・白菜・ヤーコン等）の
特産品販売及び観光ＰＲを実施。

なかの里・まち新米フェアへお米を提供（黄門米）。

市内生産者による野菜等の販売や観光ＰＲ等を実施。
主催：宝仙寺前通商店会

6月2日
中野区産業振興課の職員に同行し、市内農家、酒造会社、
竜神大吊橋等を現地案内。
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（款）　６．商工費

　（項）　１．商工費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

6 1 4 観光費 ○プレミアム付旅行券発行事業　　 　 　　　　　　　　１４，６５０
　

・発行数　　　国内向け：１０，０００口　　訪日外国人向け：５００口
・販売時期　　国内向け：７月１８日から　　訪日外国人向け：１０月２日から
・利用期限　　２月２９日まで
・販売価格　　３，５００円（額面５，０００円で１，５００円のプレミアム）
・販売対象者　国内向け：市外在住の方　　訪日外国人向け：訪日外国人観光客
・販売口数　　国内向け：５，７７４口　　訪日外国人向け：５６口
・購入者数　　国内向け：１，９８６人　　訪日外国人向け：２０人

○観光レンタカー利用助成業務委託　　　　　　　　　　　　３６１
　市内のレンタカー事業者と連携し、レンタカーの助成事業を実施。

○団体旅行誘致促進助成事業　　　　　　　　     　　　　２,９００
　観光を目的とした本市への団体旅行を催行する旅行事業者に対し、旅行費用の一部を助成。

市内宿泊あり

・利用状況　バス５０台、送客人数１,５２５人

209,890 209,344 1,300 58,534 149,510 546 ○金砂ふるさと体験交流施設指定管理施設運営業務　１６，０００

○西金砂湯けむりの郷ほか指定管理施設運営業務　　２４，０００

○水府竜神観光施設ほか指定管理施設運営業務　　　３２，８００
　
　

○里美温泉保養センターほか指定管理施設運営業務　４４，１９２

西山の里観光施設の運営を市観光物産協会に委託した。

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）

水府竜神観光施設、水府竜神ふるさと村、水府竜神ふるさとセンター、水府観光物産館、水府竜の里公園
に指定管理者制度を導入し、株式会社水府振興公社を指定管理者として、施設の管理及び運営を委託。

プラトーさとみ、総合交流ターミナル、ぬく森の湯に指定管理者制度を導入し、一般財団法人里美ふるさ
と振興公社を指定管理者として、施設の管理及び運営を委託。

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A

訪日旅行
市内宿泊あり 2本 4本

日帰り 40本 3本

○西山の里観光施設業務委託料　　 　             １４，８５８

R5実績 R4実績
レンタカー利用数 66件(うち宿泊利用8件) 79件(うち宿泊利用9件)
レンタカー事業所 3か所 3か所

訪日旅行

日帰り バス1台あたり50,000円
バス1台あたり100,000円

区分

金砂ふるさと体験交流施設に指定管理者制度を導入し、特定非営利活動法人Ｂｏｄｙ Ｐｒｏｄｕｃｔｓ
を指定管理者として、施設の管理及び運営を委託。

区分 R5実績

区分 R5実績 R4実績
西金砂湯けむりの郷 利用者数 20,991人 20,513人
西金砂そばの郷 利用者数 9,146人 11,228人

水府竜神ふるさと村 利用者数 503人 405人

観光客の本市への旅行の動機付けと、旅行者の周遊促進による交流人口拡大及び観光消費額増加を図るた
め、プレミアム付旅行券を発行。

区分

国内旅行
市内宿泊あり 100,000円

日帰り 50,000円

国内旅行

決算額
B

R4実績
宿泊利用者

西金砂湯けむりの郷、西金砂そばの郷に指定管理者制度を導入し、株式会社水府振興公社を指定管理者と
して、施設の管理及び運営を委託。

6.地区観光施
設管理及び整
備事業

総合交流ターミナル 利用者数 1,977人 1,993人

区分 R5実績 R4実績
水府竜神観光施設 利用者数 251,629人 227,027人

2,958人 2,232人
日帰り利用者数(施設利用・体験者) 5,428人 5,003人

2,757人

水府竜神ふるさとセンター 利用者数 15,242人 12,974人
水府観光物産館 利用者数 2,434人 2,961人
水府竜の里公園 利用者数 4,270人 4,429人

区分 R5実績 R4実績
里美カントリー牧場プラトーさとみ 利用者数

里美温泉保養センターぬく森の湯 利用者数 40,149人 37,432人

区分 R5実績 R4実績
西山の里観光施設 利用者数 21,696人 23,164人

2,873人

5.おもてなし
推進事業
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（款）　６．商工費

　（項）　１．商工費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

6 1 4 観光費
・桃源花菖蒲園木橋修繕工事　　　　　　　　　　９２０
・桃源売店女子トイレ洗面カウンター交換工事　　７０３

○水府竜神観光施設修繕
・レストラン森の風厨房内エアコン更新工事　　　　　８４７
・レストラン森の風食堂用グリストラップ交換工事　　６８３
・レストラン森の風荷物用エレベーター修繕工事　　　５９５

○里美温泉保養センター修繕
・ぬく森の湯温泉送湯ポンプ交換工事　　　　　　１，７４９

○常陸秋そばオーナー制事業委託　　　　　　　　　  ６３３
　金砂郷常陸秋そばオーナー募集を行い、そばの栽培体験を実施。
総収量：３０．０ｋｇ（５区画）　平均収量：６．０ｋｇ

○第三セクター経営支援資金貸付金　　　　　　　３０，０００

○水府地区観光施設管理基金積立金　　　　　　　１０，８７６

7 1 1 土木総務費 19,866 14,740 14,740 5,126 ○道路台帳補正業務委託 ３３．５６km
新設路線（供用） 　２．１６km
新設路線（未供用） 　１．５５km
改良路線 　５．３１km
舗装路線 　０．６５km
廃止路線 ２３．１５km
平面修正 　０．７４km

8,000 8,000 8,000 ◯急傾斜地崩落防止施設を設置することにより土砂災害から集落を守り、安心安全な生活と国土の保全
を図る。茨城県が工事を実施し、本市は負担金を支出する。
・負担金　事業費８０，０００千円×１０％
・場所　棚谷町（日向前地区）

187 172 120 4 48 15 ○木造住宅耐震診断士派遣事業
昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅を対象に、耐震診断士の派遣事業を実施。
・調査費用　８６／件（国費 ４０　県費 ２０　市費 ２４　自己負担 ２　）　
・予定件数　３件　→　実施件数　２件　１７２　　

7 2 2 道路維持費 311,991 309,542 309,542 2,449 〇通学路の安全対策や生活道路の安全確保のための維持補修を実施した。
・道路維持補修工事
・除草業務委託料
・原材料費、役務費、需用費等

7 2 3 174,839 139,367 135,700 3,667 3,135 ○過疎地域自立促進計画に基づき、市道の道路改良事業を実施した。
繰越明許費 ・市道0120号線（和田岩手線）道路改良舗装工事
32,337 ・市道0133号線（吹上戸屋下線）道路改良舗装工事

・市道水8-0107号線（繁寺前線）道路改良舗装工事
・市単第6-37号市道金2B197号線外舗装工事
・市単第6-38号市道金3B479号線　舗装工事
・市単第6-39号市道金4B109号線外舗装工事
・市単第6-40号市道0116号線　排水整備工事
・市単第6-42号市道金3B195号線　舗装工事
・市単第6-45号市道金3B124号線　舗装工事
・市単第6-46号市道0121号線　舗装工事
・市単第6-47号市道金2B1005号線　道路改良舗装工事
・市単第6-48号市道金4B694号線　排水整備工事

５４,６３４
５６,６２８

１９８,２８０

1.土木総務費

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

８,０００

1.道路維持事
業

○西山の里観光施設修繕

３４,５１８
４０,８５５
１５,４７０
１１,６３８

２,１２３
２,９１５

１０,４２８
３,１３５
１,６５０
７,１５０
６,４６０
３,０２５

3.住宅耐震改
修促進事業

道路新設改
良費

1.過疎対策事
業（単独事業)

2.急傾斜地対
策事業

令和４年度に債務超過となった株式会社水府振興公社に対し、令和５年度も赤字決算が見込まれることか
ら、償還期間及び据置期間を定めた無利子の資金貸付けを実施。

常陸太田市水府地区観光施設管理基金の設置、管理及び処分に関する条例第２条に基づき、基金積立を実施。

6.地区観光施
設管理及び整
備事業
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（款）　７．土木費

　（項）　２．道路橋りょう費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

7 2 3 227,541 195,037 52,800 142,237 5,587 ○地域の生活基盤道路について、各路線の道路改良及び局部改良・舗装工事を実施した。
繰越明許費 ・市道0123号線外（大門幹線）道路改良舗装工事
26,917 ・市道1392号線（日立電鉄跡地線）道路改良舗装工事

・市道4198号線（亀作西真弓線）道路改良舗装工事　外2路線
・市道0225号線（瑞竜沢山線）用地測量業務委託　外8路線
・市道4198号線（亀作西真弓線）公有財産購入費　外6路線
・市道0123号線外（大門幹線）補償、補填及び賠償費　外10路線
・原材料費、役務費、需用費等

130,240 53,350 27,948 22,100 3,302 ◯社会資本整備総合交付金事業（防災安全）として、各路線の道路改良事業を実施した。
繰越明許費 ・市道0208号線（新宿天神林線）道路改良工事
76,890 ・市道0208号線（新宿天神林線）用地測量業務委託

719,916 319,873 75,926 143,100 343 100,504 11,872 ◯市道0139号線整備事業として用地買収を実施し、工事や環境調査については県へ委託した。
繰越明許費 ・県委託金（合併市町村関連緊急道路整備支援事業）
388,171 ・測量調査設計業務委託

・工事請負費
・土地使用料
・公有財産購入費
・補償、補填及び賠償費
・役務費、需用費等

7 2 4 33,391 19,070 19,070 14,321 ○健全な橋梁を維持するための補修工事を実施した。
・橋りょう補修工事
・橋りょう補修用資材　杉角材・杉並木・皆折釘　等
・測量調査設計委託料
・使用料及び賃借料

92,753 72,709 41,126 17,600 13,983 244 ◯橋りょう長寿命化計画に基づき、橋りょうの維持管理を実施した。
繰越明許費 ・橋りょう等定期点検業務委託料
19,800 ・橋りょう長寿命化補修工事

7 2 5 21,083 17,021 17,021 4,062 ◯市道の安全確保のため、交通安全施設の整備を実施した。
・ガードレール・カーブミラー、区画設置工事　他
・交通安全施設用備品、消耗品、ポストフレックス等

7 3 2 河川維持費 142,904 13,037 13,037 23 〇河川を適正に管理し、護岸補修や堆積土砂撤去を実施した。
繰越明許費 また、内水対策における排水ポンプ車の整備を行った。
22,374 ・亀作川、染川、弁天川護岸復旧工事　他

逓次繰越 ・排水ポンプ車購入（令和６年度へ逓次繰越）
107,470 ・排水ポンプ車購入（令和６年度へ逓次繰越）

7 4 1 500,861 392,258 160,521 176,600 55,137 38,603
繰越明許費

70,000

【令和５年度成果】
①道路改良舗装工事（ＣＤ街区）
②道路排水整備工事（ＣＤ街区）
③防火水槽設置工事（Ｄ街区）
④金井近隣公園整備工事
⑤道路付帯工事
⑥公共施設管理者負担金（道路）
⑦工損事後調査（ＡＢ街区）等
⑧排水ポンプ設備保守点検業務委託（南調整池）等
⑨用地買収（地区外道路）
⑩需用費等

２３,１９９
４９,５１０

1.河川維持費

3.社会資本整
備総合交付金
事業(防災安
全)

 予算額A

1.新市街地開
発促進事業

橋りょう維
持費

1.橋りょう維
持事業

2.橋りょう長
寿命化事業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名

交通安全施
設費

1.交通安全施
設整備事業 １５,２２６

１,７９５

都市計画総
務費

１３,０３７
４５,８７０
４８,１８０

　常陸太田市東部土地区画整理組合の事業運営支援や関連公共工事の施工などを行い、組合とともに事業推
進を図ることができた。
　また、東部地区ＣＤ街区の各種インフラ整備を含む造成工事が完了し、進出企業が立地できる環境を整え
ることができた。

４,５７６

2.一般道路改
良事業 ４８,５３２

１,５２７
２５,８５０
１８,２６２

５２４

決算額
B

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）

５,４８９
１,０７５

１１,１５４
１,３５２

２０９，６９７
４７，４２１
１５，４５５

１０，４６６
４８，９６０
２８，３４７

２，３７６
２３８

４，２９８

計 ３９２，２５８

３３,７３７
２８,４０２
５２,３８２

４,８７６
２６,６９４

４１４

５１,２６０
２,０９０

4.市道0139号
線整備事業 ２２５,４９８

４３,６３６

２５，０００

道路新設改
良費
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（款）　７．土木費

　（項）　４．都市計画費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

7 4 2 街路事業 37,195 36,740 18,492 18,248 455

【令和５年度成果】
①委託料
②工事請負費
③補償、補填及び賠償費
④需用費等

7 6 1 住宅管理費 48,862 48,202 48,202 660 ○市営住宅修繕事業
入居申込部屋の修繕、入居中住宅の設備の不具合等による修繕を実施。
・空室修繕 １０，１７７
・入居住宅の設備修繕　 １５，６３６

22,495 22,495 9,855 12,640 ○市営住宅改修事業
　常陸太田市公営住宅等長寿命化計画に基づき、改修工事を実施。
・増井町団地A棟建物改修工事（１棟　１２戸） ２２，４９５

・外壁塗装改修
・屋上防水改修
・内部手摺取付（玄関、トイレ）
・給水管改修（水道直結）

8 1 1 常備消防費 2,873 2,872 2,872 1

※【参考】茨城県ドクターヘリ応需率　常陸太田市分　47.4％

※救命率とは、心肺停止状態から社会復帰した割合

②-2　心肺停止傷病者の心拍再開率

※心拍再開率とは、医療機関到着前に心拍再開した割合

③　令和５年　医師介入時間（ラピッドカー出動事案）　平均で１７分３８秒の短縮

8 1 3 1,038 1,038 1,038

3,995 3,960 3,960 35

1,623 1,562 1,562 61

22,143 21,340 16,400 4,940 803

8 1 5 災害対策費 7,525 6,540 6,540 985

・非常用持出袋配布者数　　９７２名　　　 　　　　６,５４０

1.新宿・西宮
線整備事業

1.住宅修繕事
業

1.避難行動要
支援者用非常
持ち出し袋整
備事業

3.設備改修工
事事業

①　令和５年度　ラピッドカー出動件数（常陸太田市管内）

１４
４３４

３５，３４５
９４７

３６，７４０計

応 需 率

1.ラピッド
カー運営共同
事業

○当市の市外医療機関への搬送割合は約７０％を占め、搬送時間が年々延伸している状況下において
重症傷病者への一刻も早い医師介入を実現するためラピッドカーを導入し救急医療体制の充実強化を
図った。

　本路線の業務委託及び道路改良工事等を実施し、新宿西宮線と西バイパスを接続する道路を開通する

21.1％ 32.0％
令 和 ５ 年 度 20.0％ 38.1％

ことができた。

2.地域住宅交
付金事業

【1】
全体

（救命率）
達成率 【2】

ラピッドカー
搬送分

達成率

令 和 ４ 年 度 5.6％ 112％ 12.0％ 240％

目 標 値 要 請 件 数 実 出 動 件 数

〇避難行動要支援者に対して、非常用持出リュックを配付して、平時から避難に必要な物品の準備を促す
ことで、円滑な避難の促進及び防災意識の醸成を図った。

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

4.消防自動車
購入事業

〇金砂郷支団第２分団第１部の消防自動車更新購入。

消防施設費 1.施設補修工
事事業
2.施設解体工
事事業

25件 41.7％

②-1　救命率　【令和５年度　目標値　５．０％】

〇金砂郷支団第２分団第１部の改修工事。

○公共施設等再配置計画に基づき、消防団機械器具置場を解体した。
　解体場所：旧太田支団第３分団第２部
　　　　　　旧金砂郷支団第１分団第４部

50件 60件

〇消防本部内LPガスバルクタンクの検定期限が超過することに伴う入替工事。

令 和 ５ 年 度 4.3％ 86％ 4.8％ 96％

全 体 ラ ピ ッ ド カ ー 搬 送 分
令 和 ４ 年 度
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（款）　８．消防費

　（項）　１．消防費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

8 1 5 災害対策費 679 610 610 69

自主防災リーダー研修会の開催　

いばらき防災大学参加費用助成金　　　６

自主防災組織防災訓練補助金　　　２００

7,009 6,572 278 6,294 437

消費期限到来備蓄食糧品の入れ替え 　　　　　　　　１,９３５
・アルファ米　 　 　　　　２,５００食
・保存パン　 　　　 　　　３,５６４食
・カロリーメイト　 　　　 １,２００食
・乳児用粉ミルク　  　  　１,２００食
・１０年保存水５００ｍｌ　１,６８０本　
・１０年保存水２ｌ 　　　　　３００本　

防災関連資器材購入　　　　　  　　 　　　　　　　１,５７２
・ダンボールベッド　 　　　　　６０組
・避難所用バスタオル　　　２,０００枚
・エアーベッド　　 　　　　　２００組
・災害用トイレ　　　　　　４,５００回分

災害危険区域の周知　　　　　　　 　　　　　　　　３,０６５
・ハザードマップ印刷　　２４,０００部
・ハザード表示電柱広告看板設置　４０カ所

5,775 5,775 5,615 160

市原子力災害広域避難訓練運営支援業務委託料　 　　５,７７５
・実施日　令和５年１０月２１日
・訓練参加機関職員等　２５３名
・訓練参加住民　　　　１３７名
・訓練内容

詳細
・職員の参集
・災害対策本部設置・運営

・住民（避難行動要支援者含む）による避難
・屋内退避・広域避難に関する講習
・施設内陽圧化装置を稼働した屋内退避の実施
・住民による屋内退避の実施
・防災行政無線等による情報伝達

・避難先自治体による避難所の運営
・鏡石町、石川町、玉川村への避難

・県による避難退避時検査の実施

3.避難体制整
備事業

災害対策本部運営訓練

情報伝達訓練
屋内退避訓練

原子力基礎知識講座
一時集合場所避難訓練

避難退域時検査訓練
（スクリーニング検査訓練）

2.自主防災組
織育成事業

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②-①）
リ ー ダ ー 研 修 会 参 加 者 数 124 168 44

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②-①）

○自主防災組織の活性化と各自主防災組織が自立し、主体的に活動を継続できるようにするため、自主防
災活動の中心的な役割を担う人材育成及び活動に係る支援を行った。

い ば ら き 防 災 大 学 受 講 者 数 10 2 -8

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②-①）
自主防災訓練実施の補助団体数 35 20 -15

主要訓練項目

広域避難訓練
避難所運営訓練

4.原子力広域
避難計画の策
定事業

○原子力災害が発生した場合に備え、広域避難訓練を実施することを通じて、市原子力災害広域避難計画の
実効性の向上、原子力災害時における対応手順の確認及び関係機関との連携強化、職員の初動体制の確認、
市民の原子力基礎知識の向上を図った。

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

○避難時に必要な物資及び資機材の整備による迅速かつ的確な災害対応、平時からの災害危険区域の周知を
行うことにより、市民の生命及び身体の保護を図った。
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（款）　８．消防費

　（項）　１．消防費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

8 1 5 災害対策費 434,940 434,940 434,900 40 ○設備の老朽化と国のデジタル化の方針に伴い、防災行政無線のデジタル化整備を推進した。
防災行政無線デジタル化整備工事　　　　　　　　４２９,６６０
・屋外拡声子局整備　　 　 　　　　　４５局
・戸別受信機整備　         　１０,０００台
（河内地区・佐都地区・世矢地区・誉田地区・久米地区・郡戸地区・金郷地区・金砂地区）

防災行政無線デジタル化整備工事施工監理業務委託　　５,２８０

22,289 8,220 3,500 4,720 ○災害発生予防、拡大防止を目的として道路法面の調査を実施した。
繰越明許費 緊急自然災害防止対策調査業務委託
14,069

4,235 4,235 4,235 ○除染事後モニタリング委託

124 92 92 32 ○小規模水道に係る放射性物質のモニタリングを実施した。
対象地区：岡見地区（里川町）・笠石地区（小妻町）
実施回数：年３回（５月２２日、９月４日、１月５日）
結果：不検出

9 1 2 事務局費 79,123 47,322 47,322 66 ○旧郡戸幼稚園の敷地について、境界確認測量を行った。
繰越明許費 ・旧郡戸幼稚園境界確認測量業務委託 ２，５３０
31,735

○廃園となった旧世矢幼稚園及び旧郡戸幼稚園の解体工事を行った。
・旧世矢幼稚園解体工事 １９，７３４
・旧郡戸幼稚園解体工事 ２４，７５０

528 528 528

・就学事務管理システム委託　　　　　　　

9 1 3 教育指導費 30,310 30,006 1,014 28,992 304

3,025 3,018 3,018 7

21,732 21,714 21,714 18

1,632 1,632 1,632

1.廃校施設整
備事業

2.就学事務効
率化事業

〇小・中学校在学期間の児童・生徒の就学状況を管理する「学齢簿管理システム」により、児童・生徒の通
学校、区域外就学管理、異動履歴管理、保護者情報などの効率的な管理を行った。

５２８

1.外国語教育
振興事業

2.スクールカ
ウンセラー配
置事業

○スクールカウンセラーの派遣
　・スクールカウンセラーを小学校８校（県費のみ２校、県費市費併用６校）、中学校７校（県費のみ
　　５校、県費市費併用２校）と教育支援センター（市費）へ配置した。
　・児童生徒や保護者の悩みや相談について、カウンセラーが専門的な立場から児童生徒、教師、保護者
　　へ指導・援助等を行った。

6.緊急自然災
害防止対策事
業

８,２２０

3.ＴＴ非常勤
講師配置事業

○きめ細かな教育の推進事業
　・ティーム・ティーチングのための非常勤講師１０人を小学校６校に配置し、児童生徒一人一人にきめ
　　細かな指導を行った。

5.防災行政無
線整備事業

　屋外拡声子局による音達エリアの確認、材料検査、現場審査など、デジタル化工事の監理を行うことに
より、適切な工事の進捗となった。

7.原子力災害
対策事業（環
境政策課）

２，８０５

○仮置場除草清掃 １，４３０

8.原子力災害
対策事業（里
美地区簡易専
用水道）

4.よりよい学
級づくり推進
事業

○Ｑ-Ｕアンケートの実施（よりよい学校生活を友達づくりのためのアンケート）
　・全小・中（小４～中３）で年２回Ｑ－Ｕアンケートを実施
　・１人１人のデータから、不登校になる可能性・実態等の髙い児童生徒やいじめ等の悩み、学校生活の
　　意欲が低下している子ども達を発見し早期対応につなげることができた。
　・データをもとに、日常子ども達を観察している視点や指導の見直しを図り、見立て対応のズレを補う
　　ことで、個や集団に応じた支援につながった。

○英語指導助手の派遣
　・英語圏の外国人英語指導助手を中学校へ４人、小学校へ３人派遣した。
　・児童生徒が生きた英語に触れることで、国際感覚やコミュニケーション能力を育んだ。

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）
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（款）　９．教育費

　（項）　２．小学校費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 2 1 学校管理費 42,273 38,971 9,239 18,300 11,432 3,302 ○04繰.市立峰山小学校LED化改修工事設計業務委託 　　　　　４９５
（小学校） ○04繰.市立機初小学校LED化改修工事設計業務委託 　　　　　４９５

○04繰市立峰山小学校LED化改修工事 　　　６，９９６
○04繰市立機初小学校LED化改修工事 　　１９，７３３
○市立太田小学校排水設備修繕工事 　　　２，９０４
○市立峰山小学校排水設備修繕工事 　　　２，６１８
○市立誉田小学校門扉設置工事 　　　１，２６５
○市立太田小学校職員室エアコン移設工事 　　　１，２４３
○小学校児童用椅子購入 　　　１，２５２
○機初小学校下水道事業受益者負担金 　　　　　７８２
○市立金砂郷小学校特別支援教室間仕切壁設置工事及び吸音パーテーション設置工事　　　１，１８８

534 534 534

・対象児童　　　１名

9 2 2 教育振興費 12,597 12,401 2,739 9,662 196

・対象児童　４６３名

4,533 4,352 4,352 181

・小学校　　２６７人
・特別支援学校　２人

30 9 9 21

675 674 674 1

9 3 1 21,814 21,813 6,800 15,013 1 ○市立世矢中学校プレハブ倉庫他解体工事 　　１０，８３５
○太田中学校保健室エアコン移設設置工事 　　　　　６８１
○里美小中学校理科室エアコン移設設置工事 　　　１，２８７
○市立金砂郷中学校天窓日除けシェード設置工事 　　　６，８０９
○市立太田中学校体育倉庫シャッター修繕工事 　　　１，２２１
○中学校生徒用椅子購入 　　　　　９８０

9 3 2 教育振興費 515 327 327 188

・対象生徒　３５名

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

○英検の検定料への助成
　・小学生(５･６年生)の英語検定料の一部を助成し、学習意欲及び英語力の向上を図った。
　　一人あたり年１回１，０００円　助成件数：９件

4.English Day
Camp事業

○English Day Camp 業務委託
　・市立小学校に通う全小学６年生（８校）を対象。
　・英語に親しみながら実社会でのコミュニケーション能力の向上を図るため市内施設での英語キャンプを
　　ALTと一緒に行った。

○English Day Camp バス借上料
　・各小学校から施設までのバス借上料

1.中学校整備
事業

1.小学校整備
事業

○通学距離が６㎞以上の生徒の通学バス等に係る経費に補助金を交付した。

2.小学校管理
費

○通学距離が１０㎞以上かつ最寄りのバス停留所までが３㎞以上の児童のバス停から自宅までのタクシーを
運行した。

1.小学校教育
振興事業

○通学距離が４㎞以上の児童の通学バスに係る経費に補助金を交付した。

2.小学１年生
入学祝品給付
事業

○市内在住の市立小学校及び特別支援学校の新入生に対し、入学を祝福するため入学祝品(ギフト券)を給付
した。

1.中学校教育
振興事業

学校管理費
（中学校）

3.英語検定料
助成事業
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（款）　９．教育費

　（項）　３．中学校費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 3 2 教育振興費 2,224 2,220 1,431 789 4

・研修施設　　ブリティッシュヒルズ（福島県天栄村）
・参加人数　　市内中学２年生　３３人

450 348 348 102

3,580 3,580 3,580

9 4 1 5,214 5,077 5,077 137

・太田進徳幼稚園 １名
・幸久幼稚園 １名

7,843 6,852 6,852 991

・太田進徳幼稚園 ３名
・幸久幼稚園 ２名

2,486 2,486 2,486 ○太田進徳幼稚園通路マット改修工事

4,694 4,693 4,693 1 ○幼稚園への通園バスを運行
・幸久幼稚園

9 5 1 4,920 4,452 2,544 181 1,727 468

放課後の居場所づくりの場、異学年、児童とボランティア（地域の方）の交流の場となっている。

実施により、高学年と一緒に下校することができ、登下校の安全確保につながっている。

・実施学校区（８小学校区）

1,859 1,859 1,859 〇旧高倉小西側法面土砂撤去及びブルーシート設置工事　２７５
〇旧高倉小西側法面土砂流出防止工事　４２９
〇旧高倉小西側法面構造物撤去工事　１，１５５

9 5 2 3,885 3,663 3,663 222 ○特別青少年相談員及び青少年相談員（４７人）
関係機関及び団体と緊密な連携を図りながら、青少年の健全育成と非行防止の推進に努めた。
・街頭巡回パトロール ８８回
・青少年相談員研修会 ２回
・健全育成に協力する店訪問 １３回
・その他の活動 ２回

○青少年育成団体への助成（２団体）
・青少年健全育成常陸太田市民の会 １，０００
・市子ども会連合会 ４７０

2.高倉交流セ
ンター施設管
理事業

1.青少年対策
事業

青少年対策
費

3.幼稚園整備
事業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

2.英語教育充
実事業

○英語に親しみ主体的に英語を用いてコミュニケーションを取ることができる生徒を育成するため、国内研
修施設において外国人との交流を行い能力の向上を図った。

3.英語検定料
助成事業

○英検の検定料への助成
　・中学生の英語検定料の一部を助成し、学習意欲及び英語力の向上を図った。
　　　一人あたり年１回１，０００円　助成件数：３４８件

4.ICT教育環境
整備事業

○English 4skillsの導入
　・タブレットを活用して英語４技能・文法の取得を図るためA1ツール（English 4skills）を導入し、英
　　語学習への充実を図った。

幼稚園管理
費

1.幼稚園三歳
児クラスＴＴ
配置事業

○初めて親元から離れて生活する３歳児に対し、集団生活への適応を図るため、３歳児１１名につきＴＴ１
名を配置した。

○魅力ある学校づくりの一環として、特別な支援が必要な園児の発達の助長や保護者の安心感を得るため、
特別支援指導員を配置した。

2.幼稚園特別
支援指導員配
置事業

２，４８６

4.幼稚園管理
費

社会教育総
務費

1.放課後子ど
も教室推進事
業

○子育て支援の一環として、低学年児童が放課後に地域の方（サポーター）に見守られながら安心安全
に過ごせる場として、各学校の教室等を借りて実施した。

インフルエンザのまん延により学年閉鎖が発生し中止となった日があり、開催予定４３１日に対して
実際の開催日数は４０８日であったが、ほぼ計画通りに実施することが出来た。

小学校区 実施内容 実施回数（回）参加児童数（人） サポーター数（人）
太 田 毎週火曜日　1･2年生 31 31 8
機 初 毎週水曜日　1･2年生 31 24 13
峰 山 毎週水･木曜日　1･2年生 67 52 15
誉 田 毎週火･木･金曜日　1･2年生 83 14 8
世 矢 毎週火･木曜日　1･2年生 64 21 9
金 砂 郷 毎週火曜日　1年生 33 22 7
水 府 毎週水曜日　1･2年生 34 6 4
里 美 毎週火･金曜日　1･2年生 65 8 4

合　　　計 408 178 68
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（款）　９．教育費

　（項）　５．社会教育費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 5 3 3,330 3,330 1,199 2,131 ○地区文化活動事業

　(単独団体事業１１事業、複数団体合同事業…３事業）

○都々逸全国大会
　期　　日　　１１月５日（日）
　場　　所　　生涯学習センターふれあいホール
　内　　容　　伝統芸能・都々逸節の保存普及を図るとともに、初代都々一坊扇歌を顕彰する。
　来場者数　　３００人

○市民ふれあいコンサート
　期　　日　　①１０月１日（日）　②１１月１９日（日）
　場　　所　　①道の駅ひたちおおた　②市民交流センター大ホール
　来場者数　　①７００人　②５３０人

○ひたちおおた芸能祭
　期　　日　　３月３日（日）
　場　　所　　市民交流センター大ホール
　内　　容　　市文化団体連合会音楽芸能舞踊部門加盟団体による芸能発表会
　来場者数　　８００人

817 777 777 40 ○第65回市美術展覧会開催
　小中学校の部　期　　日 １２月２日（土）～１２月１０日（日）
　　　　　　　　場　　所 交流センターふじ
　　　　　　　　出品点数 ３０４点(絵画１１４点・書写１０１点・工作８９点)
　一般の部　　　期　　日 １１月２９日（水）～１２月３日（日）
　　　　　　　　場　　所 市民交流センター
　　　　　　　　出品点数 １５３点(絵画５２点・書道４７点・写真２１点・彫刻７点・陶芸２６点)

789 497 497 292
・梵天山古墳及び高山塚古墳出土遺物基礎整理作業
　　作業員（会計年度任用職員）：３名　任用期間：Ｒ６年１月～３月

1,266 1,187 387 800 79

3.市内遺跡調
査事業

1.芸術文化振
興補助事業(団
体事業費補助)

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A科目コード 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

文化振興費
　文化団体連合会加盟団体が市民を対象として開催する文化展覧会等への事業費補助で１４団体へ補助

2.美術展覧会
開催事業

○梵天山古墳及び周辺遺跡の国指定申請を行うための詳細調査

4.指定文化財
公開事業

○集中曝涼
　公 開 日　　１０月１４日（土）・１５（日）
　公開場所　　２３ヵ所
　来場者数　　延べ来場者数　６，３４６人

54



（款）　９．教育費

　（項）　５．社会教育費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 5 4 973 925 828 97 48 ○市民を対象に生涯学習のための講座・教室を実施した。
・会場　生涯学習センター　春友手づくり工芸センター　水府総合センター　里美文化センター
　　　　外市内地域
・期間　５月～３月
・講座は、１３講座を募集したところ、定員３４７人に対し４６８人の応募があり、受講者は３４０
人となった。前年度に人気のあった講座は講座及び定員を増やし、応募者の数が定員の数を超過し
た講座については、一部定員の数を増やして実施した。
延人数１，４７１人

・教室は、５教室を募集したところ、定員８３人に対し１０２人の応募があり、受講者は８６人と
なった。
応募者の数が定員の数を超過した教室については、一部定員の数を増やして実施した。 
延人数６３１人

1,001 951 351 98 502 50 ○市民及び市内に勤務する方を対象に、パソコンの基礎技術を習得するための講習会を実施した。
・会場　生涯学習センター
・期間　６月～１１月
・８講座を定員７２人で募集したところ、８講座６８人の応募があり、受講者は４９人となった。
延人数２９２人

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

生涯学習推
進費

1.各種講座等
推進事業

講座・教室名 目標(人) 実績(人)

2.ＩＴ講習会
事業

延人数（人）

講
　
　
座

ふるさとの生活環境を見つめて 20 20 50
長寿時代を生きる 50 43 131
人生100年時代を楽しむ 40 38 112
認知機能アップ 40 42 109
つくって楽しむ　Ａ班 24 24 62
つくって楽しむ　Ｂ班 24 22 57
花のある暮らしを始めませんか 30

12 12 32
生活習慣病からの脱出 12 12 44
プリザーブドフラワー 20 15 102
チーズの魅力 24 24

30 139
やってみよう！やきものづくり 15 18 50
あなたもボーカリスト！ 30 29 72
水彩画の魅力 18 18 62
学ぼう！初級中国語 20 20 196

6 36
超ゆっくりパソコン入門 9 8 45
はじめからのワード入門 9 9 65
ワード基礎 9 3 24

英語でコミュニケーション！ 16 16 98
外国人のための日本語 20 20 333

合　　　　計 347 340 1,471

教
　
　
室

木工 15 23 406
庭木の床屋さん

はじめからのエクセル入門 9 10 78
エクセル基礎 9 5 28
ワード集中（応用） 9 4 8
エクセル集中（応用） 9 4 8

292

講座・教室名等 目標（人） 実績（人） 参加延人数（人）
超ゆっくりパソコン入門 9

47
合　　　　計 83 86 631

合　　計 72 49
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（款）　９．教育費

　（項）　５．社会教育費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 5 4 579 538 538 41 ○郷土の史跡・自然等地域資源等を活用した講座を実施した。
・会場　生涯学習センター　交流センターふじ　里美文化センター　外市内地域
・期間　５月～１２月
・講座は、１４講座を募集したところ、定員４９４人に対し５９０人の応募があり、
受講者は４９３人となった。　延人数１，２２７人

1,274 1,094 1,094 180 ○わがまち地元学事業（地域資源の散策等）
令和５年度のわがまち地元学事業への取り組み状況

これまでの取組地区数

○地域資源整備事業（地域資源看板等設置）
・折橋町：総合案内板１枚、お宝解説板３枚、お宝誘導板１２枚
・瑞龍町：総合案内板１枚、お宝解説板１０枚、お宝誘導板８枚

○地域交流事業（地域資源を活用した地域活動）
・実施８事業：延参加者約５７０名

○エコミュージアム活動の推進・啓発活動
・広報紙等を活用したエコミュージアム活動の情報発信　９回
・地域資源案内マップ印刷（新規２：２，０００部印刷）
・配布箇所：梅津会館
＊各支所では見本を掲示しQRコードで案内

4.エコミュー
ジアム推進事
業

3.地域資源活
用講座事業

講座・教室名等 目標（人） 実績（人） 参加延人数（人）
ふるさとの歴史を学ぶ 100 110 382
ふるさと常陸太田の歴史散歩 40 41 115
地元食材で楽しむ薬膳 20 20 27
昔ながらの食の素晴らしさを学ぶA 20 20 30
昔ながらの食の素晴らしさを学ぶB 20 21 33
家庭菜園 20 20 182
ふるさとウォーキングＡ 36 36 75
ふるさとウォーキングＢ 36 36 80
野鳥を観察しよう 30 30 25
ふるさとの自然探索Ａ 36 33 72
ふるさとの自然探索Ｂ 36 27 79
森林のめぐみを学ぶＡ 30 30 45
森林のめぐみを学ぶＢ 30 30 15
歩いて学ぶ大地の成り立ち 40 39 67

合　　計 494 493 1,227

区分 計画 実績 比較増減 備考
Ｒ5新規取組地区数 0 0 0
Ｒ5継続取組地区数 3 3 0 折橋町・瑞龍町（一町、二町合同）

年度 取組地区数
H19～29 28

H30 2
R元 3
R2 0
R3 0
R4 3
R5 0

合計 36

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

生涯学習推
進費
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（款）　９．教育費

　（項）　５．社会教育費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 5 5 公民館費 27,826 25,674 25,674 2,152 ○地域の生涯学習拠点として、各種講座・教室や交流事業を開催し生涯学習の推進を図った。
・公民館事業

1,520 1,445 1,445 75 ○公民館敷地補修資材費搬入 ３件
○公民館簡易修繕 １２件
○太田公民館 エアコン設置工事
○佐竹公民館玄関ドア修繕
○消火器購入（６公民館）
○ノートパソコン入替（西小沢、佐都）

9 5 6 図書館費 7,536 7,527 7,527 9

①R4実績（冊・点） ②R5実績（冊・点） ③差（②-①）

429 428 428 1 ○ブックスタートパック（絵本２冊とブックスタートのしおり等を同封したコットンバッグ）
・１歳児未満の乳児（３～５か月児）健康相談時に、赤ちゃんと保護者を対象に図書館ボランティア
による読み聞かせを行い、ブックスタートパックをプレゼント。

配布の状況
目標（配布対象者）は、令和４年１１月１日から令和５年１０月３１日まで生まれの乳児

①目標（人） ②実績（人） ③差（②-①）

2,000 1,998 1,998 2 〇電子図書館
・図書館の新たな利用促進を図るため、インターネット経由で電子書籍を紙の書籍と同様に、
　検索・貸出返却等が可能な電子図書館サービスを導入した。（令和４年度サービス開始）

利用状況

9 5 7 資料館費 654 612 43 569 42 ○企画展開催（6回）
・「学校展（前期）」
４月２８日（金）～６月２５日（日） 開館日数：５１日 来場者：１，９６４人

・学校展（後期）
７月１４日（金）～８月３１日（木） 開館日数：４２日　　来場者：    ９７４人

・秋の文化財公開展
９月１５日（金）～１０月１５日（日） 開館日数：２８日 来場者：１，５２７人

・「屏風の美」
１１月１０日（金）～１２月２４日（日） 開館日数：３９日 来場者：３，２６７人

・昔のくらしと昔のあそび
１月１９日（金）～２月１８日（日） 開館日数：２７日 来場者：１，０６３人

・「梅津会館のひなまつり」
３月１日（金）～３月３１日（日） 開館日数：２７日 来場者：２，９１５人

1.図書購入事
業

1.特別展開催
事業

3.図書館デジ
タル化推進事
業

1.公民館事業

2.ブックス
タート事業

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

区　　分
絵本パック贈呈

2.公民館維持
補修事業

講座・教室名等 講座・教室数 開催延回数（回）参加延人数（人）
一般教養 15 43 865
家庭教育・健康 20 98 2,199
女性 7 60 1,020
高齢者 9 12 2,317
ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ・ｺﾐｭﾆﾃｨ 19 237 3,438
趣味の教室 35 454 4,202

合　　計 105 904 14,041

３０
４８４
４３３

９９
５５

3,244 △ 205
視 聴 覚 資 料 （ Ｃ Ｄ 、 Ｄ Ｖ Ｄ ） 180 110 △ 70

185 △ 10

○図書資料購入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

区　　　　　　分
図書資料（一般書、児童書、絵本等） 3,449

195

３２６

3,090 △ 1,410
区　　分 ①目標（回） ②実績（回） ③差（②-①）
貸出回数 4,500
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（款）　９．教育費

　（項）　５．社会教育費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 5 8 37,471 34,810 3,467 2,476 28,867 2,661 ○施設利用者　４１，０１４人

○カーボンニュートラルの取組み
急速充電器保守管理委託料等　４３７
令和３年度に公共施設に設置したEVスタンドの運用をすることにより、電気自動車の利便性の向上

及び普及促進に寄与した。

ＥＶスタンド利用台数（生涯学習センター１機・公用車利用含む） （ 台 )

※Ｒ３．４．２３供用開始

25,825 24,321 3,999 724 19,598 1,504 ○施設利用者　１９，８７５人

○カーボンニュートラルの取組み
急速充電器保守管理委託料等　４３７
令和３年度に公共施設に設置したEVスタンドの運用をすることにより、電気自動車の利便性の向上

及び普及促進に寄与した。

ＥＶスタンド利用台数（交流センターふじ１機・公用車利用含む） （ 台 )

※Ｒ３．８．４供用開始

29,400 27,702 2,679 579 24,444 1,698 ○施設利用者　１４，７９９人

1.生涯学習セ
ンター管理事
業

社会教育施
設費

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

2.交流セン
ターふじ管理
事業

3.水府総合セ
ンター管理事
業

施　設　名 件数（件） 使用人数（人）
ふれあいホール 54 6,112
講座室1 451 6,988
講座室2 360 5,342

令和３年 6 12 8 27 19 28 47 26 31 48 38 41 331

3月 合計

市民学習室 - 3,729
児童室 17 196
作品展示コーナー 7 480

合　　　　計 2,848 41,014

年度 4月 5月 6月

令和４年 21 11 18 28 29 44 81 60 54 77 53 63 539
令和５年 55 62 58 58 45 47 38 49 47 41 42 36 578

令和３年 － － － － 3 2 － 1 － 1 3 4 14

合計

生活実習室 73 923
調理実習室 33 592

合　　　　計 649 19,875

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

356

令和４年 12 13 14 10 11 5 8 6 5 9 4 10 107
令和５年 8 7 3 13 11 14 1 2 1 6 6 3 75

作業訓練室 72 607
控室 16 147
運動増進機器 16 71

施　設　名 件数（件） 使用人数（人）
多目的ホール 36 3,559
研修室１・２ 166 3,685
視聴覚室１・２ 84 980
教養娯楽室１・２ 237 5,394
調理実習室 29

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

講座室3 454 5,396
創作室 387 4,161
リフレッシュルーム 599 7,171
団体交流サロン 104 688
印刷室 415 603
情報ネットワークルーム - 148

11月 12月 1月 2月 3月

施　設　名 件数（件） 使用人数（人）
サンリバーホール 144 11,561
文化研修室 118 1,976
会議室 124 2,986
レッスンルーム 63 716
視聴覚室 94 1,121

合　　　　計 656 14,799
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（款）　９．教育費

　（項）　５．社会教育費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 5 8 11,468 10,683 238 10,445 785 ○施設利用者　６，０８６人

7,780 6,985 1,697 5,288 795 ○施設利用者　３，４２２人

2,433 2,169 190 1,979 264 ○施設利用者　４，６３２人

3,636 2,994 358 2,636 642 ○施設利用者
陶芸教室

64,363 64,362 64,362 1 ○指定管理者制度を活用し、西山研修所の適正な管理運営に努めた。

・指定管理料　 ６２，１３０
・利用者数 ２６，２８０人

※前年度比　３，７２８人減（１２．４％減）

55,902 55,902 55,902 ○生涯学習センター空調設備改修工事　５４，７２５
○生涯学習センター駐車場内外灯更新工事　１，１７７

197 65 65 132 ○里美文化センターＷｉ-Ｆｉ設置工事　６５

823 706 706 117 ○水府総合センターＷｉ-Ｆｉ設置工事　４８８

17,561 17,549 16,900 649 12 ○交流センターふじ改修工事設計委託料　１６，９９５
○交流センターふじＷｉ-Ｆｉ設置工事　３４２

6.工芸交流セ
ンターかえで
管理事業(金砂
郷)

（日帰り利用者数１２，３０６人（内施設利用者６，４５５人、内イベント参加者５，８
５１人）　宿泊利用者数人１３，９７４人（内施設利用者１２，５７０人、内イベント参
加者１，４０４人））

社会教育施
設費

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

4.里美文化セ
ンター管理事
業

11.水府総合セ
ンター整備事
業（政策的経
費）

施　設　名 件数（件） 使用人数（人）
大集会室 135 3,366

170

施　設　名 件数（件） 使用人数（人）

集会室 203 1,493
和室 45 767
パソコン室 14 185
調理室 2 30
談話室 60 245

合　　　　計 459 6,086

5.手づくり工
芸センター費

合　計 3,422

合　　　　計 367 4,632

7.郷土文化伝
習施設管理事
業(水府)

９６７人
９６７人

集会棟 297 3,907
作業棟 70 725

自主教室 使用人数（人）
絵画 226
七宝焼 100
陶芸 2,821
彫塑 105
個人（陶芸）

会場確保の関係から「西山冬まつり」を開催しなかった事により、令和４年度と比較し利用者数が減
少した。

9.生涯学習セ
ンター施設整
備事業（政策
的経費）
10.里美文化セ
ンター施設整
備事業（政策
的経費）

12.交流セン
ターふじ施設
整備事業（政
策的経費）

8.西山研修所
管理事業
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（款）　９．教育費

　（項）　５．社会教育費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 5 8 90,817 90,816 90,816 1 ○市民交流センター管理事業（指定管理料　５９，７５３）
　貸館状況

○指定事業・自主企画事業

○パルティミュージックセミナー

○ピアノ解放

○フリーコンサート「ロビーコンサート」

○次世代育成音楽フェス

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

13.市民交流セ
ンター管理事
業 施　設　名 使用件数（件） 使用人数（人）

大 ホ ー ル 211 39,834
多 目 的 ホ ー ル 292 13,944
大 会 議 室 369 9,383

2月18日
（日）

まいづる”魁”寄席
柳亭小痴楽　独演会

若手真打として活躍する柳亭小痴楽の話芸を3席
堪能できるプレミア度の高い独演会

小 会 議 室 310 3,838
リ ハ ー サ ル 室 1 158 2,463
リ ハ ー サ ル 室 2 108 2,346
和 室 174 1,240
野外ステージ・楽屋 132 3,446

合　　　計 1,754 76,494

実施日 公　演　名 内　　　容 入場者数（人）

4月23日
（日）

出張！ルミネtheよしも
とin常陸太田

よしもとの旬の芸人を一度に楽しめる、常設劇場
の出張版といった趣向の公演

911

6月25日
（日）

NHK公開収録「民謡魂
ふるさとの唄」

NHK地上波民謡番組の公開収録 643

10月21日
（土）

「マシコタツロウ」音楽
フェス～空があるまち～

マシコタツロウの大ホール・ワンマンライブに
100人以上の子どもたちが参加したほか、サブス
テージや飲食ブースを設けた市民参加型音楽フェ
ス

941

11月26日
（日）

きかんしゃトーマスクリ
スマスコンサートソドー
島のメリークリスマス

絵本やテレビの人気キャラクターが繰り広げる楽
しい歌と元気な踊りを楽しめるファミリーミュー
ジカルのクリスマスバージョン

408

内　　　容 利用人数（人）
4月～12月
3期（9日）

開催
大ホールグランドピアノの開放 51

実施月 内　　　容 利用人数（人）

11月18日
（土）

パルティロビコンデイとして市民が音楽に触れる機会を提供、若手
や地元音楽家の育成を図る目的で実施。

700

ちょっとお昼にクラシッ
ク　宮田大（チェロ）・
山中惇史（ピアノ）公演

世界的なチェロ奏者宮田大と新進気鋭のピアニス
ト山中惇史の競演を気軽に低価格で楽しめる公演

549

5月～2月
（6日）
開催

アウトリーチ事業

小学生を対象に「おっきなおっきな紙芝居」作
成。アイデア募集から絵の制作、舞台での発表ま
でを体験でき、豊かな創造性を育む。また、講師
である、なる氏の個展を開催し過去全作品も併せ
て展示

820

合　　　計 4,683

実施月 内　　　容 利用人数（人）

6月～12月
(2回）開催

若手の育成を図る目的で、次世代育成に向けた音楽フェス
アンダー20世代のピアニストによるピアノリレー演奏など

1,250

126

3月16日
（土）

吉田兄弟　デビュー25周
年　47+1都道府県ツアー
～極生～

津軽三味線奏者吉田兄弟の「生音」ならではの力
強さ繊細さで、その魅力を引き出す各都道府県限
定1公演の稀少な公演

285

3月24日
（日）

実施月 内　　　容 受講者数（人）
7月～3月

（10日間）
開催

常陸太田市における「音楽あふれるまちづくり」のため、パルティ
ホールを拠点とした学生の音楽活動育成を推進。

204

実施月

社会教育施
設費
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（款）　９．教育費

　（項）　５．社会教育費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 5 8 ○改修工事
　・大ホール手動吊物設備更新工事費　　２９，９２０
　・排煙口修繕工事費　　１，０５５

9 6 2 8,483 8,253 2,026 6,227 230 〇各種スポーツ教室等

〇各種スポーツ大会

〇常陸太田市健康スポーツチャレンジデー２０２３
市民の健康意識を高め、運動習慣の定着化を図るため５月最終水曜日に実施した。

〇スポーツ大会等への参加奨励事業

（１）出場大会及び人数

人
人
人
人
人

人
人
人
人
人

（２）補助金交付額

左の財源内訳 不用額
A-B 内　　容　（成　　果　　等）

市民体力づ
くり費

1.市民体力づ
くり事業

 予算額A科目コード

目 の 名 称 事 業 名
決算額
B

5 武道フェスティバル 1 130人 柔道、剣道、空手道、弓道の体験等

市民の体力向上並びに競技人口・競技能力の向上を図るため、以下の事業を実施。
№ 大　　　会　　　名 参加人数 備　　考
1 Ｂ＆Ｇ会長杯ゲートボール大会 108人

地域に出向いて実施。
64人6体力測定1

参加人数回数教　　室　　名№

1,040人1

39人

2 スポーツウエルネス吹矢大会 ‐ 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止

3 市ロードレース・親子ふれあい大会 270人
4 西金砂登山マラソン大会 570人

（１）日　　時　５月３１日（水）午前０時から午後９時まで
（２）対戦相手　愛知県（みよし市）
（３）結　　果

自治体名 参加回数 基準人口 参加人数 参加率 備考
常陸太田市 15回目 48,225人 27,723人 57.5% 前回:52.4%（5.1ポイント増）
みよし市 4回目 61,485人 18,625人 30.3%

　市スポーツ大会出場補助金交付要項に基づき、全国及び関東大会に出場した団体及び個人に対し補
助金を交付し、生涯スポーツの振興とスポーツ水準の向上を図った。

NO 出場大会名 人数 備考

団体

1 第41回第一生命全国小学生テニス選手権　関東予選 1 人
2 第6回全日本ラージボール卓球選手権大会 1 人
3 全農杯　令和5年全日本卓球選手権大会 1 人
4 第43回全日本バレーボール小学生大会 8 人 団体

人
13 第20回ジョイフルスローピッチソフトボール全国大会 7 団体
14 第71回全国青年大会「バスケットボール」 1
15 第73回全国高等学校スキー大会

11 43

1

5 日本スポーツマスターズ2023福井大会 2 人
6 ねんりんピック愛顔の愛媛2023弓道交流大会 1 人
7 第40回全日本小学生ソフトテニス選手権大会 1
8 第3回日本社会人女子バスケットボールフレンドリーシップ40 5

730
R4

10 第35回全国健康福祉祭えひめ大会 9 団体
11 第8回全日本中学女子軟式野球大会 1

414
比較 6 0 316

12 第8回全日本中学女子軟式野球大会 1

16 2023/2024全日本ノービスカップショートトラックスピードスケート競技会 1
17 第61回全日本スキー技術選手権大会 1

合　計 43 人

年度 出場件数 人数 補助金額
R5 17 43

スポーツを通した健康増進、体力向上を図るため、以下の教室を開催。

6月～10月の最終水曜日に実施。
備　　考

　　　　〃
3ラジオ体操教室2

8日間 6コース（定員25名）

社会教育施
設費

9 第53回関東中学校ソフトテニス大会 1

13.市民交流セ
ンター管理事
業

水府海洋センター水泳教室4
35人4ニュースポーツ教室3
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（款）　９．教育費

　（項）　６．保健体育費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 6 2 〇ジュニア運動能力向上事業
１．体育遊びで体力づくり教室

・実施状況

延べ人数　９８４人　　

２．水戸ホーリーホックスポーツ体験教室＆サッカー教室

・実施状況

延べ人数　１３１人　

9 6 3 学校給食費 33,721 33,721 33,721 ○経年劣化により施設設備及び調理機械に不具合が生じたため、機械の更新及び修繕工事を行った。

施設設備及び調理機械の改修工事を行ったことで、調理作業の衛生管理基準を満たす成果を得た。

9 6 4 体育施設費 70,659 67,212 6,894 60,318 3,447 ○施設利用者　１０５，７１７人1.体育施設管
理事業

10,428
・給水加圧ポンプ修繕 1,023

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）

1.学校給食設
備整備事業

子どもたちの運動能力を高めながら、運動の楽しさを体験させ、体を使った遊びに意欲的に取り組む
子どもたちの育成を図るとともに、先生方が日常の園生活でどのように幼児期の運動をとらえるか研
修する機会として市内の幼稚園、保育園、認定こども園を会場に実施した。（私立園を含む。）

実施回数　２２回（幼稚園２園、保育園５園、こども園４園：各２回）

1,254
・場内水栓修繕 187
・連続揚げ物機更新 18,887
・高圧機器等更新

相撲場 0 0
テニスコート 2,060 18,637

野球場  233 7,367
テニスコート 370 2,008
ふれあいセンター 260 2,727

弓道場 472 3,367

ターゲットバードゴルフ場

水戸ホーリーホックの選手やコーチを招き、地域の子供たちを対象にサッカー教室を開催し、青少年
の健全育成と、優れたサッカー技術を子供たちに広め、スポーツ振興を図る。

実施回数　１回（幼児（年中・年長）、小学生、スポーツ少年団）

件数（件） 人数（人）
市民体育館 0 0
野球場 109 4,653
少年野球場   133 4,467

工事内容 工事費
・ボイラー軟水器修繕 457
・エアカーテン交換修繕 396
・天井照明交換修繕 1,089
・排煙窓修繕

体育館 343 6,248
プール 1,564 1,564
柔剣道場 114 2,139
ミーティングルーム

運動広場 336 6,589

運動広場（野球場） 155 3,079

市民武道館 533 8,006
柔剣道室 0 0
卓球室 0 0

0 0
春友彫刻の森運動公園テニスコート 164 1,983

265 11,669

施　設　名

山
吹
運
動
公
園

会議室(ミーティングルーム)

白羽スポーツ広場

大里ふれ
あい広場

ふれあいプール
大方運動公園

水府海洋
センター

天下野
運動公園 テニスコート 

合　　　　　計 14,571 105,717

3,726 3,726

22 67
松平運動公園

54 904

255 6,995
里美運動公園多目的広場(野球場） 85 2,178

3,101 3,101
217 4,243

市民体力づ
くり費

1.市民体力づ
くり事業
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（款）　９．教育費

　（項）　６．保健体育費 （単位：千円）

款 項 目
国　県
支出金

地方債 その他 一般財源

9 6 4 体育施設費 529,624 73,613 6,257 50,200 17,156 518 ○山吹運動公園野球場地質調査業務委託
逓次繰越
452,061 ○町田運動公園車庫等解体工事
繰越明許費

3,432 ○水府海洋センター体育館床金具修繕工事

○大里ふれあいプール長寿命化改修工事基本設計業務委託（R６年度へ繰越）

○山吹運動公園野球場防球ネット整備工事（R６年度へ逓次繰越）

○町田運動公園整備工事（R６年度へ逓次繰越）

39,980 39,731 39,731 249 ○常陸太田市温水プール指定管理料

○常陸太田市温水プール入退場管理システムリース

○プール諸修繕（６件）

197,976 192,633 88,314 94,000 10,319 5,343 ○新総合体育館整備に伴う設計・管理運営等について、市民等の声や専門部門の意見を聴取し実施設計に
反映した成果報告のため、新総合体育館整備検討委員会を開催した。
・委員５名、３月２７日実施

○常陸太田市新総合体育館整備実施設計業務委託

○常陸太田市新総合体育館駐車場地盤解析業務委託
○山吹運動公園市民体育館解体工事外４件

3.温水プール
管理事業

2.運動公園整
備事業

（うち１５，９４３は継続費逓次繰越）

８３，６２０
（うち８３，６２０は繰越明許費）

７，２９３

８,８４４

６,３８０

４,７５２

３,４３２

３０６,２４０

５１,１０８

３２，３５０

○温水プールの利用状況　　　　　　　３２，１７４人（大人：１９，２０８人、子供：１２，９６６人）

２,２６４

５,０１６

4.新体育館整
備事業

２５
１００，１００

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
 予算額A 決算額

B
左の財源内訳 不用額

A-B 内　　容　（成　　果　　等）
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（歳　入）　・地方消費税交付金（社会保障財源化分） 652,325 千円
（歳　出）　・社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費 7,105,423 千円

【社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費】

国県支出金 市　債 その他

社会保障財
源化分の地
方消費税交
付金

その他

障 害 者 福 祉 事 業 1,561,968 1,080,664 0 3 78,699 402,602

高 齢 者 福 祉 事 業 185,413 1,394 0 21,374 26,595 136,050

児 童 福 祉 事 業 1,851,811 974,645 13,100 53,970 132,462 677,634

母 子 福 祉 事 業 327 0 0 0 53 274

生 活 保 護 事 業 555,694 403,389 0 0 24,904 127,401

小　　　計 4,155,213 2,460,092 13,100 75,347 262,713 1,343,961

国民健康保険事業 784,774 333,507 0 20,520 70,433 360,314

後期高齢者医療事業 952,627 138,607 0 396 133,039 680,585

介 護 保 険 事 業 949,414 49,083 0 0 147,217 753,114

小　　　計 2,686,815 521,197 0 20,916 350,689 1,794,013

医 療 福 祉 事 業 92,690 1,021 7,100 675 13,718 70,176

疾病予防対策事業 106,518 429 0 7,273 16,158 82,658

健康増進対策事業 64,187 973 0 7,886 9,047 46,281

小　　　計 263,395 2,423 7,100 15,834 38,923 199,115

7,105,423 2,983,712 20,200 112,097 652,325 3,337,089

特　定　財　源 一　般　財　源

４.地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられる社会保障４経費その他社会保障施策に要
する経費

（単位：千円）
財　　源　　内　　訳

経　費事　　業　　名

※「社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための地方税法及び地方交付税
法の一部を改正する法律」が、平成26年4月1日に施行されたことに伴い、地方消費税交付金の増収
分については、その使途を明確化し、社会保障施策に要する経費に充てるものとされています。

社
会
福
祉

社
会
保
険

保
健
衛
生

合　　　　計

（歳　入）　・入湯税 17,990 千円

（歳　出）　・環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設及び消防施設等に要する経費 71,693 千円

【入湯税が充てられる事業】

国県支出金 市　債 その他 入湯税 その他

20,387 0 0 0 9,802 10,585

24,181 0 17,500 0 3,212 3,469

27,125 0 13,700 3,075 4,976 5,374

71,693 0 31,200 3,075 17,990 19,428

（歳　入）　・都市計画税 169,697 千円
（歳　出）　・都市計画事業又は土地区画整理事業に要する経費 917,112 千円

【都市計画税が充てられる事業】

国県支出金 市　債 その他 都市計画税 その他

40,449 18,491 0 16,358 1,803 3,797

385,585 160,521 176,600 18,209 9,744 20,511

474,493 0 0 0 152,809 321,684

16,585 0 0 0 5,341 11,244

917,112 179,012 176,600 34,567 169,697 357,236

（２）都市計画税

５.入湯税・都市計画税が充てられる経費

（１）入湯税

（単位：千円）

事　　業　　名 経　費

財　　源　　内　　訳

特　定　財　源 一　般　財　源

環境衛生施設整備事業

消 防 施 設 整 備 事 業

観 光 振 興 事 業

合　　　計

※鉱泉浴場に入浴する入湯客に課税する入湯税は、地方税法第701条の規定により、環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設
及び消防施設その他消防活動に必要な施設の整備並びに観光の振興に要する費用に充てるものとされています。
※入湯税は、各事業に要する一般財源の額で按分して充当しています。

（単位：千円）

事　　業　　名 経　費

財　　源　　内　　訳

特　定　財　源 一　般　財　源

※市街化区域内に所存する土地及び家屋に課税する都市計画税は、地方税法第702条第1項の規定により、都市計画法に基づ
いて行う都市計画事業又は土地区画整理事業に要する費用に充てるものとされています。
※都市計画税は、各事業に要する一般財源の額で按分して充当しています。

街 路 事 業

土 地 区 画 整 理 事 業

下 水 道 事 業

地 方 債 償 還

合　　　計
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　Ⅱ　国民健康保険特別会計

　　１．歳入歳出決算額総括表

（単位:千円）

決算額（A) 構成比 決算額（B) 構成比

1. 国 民 健 康 保 険 税 876,581 15.8% 834,793 15.5% 5.0%

2. 使 用 料 及 び 手 数 料 1 0.0% 7 0.0% -85.7%

3. 国 庫 支 出 金 159 0.0% 5 0.0% 3080.0%

4. 県 支 出 金 3,872,413 69.6% 3,775,091 69.9% 2.6%

5. 財 産 収 入 13 0.0% 7 0.0% 85.7%

6. 繰 入 金 613,784 11.0% 558,441 10.3% 9.9%

7. 繰 越 金 186,800 3.4% 215,312 4.0% -13.2%

8. 諸 収 入 14,899 0.3% 16,408 0.3% -9.2%

5,564,650 100.0% 5,400,063 100.0% 3.0%

（単位:千円）

決算額（A) 構成比 決算額（B) 構成比

1. 総 務 費 94,733 1.7% 101,383 1.9% -6.6%

2. 保 険 給 付 費 3,788,696 69.9% 3,681,609 70.6% 2.9%

3. 国民健康保険事業費納付金 1,357,686 25.1% 1,252,984 24.0% 8.4%

4. 共 同 事 業 拠 出 金 0 0.0% 0 0.0% 0.0%

5. 保 健 事 業 費 72,696 1.3% 67,832 1.3% 7.2%

6. 基 金 積 立 金 93,413 1.7% 107,663 2.1% -13.2%

7. 諸 支 出 金 10,372 0.2% 1,792 0.0% 478.8%

8. 予 備 費 0 0.0% 0 0.0% 0.0%

5,417,596 100.0% 5,213,263 100.0% 3.9%歳　　出　　合　　計

款

歳　　　　　　　　　　　　入

令和５年度 令和４年度 対前年度増減率
（A-B)/B

令和５年度 令和４年度 対前年度増減率
（A-B)/B

歳　　　　　　　　　　　　出

款

歳　　入　　合　　計
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2.国民健康保険特別会計主要施策

（単位：千円）

款 項 目
国 県
支 出 金

地 方 債 そ の 他 一般財源

2 1 1 3,300,000 3,276,059 3,273,991 2,068 23,941 ○一般被保険者に対して、療養の給付を行った。
○給付状況
１人当たり給付費は、目標（予算額）２８９，４７４円に対し、２９２，４０１円であった。

－ －

2 1 3 19,000 17,865 17,865 1,135 ○一般被保険者に対して、療養費の給付を行った。
○給付状況
１人当たり給付費は、目標（予算額）１，６６７円に対し、１，５９５円であった。

－ －

2 2 1 480,000 464,575 464,245 330 15,425 ○医療費が高額になった一般被保険者に対して、療養の給付を行った。
○給付状況
１人当たり給付費は、目標（予算額）３９，４７４円に対し、４１，４６５円であった。

－ －

2 2 3 423 422 422 1 ○医療保険と介護保険の自己負担額の合算額について、限度額を超える額を支給した。
○目標（予算額）１０件に対し、１２件の支給であった。

2 3 1 10,500 7,920 93 7,827 2,580 ○出産した被保険者に、５０万円の一時金を支給した。
○目標（予算額）２５件に対し、１６件の支給であった。（うち１件は令和５年４月１日以前の分娩
だったため、改正前の金額４２万円で支給）

2 4 1 葬祭費 5,750 5,600 5,600 150 ○被保険者が死亡した場合、葬祭を行った方に５万円を支給した。
○目標（予算額）１００件に対し、１１２件の支給であった。

2 6 1 傷病手当金 300 8 8 292 ○国民健康保険に加入している被用者（給与収入者）のうち、新型コロナウイルス感染症に
感染した者に支給した。

○支給件数は、１件であった。

5 1 1 35,363 34,005 3,513 30,492 1,358 ○人間ドック等受診者へ補助を行うことにより、疾病の早期発見及び重症化予防を図った。
○人間ドック受診者については、目標(予算額）９５０人に対して９７３人であり、脳ドックについて
は、目標（予算額）２００人に対して１４９人の受診者であった。

5 2 1 39,830 38,691 12,221 2,998 23,472 1,139 ○４０～７４歳の被保険者を対象として、内臓脂肪型肥満に着目した特定健康診査を実施し、生活習慣
　病の早期発見及び重症化予防に努めた。
○特定健診受診率は、第３期特定健康診査等実施計画に基づく目標６０．０％に対し、４７．９％で
あった。

内　　容　（成　　果　　等）
不用額
A-B

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
予 算 額

A
決 算 額

B

左の財源内訳

※令和６年６月２７日
現在速報値

41,465 1,991

一般被保険
者療養給付
費

1.一般被保険
者療養給付費
の支給

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②－①）
給 付 件 数 （件） 206,567
1人当たり給付費（円） 289,474 292,401 2,927

かかりつけ医からの情報提供数（件） 200 85 △ 115

給 付 件 数（件） 25 16 △ 9

集団健診受診者数(人） 3,530 3,066 △ 464
医療機関健診受診件数(件） 400 293 △ 107

脳ドック受診者数(人） 200 149

一般被保険
者療養費

1.一般被保険
者療養費の支
給

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②－①）

出産育児一
時金

1.出産育児一
時金の支給

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②－①）

給 付 件 数 （件） 2,603
1人当たり給付費(円) 1,667 1,595 △ 72

一般被保険
者高額療養
費

1.一般被保険
者高額療養費
の支給

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②－①）
給 付 件 数（件） 8,670
1人当たり給付費(円) 39,474

一般被保険
者高額介護
合算療養費

1.一般被保険
者高額介護合
算療養費の支
給

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②－①）
給 付 件 数（件） 10 12 2

1.葬祭費の支
給

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②－①）
給 付 件 数（件） 100 112 12

1.傷病手当金
の支給

△ 51

特定健康診
査等事業費

1.特定健康診
査等

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②－①）
特定健診受診率 (％ ) 60 47.9 △ 12.1

保健衛生普
及費

1.保健衛生普
及等

区　　分 ①目標 ②実績 ③差（②－①）
人間ドック受診者数(人） 950 973 23
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　Ⅲ　後期高齢者医療特別会計

　　１．歳入歳出決算額総括表

（単位:千円）

決算額（A) 構成比 決算額（B) 構成比

1. 後 期 高齢者医療保険料 638,486 75.5% 626,699 75.7% 1.9%

2. 使 用 料 及 び 手 数 料 0 0.0% 0 0.0% 0.0%

3. 繰 入 金 202,930 24.0% 197,952 23.9% 2.5%

4. 繰 越 金 2,973 0.4% 2,878 0.3% 3.3%

5. 諸 収 入 919 0.1% 579 0.1% 58.7%

845,308 100.0% 828,108 100.0% 2.1%

（単位:千円）

決算額（A) 構成比 決算額（B) 構成比

1. 総 務 費 16,656 2.0% 18,611 2.3% -10.5%

2.
後期高齢者医療広域連合
納 付 金

823,073 97.9% 805,326 97.6% 2.2%

3. 諸 支 出 金 1,101 0.1% 1,199 0.1% -8.2%

4. 予 備 費 0 0.0% 0 0.0% 0.0%

840,829 100.0% 825,136 100.0% 1.9%

款

款

歳　　入　　合　　計

歳　　出　　合　　計

歳　　　　　　　　　　　　入

令和５年度 令和４年度 対前年度増減率
（A-B)/B

歳　　　　　　　　　　　　出

令和５年度 令和４年度 対前年度増減率
（A-B)/B
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2.後期高齢者医療特別会計主要施策

（単位：千円）

款 項 目
国 県
支 出 金

地 方 債 そ の 他 一般財源

2 1 1 853,202 823,073 776,870 46,203 30,129

左の財源内訳

1.後期高齢者
医療広域連合
納付金

後期高齢者
医療広域連
合納付金

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
予 算 額

A
決 算 額

B
不用額
A-B

内　　容　（成　　果　　等）

〇被保険者から納付された保険料を保険料納付金として、保険料軽減分にあたる保険基盤安定負担金を茨
城県後期高齢者医療広域連合へ納付した。
〇保険料納付金については、茨城県後期高齢者医療広域連合より示される納付見込み額により算出した目
標（予算額）６６８，３９２千円に対し、６３８，２６３千円となった。
〇保険基盤安定負担金については、茨城県後期高齢者医療広域連合より示される負担額により目標（予算
額）１８４，８１０千円と同額となった。

区　　分 ①　目　　標 ②　実　　績 ③　差（②－①）

計 853,202 823,073 △ 30,129

保　険　料　納　付　金 668,392 638,263 △ 30,129
保 険 基 盤 安 定 負 担 金 184,810 184,810 0
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　Ⅳ　介護保険特別会計

　　１．歳入歳出決算額総括表

（単位:千円）

決算額（A) 構成比 決算額（B) 構成比

1. 保 険 料 1,192,675 19.1% 1,179,704 19.2% 1.1%

2. 使 用 料 及 び 手 数 料 1 0.0% 2 0.0% -50.0%

3. 国 庫 支 出 金 1,401,587 22.4% 1,452,502 23.6% -3.5%

4. 支 払 基 金 交 付 金 1,523,083 24.4% 1,474,549 24.0% 3.3%

5. 県 支 出 金 858,516 13.7% 879,546 14.3% -2.4%

6. 財 産 収 入 71 0.0% 70 0.0% 1.4%

7. 繰 入 金 1,045,003 16.7% 925,297 15.1% 12.9%

8. 繰 越 金 210,444 3.4% 211,648 3.4% -0.6%

9. 諸 収 入 16,039 0.3% 22,294 0.4% -28.1%

6,247,418 100.0% 6,145,612 100.0% 1.7%

（単位:千円）

決算額（A) 構成比 決算額（B) 構成比

1. 総 務 費 134,209 2.2% 127,016 2.1% 5.7%

2. 保 険 給 付 費 5,542,914 90.3% 5,407,183 91.1% 2.5%

3. 高額介護サービス費貸付金 0 0.0% 0 0.0% 0.0%

4. 地 域 支 援 事 業 費 234,997 3.8% 213,639 3.6% 10.0%

5. 財 政 安定化基金拠出金 0 0.0% 0 0.0% 0.0%

6. 基 金 積 立 金 101,942 1.7% 68,692 1.2% 48.4%

7. 公 債 費 0 0.0% 0 0.0% 0.0%

8. 諸 支 出 金 122,945 2.0% 118,638 2.0% 3.6%

9. 予 備 費 0 0.0% 0 0.0% 0.0%

6,137,006 100.0% 5,935,168 100.0% 3.4%

歳　　入　　合　　計

歳　　出　　合　　計

歳　　　　　　　　　　　　出

令和５年度 令和４年度 対前年度増減率
（A-B)/B

款

歳　　　　　　　　　　　　入

令和５年度 令和４年度 対前年度増減率
（A-B)/B

款
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2.介護保険特別会計主要施策

（単位：千円）

款 項 目
国 県
支 出 金

地 方 債 そ の 他 一般財源

2 1 1 1,522,188 1,506,826 480,351 498,027 528,448 15,362 ３３，９１９件 ( 前年度 ３３，２６０件 ）

2 1 2 2,400,616 2,378,740 791,301 786,202 801,237 21,876 ９，１２９件 ( 前年度 ８，７５０件 ）

2 1 3 1,011,246 1,003,286 319,831 331,597 351,858 7,960 ７，５７６件 ( 前年度 ７，６９７件 ）

2 1 4 5,431 5,431 1,731 1,795 1,905 １６２件 ( 前年度 １６２件 ）

2 1 5 11,287 11,276 3,595 3,726 3,955 11 １０８件 ( 前年度 １２８件 ）

2 1 6 258,754 257,738 82,162 85,186 90,390 1,016 １８，４４８件 ( 前年度 １８，６０６件 ）

2 2 1 55,039 55,038 17,545 18,190 19,303 1 ２，９５８件 ( 前年度 ２，３８０件 ）

2 2 2 545 545 174 180 191 １５件 ( 前年度 ０件 ）

2 2 3 667 634 203 209 222 33 ２０件 ( 前年度 ３８件 ）

2 2 4 6,119 6,118 1,950 2,022 2,146 1 ５５件 ( 前年度 ３４件 ）

2 2 5 10,872 10,872 3,466 3,593 3,813 ２，３３９件 ( 前年度 １，９４２件 ）

2 3 1 4,226 4,226 1,347 1,396 1,483 ７４，１３３件 ( 前年度 ７２，３８９件 ）

2 4 1 120,890 120,466 38,402 39,814 42,250 424 １０，６０６件 ( 前年度 １０，４７４件 ）

2 4 2 20 19 6 5 8 1 １９件 ( 前年度 １６件 ）

2 5 1 20,072 14,000 4,462 4,627 4,911 6,072 ５７８件 ( 前年度 ５５２件 ）

2 5 2 14 11 4 4 3 3 ３件 ( 前年度 ２件 ）

2 6 1 174,794 167,683 55,781 55,421 56,481 7,111 ５，３３５件 ( 前年度 ５，３１３件 ）

2 6 2 19 5 1 4 14 ３件 ( 前年度 ２件 ）特定入所者
介護予防
サービス費

特定入所者
介護サービ
ス費

1.特定入所者
介護予防サー
ビス費

1.特定入所者
介護サービス
等費

1.高額医療合
算介護予防
サービス費

介護予防福
祉用具購入
費
介護予防住
宅改修費

介護予防
サービス計
画給付費
審査支払手
数料
高額介護
サービス費

高額介護予
防サービス
費

高額医療合
算介護予防
サービス費

高額医療合
算介護サー
ビス費

1.審査支払手
数料

1.高額医療合
算介護サービ
ス費

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリ
テーション、居宅療養管理指導、通所介護、通所リハ
ビリテーション、短期入所生活（療養）介護（ショー
トステイ）、福祉用具貸与、特定施設入居者生活介護
（有料老人ホーム）

居宅介護住
宅改修費

居宅介護
サービス計
画給付費
介護予防
サービス給
付費

地域密着型
介護予防
サービス給
付費

不用額
A-B

内　　容　（成　　果　　等）

1.施設介護
サービス給付
費

介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医
療施設、特定診療費

要介護者が居宅サービス等を適切に利用することがで
きるように作成する居宅サービス計画費

介護予防訪問入浴介護、介護予防訪問看護、介護予防
通所リハビリテーション、介護予防福祉用具貸与、介
護予防短期入所生活介護、介護予防居宅療養管理指
導、介護予防特定施設入居者生活介護

1.地域密着型
介護予防サー
ビス給付費

予防認知症対応型生活介護（グループホーム）、予防
小規模多機能型居宅介護、予防認知症対応型通所介護

認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、認
知症対応型共同生活介護（短期利用含む）、地域密着
型通所介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護
腰掛便座、自動排せつ処理装置の交換部品、入浴補助
用具(入浴用いす、浴槽用手すり等)、簡易浴槽、移動
用リフトのつり具の部分　※年間上限１０万円
転倒防止や自立しやすい生活環境を整えるため、段差
の解消や手すりの取り付け等小規模な改修　※上限額
２０万円（原則１回限り）

1.居宅介護
サービス給付
費

1.地域密着型
介護サービス
給付費

1.介護予防
サービス給付
費

居宅介護福
祉用具購入
費

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
予 算 額
A

決 算 額
B

左の財源内訳

居宅介護
サービス給
付費

施設介護
サービス給
付費

1.居宅介護
サービス計画
給付費

1.居宅介護福
祉用具購入費

1.居宅介護住
宅改修費

地域密着型
介護サービ
ス給付費

介護給付費の審査支払手数料

1.高額介護
サービス費

要介護者の自己負担が高額になったときの負担軽減

1.高額介護予
防サービス費

要支援者の自己負担が高額になったときの負担軽減

1.介護予防福
祉用具購入費

腰掛便座、自動排せつ処理装置の交換部品、入浴補助
用具(入浴用いす、浴槽用手すり等)、簡易浴槽、移動
用リフトのつり具の部分　※年間上限１０万円

1.介護予防住
宅改修費

転倒防止や自立しやすい生活環境を整えるため、段差
の解消や手すりの取り付け等小規模な改修
※上限額２０万円（原則１回限り）

1.介護予防
サービス計画
給付費

要支援者が居宅サービス等を適切に利用することがで
きるように作成する居宅サービス計画費

要介護者の介護保険と医療保険の支払いが高額になっ
たときの負担軽減

要支援者の介護保険と医療保険の支払いが高額になった
ときの負担軽減

所得の少ない要介護者に対するショートステイを含む介
護保険施設の利用料のうち、居住費と食費の軽減措置を
受けられる制度
所得の少ない要支援者に対するショートステイを含む介
護保険施設の利用料のうち、居住費と食費の軽減措置を
受けられる制度
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款 項 目
国 県
支 出 金

地 方 債 そ の 他 一般財源

4 1 2 94,451 88,260 66,329 11,806 10,125 6,191 包括的支援事業として以下の事業を実施。コロナ禍前の水準に戻りつつある。

4 1 3 任意事業費 1.任意事業費 57,770 55,791 14,400 2,609 38,782 1,979 任意事業として以下の事業を計画し実施。コロナ禍前の水準に戻りつつある。

4 2 1 72,830 70,764 27,826 9,466 33,472 2,066 介護予防・生活支援サービス事業として、主に以下のような事業を実施。

4 2 2 21,490 19,906 7,827 1,998 10,081 1,584 介護予防普及啓発事業として、以下の事業を計画し実施。

4 3 1 274 257 75 34 148 17 ４，５１４件 （ 前年度 ４，３５４件 ）

1.包括的支援
事業費 事業種別 予算額 実績額 成果説明等

生活支援体制整備事業 22,460 22,376 ◯生活支援コーディネーター　5名配置
認知症初期集中支援事業 5,571 5,403 ○認知症初期集中支援チーム

　対応ケース　9件　チーム員会議回数　14回

地域包括支援センター管
理運営業務委託（包括的
支援事業）

59,938 54,458

在宅医療介護連携推進事 3,248 2,853 ○在宅医療介護連携推進事業研修会等
　研修会回数3回　延べ参加者数　78人

○総合相談支援業務新規相談件数　950件
○権利擁護業務　10件
○包括的･継続的ケアマネジメント支援業務　45件
○介護予防支援（ケアマネジメントＡ+介護予防支援）
　4,168件

事業種別 目標値① 実績値② 差引(①-②) 実績額 成果説明等

認知症地域支援・ケア向
上推進事業

2,848 2,848 ○認知症カフェ運営
　開催回数　11回　延べ参加者数　46人
　（うち当事者　21人、家族等支援者　25人）

地域ケア会議推進事業 386 322 ○地域ケア会議運営
　会議回数　4回　延べ参加者　95人

配食サービス事業 52,000食 53,073食 1,073食 42,458 利用者数　517人
家族介護教室 40人 34人 △6人 1,387 2回開催

ヒアリングシート876件
認知症サポーター養成講座 500人 403人 △97人 580 開催回数　17回
在宅介護者リフレッシュ事業 延140人 延29人 延△111人 370 参加者数　29人

前年度 １，８５２件 ）

）
◯通所型サービス ２，１９２件 （ 前年度 ２，０７０件 ）
◯訪問型サービス ４８１件 （ 前年度 ４３２件

864 参加延人数3121人
いきいきヘルス体操教室 15回 12回 △3回 385 参加延人数125人

成果説明等
さらに元気アップ事業 50回 50回 0回 1,722 参加延人数519人

事業種別 目標値① 実績値② 差引(①-②) 実績額

275 参加人数11人
スクエアステップ教室 24回 24回 0回 243 参加延人数126人
水中運動教室 20回 20回 0回 1,043 参加延人数287人

参加人数181人
フレイル普及啓発事業 217回 217回 0回 3,598 参加人数9,187人
生き生きふれあい事業 延2,900人 延2,490人 △410回 10,408 利用者数71人

1.審査支払手
数料

介護予防・
生活支援
サービス事
業費

一般介護予
防事業費

審査支払手
数料

包括的支援
事業費

フレイルチェック事業 117回 117回 0回

スクエアステップリーダー養成講座 1回 1回 0回

健康教室・健康相談 300回 200回 △100回

1.介護予防普
及啓発事業費

◯介護予防ケアマネジメント １，８４４件 （

紙おむつ購入助成事業 430人

1,370

科目コード

目 の 名 称 事 業 名
予 算 額
A

決 算 額
B

左の財源内訳 不用額
A-B

内　　容　（成　　果　　等）

1.介護予防・
生活支援サー
ビス事業費

748人 318人 8,276 要介護3以上
介護給付費通知書作成委託 2回 2回 － 178 5,600件
介護給付適正化総合支援システム業務 4回 4回 － 1,540
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